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お仕事中、迷子の俺サマ拾いました！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　森の中、整備された遊歩道を九人の集団が進んでいる。

　軽けい装そうに身を包んだ八人を先導しているのは、ガイドの小旗を持った栗くり色いろのふわふわの長い髪かみをした少女。

　くるくると表情のよく変わる大きな瞳ひとみが印象的な彼女の名前は、アイナ・アルバック。

　近くにある大きな町、フォルテックの高等学校に通う十六歳だ。

「はい、ではまもなくキャロハット渓けい谷こくの展てん望ぼう台だいでーす！　申し込み時及び道中でも説明したかと思いますけれど、ガイドの私の指示に従したがっていただかないと身の危き険けんがありますからね！　くれぐれもご注意くださーい！」

　元気よく案内する声はよく通る。彼女は、フォルテックの「ギルド」と呼ばれる組合でアルバイトをしている。

　アルバイト先は、「ツアーガイド部」。そのため、時々こうして観光客のガイドを担たん当とうすることもあった。

「キャロハット渓谷って、きれいな鳥さんがたくさんいるんでしょう？」

　目をキラキラさせながら声を上げたのは、四人家族の小さな少女。

　五歳くらいのツインテールの少女は、小さなリュックを背せ負おい、一時間ほどの道中を泣きもせず元気に歩いてきた。

「違ちがうよ、すっげーかっこいいワシなんだよ！　でっかくって、ぐわーって！」

　そう答えるのは、七歳くらいの兄だ。見るものなんでも興味を示し、アイナにあれやこれやと質問してくる姿はとても活発そうだ。

「そうねー、きれいだし、かっこいいし、大きいし、飛んでる姿もすっごく素す敵てきなのよ！　楽しみにしててね！」

「うん！」

　二人が嬉うれしそうにうなずく姿は、アイナでなくとも頰ほおが緩ゆるむ。それをほほえましそうに見ているのは、旅慣れた様子の老ろう夫ふう婦ふだ。

　二人は服ふく装そうこそ軽装だけれど、持っている帽ぼう子しや杖つえ、水すい筒とうは使い慣れた感があり、ガイドするアイナにとっても安心感がある。

「そうねえ、キャロハット渓谷は二度目だけれど、ワシたちが一いつ斉せいに飛び立つところは圧あつ巻かんだったわねえ」

「そうだなあ。七色の尾お羽ばねが、空からふわふわと舞まい落ちてきたのは美しかったな」

「そうなんですか！　私何度か来てますけど、まだ一度しか見たことがないんです。すごい迫はく力りよくですよね！」

　楽しいツアーになるように盛もり上あげるのも、ガイドの役目だ。けれど、仕事を差し引いても、旅慣れた老夫婦の話は面おも白しろい。見識も広く、アイナの興味をかき立てるものばかりだ。だが、そんな光景に水を差す者がいた。

「ったくよー、いつになったら着くんだよ！　いい加減疲つかれちまったぜ！」

　老夫婦との話をさえぎって、不ふ機き嫌げんそうな男の声が割わり込こんだ。

　老夫婦は眉まゆをひそめ、家族連れの親は子供をかばうように引き寄せる。

「もう、遊歩道だっていうから来たのに、なんなのよこの山道！　もうあるけなぁい！」

　甘あまったれた声で、連れの女が男にしなだれかかった。アイナはため息をつきながら、声の主ぬしたちを振り返る。

「申もうし訳わけありません、もうすぐ着きますので」
















　アイナの答えに、男が鼻白んだようにふんと鼻を鳴らす。新しん婚こん旅行だという二人は、軽装というよりも、まるっきり街歩きの格好だ。

　二人の足元は、先のとがった革かわ靴ぐつにヒールの高いブーツ。

　男はだらしないズボンにシャツ、女はひらひらした露ろ出しゆつ度どの高いドレス。

　特に違い和わ感かんのある服装ではない。…………にぎやかな街並みで見る分には。

　ここは、山に分け入った遊歩道だ。周りは緑豊かな草木に覆おおわれ、水気の多いすがすがしい空気と、鳥の声や虫の羽音に満ちている山中である。場違いなことこの上ない。けれど、アイナが彼らをここまで連れてきたのにはわけがある。

「おい姉ちゃん、これじゃあ返金してもらうしかねえなあ。楽しみにしてきたのによお」

　にやにやと笑う男に、アイナはもう一度ため息をついた。







「自然いっぱいの遊歩道散さん策さくとキャロハット渓谷をめぐる味な旅・山さん荘そうで手作りパン体験！」と銘めい打うったこのツアーは、アイナのギルドでも一押しの企画で、人気が高い。

　コースは、落差三十メートルのコセックの滝、希少な植物であるツキヨスミレの群生地、同じく希少鳥類のニジイロワシの生せい息そく地ちであるキャロハット渓谷を経由して山荘に一いつ泊ぱくし、山荘の主人の手ほどきで翌よく朝あさの朝食に食べるパンをツアー客が一いつ緒しよに作るという内容だ。

　フォルテックの町から山荘までの行程は、途と中ちゆうの見どころをめぐって三時間ほどになる。

　足元は歩きやすく整備されており、難なん易い度どの低い観光コースだ。とはいえ、山中を歩くには服装はそれなりに整える必要があった。

　けれど、新婚旅行で珍めずらしいワシが見たいとやってきたこの若い男女の客は、全く意に介かいさない。本格的な登山ではないとはいえ、足場が悪い場所はあるし、天気が崩くずれることもある。

　出発前になんとか説得しようと試みるも、挙げ句の果てには、「靴を変えろってんなら買ってきてやるから金払はらえよ！」と、チンピラまがいの恫どう喝かつを繰くり返かえす始末。

　このままでは出発時間が過ぎてしまうと判断したアイナは、二人に契けい約やく書しよを見せながら、ツアー中はガイドの指示に従うこと、従わない場合やマナーに反する行こう為いがあった場合にはペナルティとなること、ペナルティが続いた場合にはギルドに強制送そう還かんとなることを再度説明してから、仕方なく出発することにしたのだった。

　だが、果たしてそのアイナの言葉など聞き流していたのだろう。案の定道中では暑い、虫が多い、道がデコボコだと文句ばかり。注意をすれば二言目には、「俺たちは客だ！　金を払ってるんだ！　文句があるなら金を返せ！」とまくし立ててくるからまったく手に負えない。

　こういうふうにごねる客はいるけれど、ごねた後にあからさまににやにやと意地の悪い笑顔を浮かべているのはどう見ても──。

（私が子供だからって舐なめられているのよね）

　今までも、頼りないからガイドを替えてくれと言われたことはある。けれど、学生のアルバイトとはいえ、アイナは正式な資格を持つギルド所属のガイドなのだ。実務経験だってちゃんとある。ガイドの資格証だって、いつでも見せられるように携けい帯たいしている。

　けれど、今日の客はそんなことは関係ない。アイナが何を言おうと気に食わないでいる。

　あるいは、単たん純じゆんにアイナを困らせて面白がっているかのどちらかだ。

　いずれにしても、悪あく趣しゆ味みなのは確かだ。だが、これ以上好き勝手をさせて、ほかの客に迷めい惑わくをかけるわけにはいかなかった。そろそろ最後通告の時間だろう。

　その前に、仕事はきちんとしなければ。

「さて…………では最後の見どころ、キャロハットの展望台です！」

「やったぁ！」

　気持ちを切り替え、ツアー客ににっこりと笑顔で告げると、子供たちの歓かん声せいが上がった。

　けれど、そんな彼女の気持ちを逆さか撫なでするように、聞こえよがしの文句が耳に入る。

「クソ、ムカツクな。そんなに俺らが気に食わねえのかよ」

「こんなところ、来るんじゃなかったわ」

「ガキのガイドじゃ所しよ詮せんこんなもんだろ」

「ほんとよ。虫は多いし、つまらないったらないわ」

　ぶつぶつと続く嫌いや味みに腹はらがぐらりと煮にえるのを抑えつけ、アイナは歩を進めた。

「皆みなさん、事前にご説明したとおり、ニジイロワシは大型の猛もう禽きん類るいです。体は白く、長い尾羽が光の加減で七色に光って見えることから、この名がつきました。翼つばさを広げて風に乗る姿は優ゆう雅がで、大陸でもっとも美しい鳥と言われています」

「いいなあ、すっげえなぁ！」

「早く見たい見たーい！」

　明るい子供たちの声に、両親も老夫婦も一転、笑顔になった。余計な気をもませたと、アイナは申し訳なくなる。

　長く続いた森の中の道。あと少し進めば、景色は劇げき的てきに変化する。

「ニジイロワシは警けい戒かい心しんが強く、攻こう撃げき的てきで獰どう猛もうです。力も強いので、大人ですらさらわれる危険があります。ただ、体が大きいので森の中には降おりられませんから、もし襲おそわれたら森に逃げるのが一番安全です」

「ほらな！　強くて怖こわいって言っただろ！」

　アイナの声に、男の子が得意げに声を上げた途と端たん。

「さっきからぎゃあぎゃあ騒さわぎやがって、うるせぇんだよ、クソガキ！」

　男性客が苛いら立だったように少年を怒ど鳴なりつけた。

「おい、やめろ！　うるさいのはあんたの方だろう！　いったい何しに来たんだ！」

　びくっと怯おびえた息子むすこの肩かたを抱いた父親が、反はん射しや的てきに言い返す。

　それはきっと、この場にいた誰だれもが思っていたこと。逆に、男は突つき刺ささるほかの客たちの視線にいきり立った。

「うるせぇな、ワシを見に来てんだよ、文句あんのか!?　俺らみたいな客は観光することもできねえのかよ！　おっさん、なんとか言えよ！」

「やめてください」

　大きな声を出す男の眼前に、ぴたりとアイナの小旗の先が突きつけられる。

　目の前の少女は、どこにでもいそうな女の子だ。だからこそごねてみせたり、恫喝したりと、男は好き勝手に振る舞ってきた。だが、今は小こ柄がらなアイナが見上げる瞳にまっすぐ射い抜ぬかれ、その思わぬ強さにたじろいで息を吞のむ。

「今のはペナルティです。ご説明したはずです。ツアー中、許されるペナルティは四回までだと。聞いていないとは言わせません」

　既にこの男には二度、警けい告こくしていた。今のでもう三度目だ。

「……ふん、わかったよ！」

　アイナの迫力に負けたか、忌いま々いましげに歯は嚙がみした後、男はちっとふてくされたような舌打ちをして引き下がった。それをしっかりと目に納おさめて、アイナは説明を再開する。

「展望台は渓谷を一望できる岩の上に設置されています。展望台の柵さくには、対動物用の防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを展てん開かいし、ワシが人間を襲ったりしないようにしてありますが、危険ですので、柵の外には絶対に出ないでくださいね。手や足を出すのも禁止です。数年前、面白がって餌えさをやろうと柵の外に手を出したお客様が、一いつ瞬しゆんで出した腕を捕つかまえられて連れ去られたという事故があったそうです。残念ながら、そのお客様は戻ってきておりません。そうならないためにも、今言ったことは絶対に守ってくださいね、皆さん」

　そう締しめくくると、家族連れと老夫婦は緊きん張ちようした面持ちでうなずいた。若い男女の客は、つまらなそうにそっぽを向いたままだ。

　アイナたちは展望台に向かって岩場を登っていく。一番後ろを、よろめきながら若い男女がついてくるのを、もはや誰も振り返りはしなかった。

「さて、ニジイロワシですが、もう一つ有名な特とく徴ちようがあるのをご存ぞん知じですか？」

「知ってるわ。卵たまごがすごくおいしいの！」

　アイナの問いに真っ先に答えたのは、家族連れの母親だ。それに目を輝かがやかせて、老婦人が振り返る。

「私もいただいたことがあるわ！　ふわふわの大きなオムレツを食べたのよ。とても濃のう厚こうでとろっとしていて、最高においしかったわ！」

「まあ、オムレツもいいですね！　私はプリンを食べたことがあるんです。濃厚でコクがあるのに、舌した触ざわりはさらっとなめらかで……今でもあれが一番の味だったわ！」

「ママ、ずるいー！」

「ずるーい！　私もプリンー！」

　子供たちにしまったという顔でぺろりと舌を出し、母親と婦人が笑い合う。

「うらやましいです！　私はまだ食べたことがありません。何しろ高級食材ですからね。普ふ通つうの卵の五倍の大きさで、一つにつき銀貨五枚の値ねがつきます」

「ぎっ、銀貨五枚!?」

　男が目を剝むいて叫さけんだ。銀貨五枚といえば、四人家族の一週間分の食費に相当する高値だ。アイナは構わず続ける。

「それゆえ、かつては卵を狙ねらってハンターたちが群がっていたこともあったそうです。乱らん獲かくにより、過去には絶ぜつ滅めつの危き機きに瀕ひんしたこともありましたが、国を挙げて保護活動を行い、再び個体数が増えてきています。卵を取るには専せん用ようの免めん許きよがいりますし、採取数も厳しく制限されているので、一いつ般ぱん人じんが卵を取ることは固く禁止されています」

　念を押すようなアイナの言葉に、珍しく若い二人が熱心に聞き入る。

　アイナの胸に、ちらりと不安がよぎった。二人の様子が変わったのは、卵の値ね段だんを聞いてからだ。しかも、道中何度も禁止事じ項こうを破ってきている。アイナの説明を聞きながらも、彼らの視線はちらちらと展望台の方をうかがっていた。

「ニジイロワシは、岩のくぼみや岩場の上に巣すを作ります。ちょうど今は産さん卵らん期きなので、展望台近くの巣に卵があるのを見ることができます。真しん珠じゆ色いろの卵はきれいですし、一見の価か値ちありですよ」

　アイナの説明も、耳に入っていないようだ。一応釘くぎを刺さすつもりで、アイナは声を張り上げた。

「ただし、卵は親鳥が四六時中温めていますので、獲え物ものを捕とりに出る短時間しかお目にかかれません。その上、ニジイロワシはとても目がいいですから、自分の巣に近づく者を見つけたら怒いかり狂くるって襲ってきます。怒おこった親鳥に捕まったらそれこそ命はないですよ！　卵を取ろうなんて、くれぐれも考えないように！　いいですね！」

　二人連れに向けて言ったつもりだったが、二人とも生返事でアイナの方を見ようともしない。

（聞いちゃいないわねこいつら。まったくもー！）

「……さあ、着きました！」

　諦あきらめたアイナは、岩場の最上段にとん、と軽く上がり、促うながすように大きく右手を上げた。

　岩がん盤ばんの上は広く平らになっている。悠ゆう々ゆうと飛ぶ鳥たちに、駆かけ上がってきた子供たちが歓声を上げた。

「わぁっ！　きれーい！」

「すっげー、たっけー！」

「おい、危ないぞ！」

　柵に向かって駆けだす兄妹きようだいに、あわてた父親が声をかけた。先ほどのアイナの話を思い出してか、柵から飛び出す勢いの子供たちもはっと気づいて足を止める。

「さらわれちゃうから、手を出さないこと！」

　母親に怖い顔でたしなめられ、二人は「はあい」と返事をして、改めて柵の外を眺ながめた。

　切り立った崖がけは深く、はるか下を流れる川はまるでうねる糸のようだ。対岸は遠くもやがかかっている。落ちれば一気に海まで流れると噂うわさされる急流が、この深く切り立った崖を作ったと言われている。ともすれば足が震ふるえるほどの高さは、まさに絶景。

　その眼下、そして上空には、無数の鳥が舞っていた。

　体は白く、長い尾羽が虹にじ色いろに輝く美しい鳥。大きく広げた翼に風を受け、悠々と旋せん回かいする姿は、神こう々ごうしささえ覚えるほどだった。

「すごーい、鳥さん真っ白！　しっぽきれいー！」

「そうねぇ、きれいね」

「かっこいいー！　でっけー！　はえー！　すっげー！」

　子供たちが興こう奮ふんしながら、鳥を指差しては口々に叫ぶ。老夫婦も、感かん激げきしたようにワシの姿を見上げていた。その時。

「あった、卵！　あそこ！」

　上ずった女の声に、アイナは振り返った。

　展望台からほど近い岩場の巣の中、三つの卵が陽の光を受け、鈍にぶく輝いている。親鳥は餌を取りに飛び立ったばかりだろうか、姿がない。次の瞬しゆん間かん、男が展望台の柵を乗り越こえた。

「あっ！」

「あの馬ば鹿か！　すみません、お借りします！」

　誰が叫んだか。それを聞くか聞かないかのうちに、アイナはそばにいた老ろう紳しん士しの手から杖をひったくり、罵ば声せいとともに柵を乗り越えていた。

　男が卵に手をかけようとした途端、背はい後ごから鋭するどく舞い降りたワシが男の両肩をむんずと摑つかむ。

「なっ!?　うわっ、うわああっ！　離せ、離せーっ！」

　強きよう襲しゆうに驚おどろいた男が、ひっくり返った悲鳴を上げた。腕を抜こうと力を入れても、鋭い爪がさらに肉に食い込むだけだ。卵を狙う敵を前にして、親鳥は殺意をみなぎらせながら甲かん高だかく鳴いた。こうなればもう、捕まった人間が自力で逃のがれるすべなどない。

　力強いワシの羽ばたきに、男の足が地面から浮く。

「きゃああっ、フリックーっ!!」

　獲物を捕まえたワシが、逃れようともがく男を軽々と持ち上げる。連れの女がけたたましい悲鳴を上げたと同時に、到とう着ちやくしたアイナが手にした杖をフルスイングしていた。

「ピイィィィィッ！」

　杖がワシの腹にクリーンヒットし、甲高い声とともに、男を離して吹っ飛んでいく。

　すぐさま、アイナはへたり込んだ男の襟えり首くびをむんずと摑んだ。

「立って。走って！　早く！」

「うわ、わぁっ！」

　そして、情けない悲鳴を上げながら足をもつれさせる男を急せかして、走りだす。急がないとこっちが危ない。現に大きな獲物である二人をめがけて降こう下かしてきているワシを何羽も目の端はしに捉とらえ、冷たい汗を背中に感じながらアイナは走った。

　そのまま引きずるようにして柵の内側に男を投げ入れると、自分もひょいと柵を乗り越えて安全地帯に戻り、はあはあとはずむ息を整えた。なんとか無事に戻れたことに、胸を撫で下ろす。

　ニジイロワシの成鳥は強くて頑がん丈じようだ。あの程度で死にはしないし、殴なぐり倒たおさないと獲物を離さない。保護鳥とはいえ、危険な場合にはやむを得ず攻撃することが許されている。

　とはいえアイナだって、やりたくてやったわけではもちろんなかった。

「大だい丈じよう夫ぶかね？」

「はい、なんとか。これ、ありがとうございます。助かりました」

　両手を膝ひざについて息を整えていたアイナに、老紳士が手を差し伸べてくれた。その手を借りて背中を伸ばすと、手を離し、代わりに借りた杖を返す。

　アイナはゆっくりと振り返った。そうして、『余計な手間かけさせやがって』という怒りを静かにまき散らしながら、若い二人ににっこりとほほえんだ。

「危ないところでしたねえ。私が説明した話、聞いてましたよねえ？　危ないというお話、しましたよねえ？」

「くそったれが…………！　俺は、聞いてねえっ！」

　嫌味たっぷりに、アイナが一言ずつ念を押すように問とい詰つめると、醜しゆう態たいをさらした上にへたり込んだまま、往おう生じよう際ぎわ悪く、男がどす黒い顔色でアイナに言い返す。

　けれど、そんな恫喝でアイナは引き下がらない。それがただの虚きよ勢せいだってことはもうバレているのだから。そのまま、ますます笑えみを深くして続ける。

「あんなに説明したのにですか？　あなた方より後ろにいたお二人にも、きちんと聞こえているんですよ」

　そう言うと、老夫婦がしっかりとうなずいた。

「うるせえっ！」

　男はついに開き直った。

「お前らだって卵卵って騒いでたんだ、ほんとは欲ほしかったんだろう!?　だから俺がわざわざ取りに行ってやったんじゃねえか！　俺たちだけが悪いのかよ!?　お前らだって、目の前に卵があったら手ぇ出すだろうが！　きれいごとばっかり言うな！　客の言うことを聞かない役立たずのガイドなんかよこしやがって、慰い謝しや料りようでも貰もらわねえと割わりに合わねえよ！」

「そうよそうよ！　遠いし、足はいたくなるし、つまらないし、フリックを危ない目にあわせておいてただで済すむと思ってないわよね!?」

　理り屈くつの通じないめちゃくちゃな反はん論ろんに、誰もがただあっけにとられて見ているしかない。

　いい天気、絶景、美しい鳥たち。ツアーの条件は最高なのに。

　今この場の空気だけは格かく段だんに重い。

　けれど、二人のわめき声を笑顔で聞いていたアイナの顔が、すうっと無表情に変わった。

「お金、お金、お金。…………聞き飽あきました」

　トーンの変わった声と表情に、二人は思わず口をつぐむ。

　彼らを冷えた目で見下ろしながら、アイナは口を開いた。

「あなた方は、道中五つのペナルティを犯おかしました。一つ、立ち入り禁止の滝に飛び込んだこと。二つ、ツキヨスミレの花を摘つみ取とろうとしたこと。三つ、ほかのお客様とトラブルを起こしたこと。四つ、ガイドである私の指示に従わず、柵を越えたこと。五つ、採取禁止のニジイロワシの卵を取ろうとしたこと」

「だからどうした！」

　苦くるし紛まぎれの一言を、アイナは鼻で笑った。

「契約書にサインしましたね？　出発前に説明しましたね？　道中も何度も説明しましたね？　ガイドの指示に従わない場合は、ギルドに強制送還します、と。強制送還された場合、半年間のギルド使用禁止及びブラックリスト入りとなり、以い降こうのギルド使用には制限がつきます。契約書にサインをしている以上、言い訳は一いつ切さい聞きません。そういう契約です。事前にご説明しましたし、説明を聞いたという欄らんにチェックも入った上で署しよ名めいがある立りつ派ぱな契約書です。これは重大な契約違い反はんですよ」

　ギルドは生活に根差した様々なサービスを受けられる。銀行や職業のあっせん、手紙や荷物の取とり扱あつかいなども含まれるが、それらの主要なサービスが一切使えなくなるのだ。さすがに病院などの命にかかわることは最低限利用できるが、生活に困ることは間違いない。

　何よりも、この二人は偽いつわりでなければ新婚旅行中だ。このまま送還されてしまえば金銭の引き出し額に制限がかかり、旅券の発行を受けられず、宿泊先を紹しよう介かいしてもらうこともできなくなるのだ。ツアーどころの話ではなく、新婚旅行自体も強制終しゆう了りようとなるだろう。

　アイナの淡たん々たんとした声と、自分たちに注そそがれる六人の冷ややかな視線。

　二人はようやく、事の重大さを悟さとり、蒼そう白はくになった。

「ちょ、ちょっと待てよ、何も悪気があってやったわけじゃないって！　だいたいお前が卵を取って来いって言うからだろ!?」

「何よ、あたしのせいにする気!?　お金になるって言ったのはあんたじゃない！」

「俺はそんなこと言ってねえよ！」

「あたしに罪をかぶせる気!?　最低！」

　ついに罵ののしり合いを始めた二人に、アイナもほかの客たちも白けた顔のままだ。

「往生際が悪いです。いずれにせよ、ペナルティとまではいかなくとも、ほかのお客様への迷惑行為も加味しています。これ以上ツアーへの参加は許可できません。ガイド権けん限げんにより、あなた方二人をギルドへ強制送還します」

　アイナは毅き然ぜんとした態度で言い切った。

　カバンから契約書を取り出して、パンっと音を立てて掲かかげる。契約書は魔ま法ほう紙しで作られたギルドの特別製で、それ自体が魔ま力りよくを帯びる。

　そこにある、二人の契約のサインが、カッと赤く光った。

「ちょ、まてぇぇぇ」

「きゃぁぁぁ」

　二人の悲鳴が渓谷にこだまする。契約書から放たれる魔力は、まるで赤い竜たつ巻まきのように大きくなり、一気に二人を飲み込んだ。そのまま、契約書に吸い込まれる。

　わずかな残ざん響きようを残し、二人の姿は跡あと形かたもなく消えていた。

　ふう、とため息をついて契約書をカバンにしまい込むと、アイナはくるりと振り向いた。

　その表情は、元の屈くつ託たくない笑顔に戻っている。…………ただし、少々自じ嘲ちよう的てきな色をにじませてはいたが。

「皆さんには見苦しいところをお見せしました。不快な思いをさせて申し訳ありませんでした」

　深々と頭を下げると、息を詰めて見守っていた老夫婦が、肩の力を抜いて笑いながら手を振った。

「まあ、仕方がないわよねえ」

「そうだな。私たちは気にしておらんよ」

　その後ろから、両親に守られるようにして事の成り行きを見守っていた少年が駆けてきた。そして、興奮した様子でアイナの足にまとわりつく。

「ねーちゃん、すげえ！　あの紙見せて、ぴかーってなったらあいつらシュッって消えちゃった！　ニジイロワシの次にかっこよかったぜ！」

「あはは、ありがとう」

　少年の得意げかつ微び妙みような批ひ評ひように、アイナは苦笑いするしかない。

　これでひとまずツアーは平和になるだろう。もちろん、アイナにはガイドとして、ギルドに戻ってから顚てん末まつを報告する義務がある。客を強制送還させる事態になったとなれば、アイナにも何かしらの処しよ分ぶんはあるだろうが、それをほかの客に知らせる必要はない。

　彼女は内心でため息をついてから、にっこりと笑う。

「余計な時間を食ってしまいましたね。それでは、もう少しワシを観察して、それから宿へ移動しましょう」

　それからはトラブルもなく、ワシや真珠色の大きな卵、景色をしっかり堪たん能のうして、展望台を後にした。遊歩道に戻ると、アイナは説明のために声を上げる。

「それでは、これから宿の方に移動します。本日の宿は、手作りパンと地物の野菜や肉を使った料理でおもてなしをするお宿です。明日の朝食のパンをご自分で作るコースになっておりますので、皆さん、頑がん張ばってくださいね！」

「はーい！」

　兄妹が元気よく返事をする。高く澄すんだ声は、アイナの疲れを吹き飛ばしてくれるようだ。

「私がご案内するのは、行きだけになります。宿から町までの帰り道のガイドは、宿のご主人に替わりますが、帰りはまた別のコースを通って、ギルドまで送り届けていただきますのでご安心ください。ご主人はギルドからの委い託たくを受けたガイドで、私よりずっとベテランですから、その点も心強いですよ！」

　アイナの話を、みんなはうなずきながら聞いてくれる。何かと食ってかかられる心配もなくなって、アイナの舌もなめらかだ。

「宿の周りは明かりもないですし、山中なので空気が澄んで、星がよく見えますよ。頼たのめば星の観察会をやってくれるんです。食事も最高！　宿の名物は地じ鶏どりのシチューなんです。そのほかに手作りのハムやソーセージに、野菜たっぷりのキッシュ、しぼりたてのミルク、手作りバター。数え上げればきりがありません」

「それは楽しみだなあ」

　家族連れの父親が、ごくりと喉のどを鳴らした。アイナ自身も、想像するだけでお腹なかがすいてくる。

　もっとも、今回は宿泊しないため、その味を堪能することはできないけれども。

「お部屋やインテリアもすごく素敵ですからね。楽しみにしていてくださいね！」

　そう締めくくり、アイナはにっこりと笑った。










　道中トラブルはあったものの、宿までの道を残りの六人とともに和なごやかに進んだ。やがて、木々の間に赤い屋根が見えてくる。

「見えてきましたね。あれが本日のお宿です！」

「あら、素敵ねぇ」

「かわいいおうちー！　ねえ、ママ！」

「そうね、絵本に出てくるおうちみたいね！」

　老婦人と母娘おやこが歓声を上げる。女性陣じんの反応は上々だ。

　素そ朴ぼくな木造りの大きなロッジは、赤い大屋根に大きなえんとつが特徴的な、まるで童話にでも出てきそうなたたずまいだ。

　お気に入りのこの山荘にはアイナも何度か泊とまったことがあって、気さくな主人と明るい奥さんとはずいぶん仲良くなっていた。出迎えてくれた主人とあいさつを交わすと、ツアーの名簿を渡し、人数が変更になったことを伝える。

「おねーちゃん、本当に帰っちゃうの？」

　寂さびしそうな女の子の前にしゃがみ込み、アイナは優しく頭を撫でた。

「うん、明日もお仕事なの。ごめんね」

　アイナはアルバイトの身。明日は学校だってある。

「もしよかったら、また来てね。それで、私のこと覚えてたら、またツアーに参加してね。待ってるね」

　そう言うと、女の子は「うん！」と大きくうなずいた。

　こういうところも、ツアーの醍だい醐ご味みだと思う。たくさんの人たちとの、小さな思い出の積み重ね。膨ぼう大だいな数のそれらを、一つずつ覚えておくのは難むずかしいけれど。

　でも、間違いなくアイナの胸に彩いろどりを残していってくれるのだ。

「それでは皆さん、ごきげんよう。明日もよい旅を！」

　そう言って、アイナは宿に入っていく客を見送り、手を振って別れた。

「アイナちゃん、ちょっと待って！」

　出発しようとした時、山荘の玄げん関かんから宿の奥さんが駆けてきた。

　ふくよかな体にエプロンをかけた優しそうな奥さんは、手に持った紙かみ袋ぶくろをアイナに向かって差し出した。

「今日は泊まれないんだって？」

「はい、明日学校なので」

「そう、残念。今から帰ったらお腹がすくでしょう。これ、夕飯にでも食べて」

　渡された紙袋を開いてみれば、手作りのふっくら大きなパンに、たっぷりの野菜と大きなソーセージをはさんだホットドッグが入っていた。

「うわあ、おいしそう！　ありがとうございます！」

「いいのよ。帰り、気をつけてね」

「はいっ！」

　手を振る奥さんに大きく手を振り返しながら、アイナは帰路についたのだった。




　客のいない帰り道は気楽だ。ギルドには決められた時間までにたどり着けばいい。

「どうしようかなあ。近道して帰ろうかな」

　いろんなルートを探して何度も通った場所だ。獣けもの道みちすら熟じゆく知ちしている。

　いつもなら景色を見ながら帰るところだけれど、いかんせん今日はあの新婚カップルに神経を削けずられた。寄り道する気力はなかった。

　道ともいえない、消えてしまいそうな草の分け目を、アイナは迷いもせずに歩いていく。

　その眼めには、草や灌かん木ぼくに隠かくれた地形が、はっきりと見えていた。

　アイナの特技はマッピングだ。周りの地形も含めて正確に判別できるため、アイナの作った地図は精度が高いとツアーガイド部でも評価が高い。

　加えて、一度覚えた道は絶対に忘れない。アイナの頭の中にはその場所の地図が浮かび上がり、どのルートをなぞっているのかがはっきりとイメージできている。だから、獣道であっても、道のない山や草原に分け入っても、正確に目的地に着くことができるのだ。

　これは、彼女が子供のころ、冒険者だった両親に連れられ、家族で旅をしていた時期に培つちかわれた能力だった。

「冒険者をやるにしても、そうでないにしても、マッピングは絶対に覚えておけ。もし冒険者にならずに町に住みつくことになっても、ガイドの口がある。マッピング能力のあるガイドっていうのはどこのギルドでも仕事があるからな。食いっぱぐれなくていいぞ！」

「冒険者をやるならなおのこと、一人の時でも、道に迷って行き倒れる確率が減るしね。できて損はないわよ」

　そう言って、道や地形の見方、方角の読み方、歩数で距きよ離りを計測できるように一定の歩ほ幅はばで歩く方法、地図の描き方や護身術など、弟と二人、両親には散々鍛きたえられたものだ。

　そのおかげでガイド資格を取得できたし、ツアーガイド部のアルバイトにも採用された。おまけに、ガイド資格があるのでバイト料もいい。

　今は、このまま就しゆう職しよくして、ガイドを仕事にするのもいいかもしれないと思うようになっている。

　そんなことを思い出しながら歩いていると、不意に前方の茂しげみががさりと音を立て、アイナは足を止めた。

　もう一度がさがさっ、と茂みが動き、にわかに緊張する。

　山中を行く以上、獣に遭あう可能性は常にある。が、それがもし熊くまや狼おおかみだったら。

　アイナはカバンから一度しまった小旗を取り出した。腰こしを低く落とし、旗の先を前方に向かって構える。小旗の細い棒ぼうには、猛もう獣じゆう対たい策さく用ように簡かん易いの催さい涙るい剤ざいが仕し込こんであるのだ。

　まずは落ち着いて、相手の正体を見み極きわめてからだ。焦あせりは禁物。あわてると命取りになる。両親に護身術を叩き込まれたとはいえ、アイナの戦せん闘とう能力が高いわけではない。基本的に逃げの一手だ。退路をシミュレーションしながら、緊張が高まる。

　がさがさがさっ、とひときわ大きく茂みが音を立てて、そして。

『ピュイ？』

　かわいらしい鳴き声を立てて現れたのは、一匹の白い獣。

「え？」

　一瞬、息が止まる。

　狐きつねと猫ねこがミックスしたような、イタチのような、不思議な顔立ち。つんと尖とがった耳は長く、理知的な翡ひ翠すい色いろの瞳は大きくくりっとしていて、首の周りにはふんわりした毛がまるで襟えり巻まきのように生えている。体は猫と犬の中間の、およそそこらに生息しているものとは違う生き物だった。

　が、とにもかくにも。

「かっ、かっわいいいい～～～～!!」

　アイナの叫びに、一瞬びくっと跳ねた獣の毛が逆立った。けれど、逃げる様子はないことに気をよくして、アイナはしゃがんでチチチっと舌を鳴らし、獣を呼んでみる。

　けれど、獣はちょっと首をかしげてみせるものの、そこから近づいてはこなかった。諦めてアイナは立ち上がり、まじまじと白い獣を見る。

「なんで獣がこんなところに……。はぐれたか、捨てられたかしたのかしら」

　その愛あい嬌きようのある顔立ちに一瞬毒気を抜かれかけたが、小さくても獰猛な場合もある。あわてて気を取り直し、アイナが再び警戒すると、獣はくるりと背を向けた。

（あ、行っちゃう）

　すると、獣は数歩でアイナの方を振り返った。そのまま見つめていると、再び歩きだし、アイナがついてこないと知るとまた立ち止まって振り返る。

「まさか、ついてこいってこと？」

　獣の様子を見るに、とりあえず敵意はなさそうだ。それに、アイナをどこかに案内しようとしているのならば。

（それだけの知能を持っているってことよね）

　そうだとしたら、ただの愛あい玩がん用ようの獣ではないかもしれない。何より、この獣の行先に興味がわいてきたのだ。…………父の相あい棒ぼうの獣に、目が似ていたから。

　一応警戒を続けながら、アイナは獣について歩き始めた。

　アイナがついてくるのを確認するように何度も振り返り、足場の悪いところではアイナを待ってくれる獣に感心しながら、十分ほど進んで見えてきた水場のほとりに。

　人が、倒れていた。

「ええええ!?　なんでこんなところに!?」

　思わずアイナは叫び、直すぐに駆け寄った。

「大丈夫ですか!?　しっかり！」

　体を揺すっても反応がない。けれど、触ふれた体は弾だん力りよくがあるため、死んではいないようだ。

　仕方なく重い体をひっくり返して、確認したその顔に、アイナは一瞬息を吞んだ。

　若い男だ。…………しかも、心しん臓ぞうが止まりそうになるほど整った顔をしている。

　日焼けしているせいか肌はだは浅黒いが、彫ほりの深い顔立ち、高く通った鼻はな筋すじ、少し厚めの唇くちびるがバランスよく配置されている。

　まるで美術品の彫ちよう刻こくのような風ふう貌ぼうに、面食らって呆ぼう然ぜんとするしかない。今まで出会ったどの男性よりも、アイナの目を強きよう烈れつに引きつけた。

「ななな、なんでこんな美形がこんなとこで倒れてるわけ……!?」
















　非現実的な光景にめまいを覚えつつ、アイナは男の肩を叩たたいた。

「もしもし！　もしもーし！　どうしたんですか、大丈夫ですかー？」

「ん…………う…………」

　青ざめた顔の男が低く唸うなった。ぴくりと瞼まぶたが動き、ゆっくりと現れた瞳は、サファイアのような深いブルー。

　吸い込まれそうなそれに一瞬見とれたアイナは、はっと気を取り直した。

「大丈夫ですか？　怪け我がは？　具合が悪いんですか!?」

「…………は…………」

　アイナの呼びかけに、男の顔が苦しそうに歪ゆがんだ。もしかして、重じゆう傷しようなのだろうか。アイナは持っているカバンの中身を思い出す。

　携帯しているのは応急処しよ置ちのセットだけだ。もし重傷だとしたら、こんな山中では対処できない。胃のあたりがひゅっと冷えた。その時。

　──ぎゅるるるるる～…………

　男の腹が、盛せい大だいに鳴った。

「…………腹が減った…………」

「はぁぁぁぁ!?　しっ、心配して損した！」

　思わず毒づいてしまったが、状じよう況きようから見て遭そう難なんしていると言えなくもない。

　意識を取り戻したとはいえ、ぐったりしたままの彼の姿をよく見れば、かなり汚よごれた格好をしている。こんな人も通らないような山中で、そうとうさまよったのではないだろうか。その挙げ句に空くう腹ふくで行き倒れていたとなれば。

（楽らつ観かん視しできる状況でもない…………のかも）

　そう思い直して、アイナは急いでカバンの中を探さぐる。短時間のツアーとはいえ、何かあった時のために携帯食は欠かさない。

　が、運がいいのか悪いのか。ちょうどその時、カバンの一番上に入れておいたホットドッグの袋が、ころりと転がり落ちた。途端、男がそれをむんずと摑む。

「あ、それは！」

「…………うまそうなにおいがする。いただきます」

　言うなり紙袋を開け、アイナが楽しみにしていたホットドッグを、ものの三口で平らげてしまった。止める間もなかった。

「あ、ああああああっ！」

「む、うまいな。助かった、ありがとう」

「ありがとうじゃなあああいっ！」

　アイナは涙なみだ目めで、頭を下げた男に詰め寄った。

「それはっ！　宿のおかみさんが夕飯に食べてねって！　あなたにあげようと思ったんじゃない！　帰ったら食べようと思って楽しみにしてたのにいいいっ！」

　今日は宿に泊まれないから。その宿の味は、今日は諦めていたから。だから、思いがけずご相しよう伴ばんにあずかれると思っていたのに。

　アイナのあまりの剣けん幕まくに、端たん整せいな男の顔が引きつった。

「いや、その…………すっ、すまん」

　──ぎゅるるるる～…………

　謝あやまった瞬間、また盛大に男の腹が鳴った。

　水を差された形のアイナが、そのあまりにも大きな音にびっくりして男を見ると、彼は困ったように頭をかいた。

「あ～、その、二日ほど何も食ってなくて…………」

「…………もしかして、二日間ずっと山で迷ってた…………とか？」

　まさかと思いながら尋たずねれば、図星だったのか彼はふいっと視線を逸そらした。その頰がわずかに赤いのは恥はずかしさからだろうか。

　毒気を抜かれたアイナはため息をつき、持っていた携帯食のビスケットを二袋、水筒とともに差し出した。

「これも、よかったらどうぞ。水筒は、私が口をつけたものなので…………嫌じゃなければ、ですけど」

「ああ、遠えん慮りよなくいただこう。むしろ、君は嫌じゃないのか？」

「まあ、緊きん急きゆう事態ですから」

「そうか。…………ありがとう」

　艶つやのある低い声で穏おだやかに礼を言われると、一瞬ドキッと心臓が跳ねた。

　彼はすぐに袋を開けて、ビスケットを口にする。一言も話さず黙もく々もくと頰張る姿はよほどお腹が減っていたと見えて、アイナは図はからずも彼を救う形になったことに幾いく分ぶんほっとする。

　白い獣はその間、傍かたわらにちょこんと座すわっておとなしく待っていた。

　──やはり、主人持ちだったのか。

　アイナは、ふと心によぎった寂しさを振り切るように笑った。

「いい子ね。ご主人様を助けに来たのね」

　そっと頭を撫でると、獣はアイナを見上げて首をかしげた。だが、ビスケットの最後のかけらを口に放り込んだ彼が、じろりと獣を睨にらむ。

「そいつは疫やく病びよう神がみだ。触らない方がいい」

「えっ、どうして？　こんなにかわいいのに」

　彼はアイナの問いには答えず舌打ちをして水筒の茶を呷あおった。そして両手を合わせる。

「ご馳ち走そう様さまでした。…………俺はリエトという。冒険者をしているんだが、道に迷ってしまったんだ。君は？」

「私は、アイナです。フォルテックの町に住んでます」

「フォルテックか。ちょうど俺もそこに向かっていたところだ。…………だが、こんなところにいるということは、君も道に迷ったのか？」

　途端に顔を曇くもらせるリエトに、アイナは笑って手を振った。

「私はガイドです。ここはちゃんと道もわかって通っているので大丈夫ですよ」

　そのアイナの答えに、リエトと名乗った男はほっとしたように笑った。

　自身が山中で迷っていたのだ、アイナも同じかもしれないと不安だったのだろう。それほどに、この場所は深い。

「そうか。それなら…………悪いが町まで案内をしてもらいたい。報ほう酬しゆうは払う」

「ガイドのお仕事は終わってますし、単なる通りすがりですから報酬はいりませんよ。立てますか？　そろそろ出発しないと、町に着く前に日が暮れます」

「ああ、大丈夫だ。よろしく頼む」

　そう言って、リエトが立ち上がる。アイナの視線がぐうっと上に持ち上がり、栗色の瞳が丸くなった。

（わあ、大きい…………！）

　リエトはアイナより頭二つ分も大きかった。肩幅も広くて、均整がとれた体つきをしている。姿し勢せいもよく、もっと身なりを整えれば女性の方が彼を放っておかないだろうと容易に想像できた。

「じゃあ、出発しますね。道らしい道がないので、足元ばかり見ているとはぐれてしまいますから、私の背中を見てついてきてください。危険な箇か所しよは私が注意をしますから、従ってくださいね」

「わかった」

　そして、アイナは歩きだした。白い獣は、寄より添そうようにアイナについてくる。リエトとは歩幅が違うので、多少急いだとしても置いていくことはないはずだ。

　さっき獣の先導で下りてきた場所を上り、元の道に戻って、町の方向に進しん路ろを定めた。

　…………が。

「あの、リエトさん。そっちじゃないです」

　なぜかどこかに分け入ろうとする彼を見て、アイナはいぶかしげに眉を寄せながらその背中に声をかけた。進路がわからずに迷っていたはずなのに、どこになんの用があるのだ。茂みをかき分けた姿勢のまま、リエトが顔だけをこちらに向ける。

「この木を右に曲がってさっきのところに下りたはずなんだ。だから、左に曲がれば元の道に戻れるかと思ったんだが」

　リエトは真顔で答える。ふざけているようには見えないが、アイナはため息をついた。

「どっちの方向から来て右に曲がったんですか？」

「確か、赤い実をつけた低い木があったはずだ」

「…………たくさんありますけど、どの木ですか？」

「…………」

　アイナの指し摘てきに、リエトは難しい顔で黙だまる。

　この季節、小さな赤い実をつける灌木がそこかしこに生えている。食用にならないので誰も手は出さない。どの木を目印にしたかなんてわかるはずがなかった。

「あの、ちゃんと私が案内しますから、黙ってついてきてくださいね？」

「…………わかった」

　念を押すアイナに少し不満そうにしても、美形は美形だ。つい許してしまいそうになる。

（くそー、なんか調子狂うなあ）

　ちょっと困りながらも、アイナは歩きだした。心配なので、後ろのリエトを気にしながら、木々の間を進んでいく。獣は、アイナの足元をちゃんとついてきていた。

（やっぱり、この子頭がいい）

　さっきはアイナを見つけて、正確に道をたどり、リエトの元まで道案内をした。今回は、アイナが道案内をしてくれるのだと理解しているのだろう。邪じや魔まにならないようについてくる。それなのに、リエトは道に迷った。獣の後をついていけば、どこかにはたどり着けたかもしれないのに、だ。

　しかも。

（この子が疫病神…………？）

　この国には、使し役えき獣じゆうを従えている「獣使い」と呼ばれる人々がいる。獣の特とく殊しゆな力を使役する者として、彼らは数が少ない貴き重ちような存在だった。

　この白い獣は愛玩用なんかではなく、間違いなく使役獣だろう。リエトが獣を好きでないにしても、疫病神とまで言うほど嫌きらっているのは尋じん常じようではない。それが理解できなくてアイナは首をかしげる。とはいえ、人の事情にあれこれ口を出す趣味はない。

「こんなにかわいいのに、ねえ？」

　獣に向かってそうつぶやくと、小さく『キュイ』と鳴く獣はやはり愛らしかった。

　その時不意に、後ろからするりと髪を撫でられた。

「ひゃ!?　な、なに!?」

「いや…………」

　驚いてひっくり返った悲鳴を上げ、思わず髪を押さえて振り向くと、リエトは難しい顔をして眉み間けんにしわを寄せている。

「髪が、な」

「な、って」

「ふわふわしていてきれいなんだが、枝に絡からまりそうなのがどうにも気になる」

「は、はあ!?」

　ふわふわしてきれい、なんて。面と向かって言われたことのないアイナは、口をパクパクさせつつも声が出ない。

「ああ、縛しばってしまおうか」

「や、あの、ええ!?」

　くすりと笑いながらの一言は、どういうわけかひどく艶っぽく聞こえて、アイナの頭は沸ふつ騰とう寸すん前ぜんだ。彼はポケットからハンカチを取り出し、そのままアイナの肩に手を置いて、くるりと後ろを向かせてしまう。

　硬かたい指先がうなじに触れ、そこがかあっと熱くなるような気がした。びくっと肩を震わせたまま、アイナは固まってしまう。

「よし、できた」

　手て櫛ぐしを通され、わずかに引っ張られる感覚の後、満足そうに言ったリエトがアイナの顔を覗のぞき込む。近くから美形に見下ろされて一瞬息が止まった。

「うん、いいだろう。引っかかって切れたりしたらもったいないからな」

　する、と後おくれ毛げを指で後ろに直されて、アイナは真っ赤になって声も出ない。

（ななな、なんなのこの人!?　タラシか！）

　アイナは年ごろとはいえ、勉強とバイトで忙いそがしい。異い性せいにこうして至し近きん距離で触れられた経験などなかった。しかも、相手はちょっとお目にかかれない美形ときている。どきどきするなという方が無理だった。

　固まっているアイナに焦じれたのか、リエトがもう一度ひょいと顔を覗き込んできて、ばくりと心臓が跳ねた。思わずのけぞって距離を取ると、リエトが不思議そうにまばたきをする。

「どうした？」

「ちっ、近いですよ！」

「そうか？　それほど近いとは思わないが、……意識したのなら悪くないな」

　叫ぶ彼女に、リエトは甘い笑みを浮かべた。

　さっき会ったばかりの異性にしてもらうことではない、というアイナの価値観がぐらりと揺れる程度には、リエトの距離感は近すぎる、と思うのに。

（そんなのお構いなしか！）

「簡単に、女性の髪に触るなんて！」

「女性は髪を大事にするものだろう。ああ、ハンカチが汚れているかもしれないな。すまない」

「そういうことじゃなくて！」

　理解したという顔で明後日あさつての回答をよこしたリエトに、アイナの内心は伝わらないだろう。早々に諦めをつけた。

「……もういいです！　行きますよ！」

「ああ、頼む」

　鷹おう揚ようにうなずくリエトに小さくため息をついて、アイナは歩きだした。

「だから！　どこ行くんですか！　そっちじゃありません！」

『キュイ』

　またどこかに分け入ろうとするリエトを目ざとく見つけると、アイナと同じ方向に向かうそぶりを見せた獣が同調するように鳴く。けれど、リエトは悪びれる様子もなく、木々の間から空を見上げた。そして、アイナを見て首をかしげる。

「あの雲の位置がさっきと違っているんだ。方向が間違っているんじゃないか？　俺はこっちだと思うんだが」

　と、さっき分け入ろうとした茂みを指差す彼に、アイナはめまいを覚える。

「雲は動くでしょう!?　形も変わる！　そんなもの目印にしたって目的地に着けません！　そっちに行ったらまた迷うだけですよ！　いいからついてきてってば、もう！」

「お、おう…………」

　アイナの剣幕におされて、リエトが引き気味にうなずいた。

（なんなの、イケメンに見せといてキャラがわかんない！）

　冒険者のくせに、こんな当たり前のことすら知らないのかと、呆あきれたアイナは足元の獣を見る。白い生き物は顔を上げてアイナを見て、小さく首をかしげた。その仕草が、まるでアイナを気き遣づかっているように見えて、ささくれた気持ちが少しだけ落ち着いた。

「獣ちゃんの方が方向わかってるじゃないですか。リエトさんが好き勝手に動いたら、この子とはぐれちゃいますよ？」

　途端に、リエトは顔をしかめた。

「それならそれで構わない。行くなら勝手に行けばいい。俺から離れてくれるなら願ったり叶かなったりだ」

　アイナの言葉に、リエトはへそを曲げたのか不機嫌そうにそっぽを向く。そのどこか子供っぽい反応に、アイナはまたため息をついたのだった。
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「リエトさん、もうすぐ登山道に出ますよ。体調は大丈夫ですか？」

「問題ない」

　道なき道（としか思えない）山中を、アイナの案内で難なんなく突とつ破ぱしたリエトは舌を巻まいていた。

　彼女の足取りには迷いがない。木や植物の生え方、斜しや面めんの傾かたむきなどを観察しながら、総合的にどこを通るのが正解かを見極めているようだった。

「水分補ほ給きゆうも大事ですから、ちゃんと飲んでくださいね！」

「わかった」

　そのまま持たされていたアイナの水筒は大分軽くなっていた。道々何度も念を押され一口二口と茶を口に含む。行き倒れて醜態をさらしたリエトはおとなしく指示に従う以外にない。

　下草や灌木に覆われた獣道が徐じよ々じよに踏ふみ固かためられ、リエトにもかろうじて通り道とわかる程度になったころ。緩い斜面を上がったところで急に目の前が開けた。

「着きましたね」

　アイナの言葉に、リエトはほうっと安あん堵どの息をつく。さすがに右も左もわからない山中を、ゴールもわからず歩くのは精神的にきつかった。

　リエトが斜面を三歩で駆け上がり、上からアイナにすっと手を差し出した。突然のことに驚くアイナに、リエトはなおも促すように手を伸ばす。

「あ、ありがとうございます」

「ああ」

「きゃ！」

　大きな手にアイナがそっと手を乗せると、しっかりと握にぎり込まれて引き上げられた。そのまま、あろうことかエスコートするように腰に手を回され、流れるようにリエトの腕の中に着地する。

　顔が近い。厚い胸が目の前にある。埃ほこりっぽさと、かすかに甘い香かおりがして、くらりと頭の芯しんが揺れた。見る間にアイナの顔に血が上るのがわかる。

「顔が赤いぞ。大丈夫か？」

　硬こう直ちよくしたアイナの顔をリエトが覗き込んで、ようやく頭が覚かく醒せいした。弾はじかれるように、アイナはリエトの腕から離り脱だつする。

「あああ、ありがとうございました！」

「いや、気にするな」

　アイナが礼を言うと、リエトは思わず見とれてしまうような笑顔を浮かべた。どきどきと跳ねる心臓を静めながら、アイナはすうはあと深しん呼こ吸きゆうを繰り返す。

　まったくこの男は、心臓に悪いことばかりだ。しかも無意識にやっているようで、意図が読めない。読めないから身構えることもできなくて、不意打ちのようにドキドキさせられてしまう。──でも。

（嫌、というわけではないのよねえ……）

　自然とそうしてしまうのか、彼の行動に嫌味や建前は感じられない。整いすぎた顔面の威い力りよくも多分に含まれているとは思うが、多少偉そうなところも感じられる言い方に嫌な気がしないのは、彼の人間性なのだろうか。

　やっと落ち着きを取り戻した心臓を押さえて、アイナは顔を上げて周囲を見回す。足元は石いし畳だたみが敷しかれ、整備された登山道だ。狙いどおり、目的の道に合流したのだ。

「登山道、だな」

「はい。ここから町まであと二キロほどです。三十分も歩けば到着しますよ」

　アイナの言葉に、リエトはほっとしたような笑みを見せる。

「ありがとう、助かった。しかし、大したものだな、この山中の道を覚えているのか」

「何度か通りましたし、私一度通った道は忘れないので」

　アイナの言葉に、リエトは目を丸くする。

「俺には道なんか見えなかった。すごいな」

　そうでしょうねえ、という言葉は、賢けん明めいにも吞のみ込んだ。

　アイナはしゃがみ込み、感心するリエトの足元にちょこんと座る獣の小さな頭を撫でる。

「この子もすごいですよ！　私が行きたい方向がわかっているみたい。地形を見てるんだと思うけど、においもちゃんとかぎ分けてるんですね」

　そう言うと、リエトは笑みをかき消して、不機嫌そうに顔をしかめてしまう。

「どこへなりと消えてくれればいいものを……」

「いい子なのに。そんなふうに言うのはかわいそうですよ」

「……俺にとってはただの災さい厄やくだ」

　それきり黙り込んでしまったリエトに困って、アイナは獣の顎あごに指を伸ばす。指先でこちょこちょと顎の下を撫でてやると、獣は気持ちよさげに喉のどを鳴らした。

　アイナの両親は冒険者のかたわら獣使いでもあるため、彼女自身獣の知識はある。その彼女から見て、リエトと獣の関係がいまいちよくわからないのだ。

　使役獣なのは間違いないが、リエトが獣を使っている様子はない。それは、彼がこの獣の使い方を知らないだけなのか、それともあえて使わないようにしているのか。

　獣の方はリエトをちゃんと主人として認にん識しきしているけれど、当のリエトが獣を徹てつ底てい的てきに拒きよ否ひしているのはどういうわけなんだろう。沢さわで倒れていた時も、獣がそばに寄るのをひどく嫌がっていた。

「消えろ」なんて、そこまで言わなくても……とは思うが、人には人の事情がある。

　ただ……。

　アイナは複雑な思いで、小さな獣を見つめた。ざらりとささくれ立つ心を振り払うように小さく頭を振って、勢いよく立ち上がった。

「では、もう日も傾いてきましたし、町に行きましょう」

　周囲はまだ十分明るいけれど、あと一時間もすれば、日が暮れてしまうだろう。努つとめて明るい声でリエトに言うと、彼は一も二もなくうなずいた。

「ああ。ありがとう、恩に着る」

「いえいえ。これも何かの縁えんですし、ほっとくわけにもいかないですから、気にしないでください」

　そうして、二人は肩を並べて歩き始めた。

　背が高いリエトは脚も長い。けれど、小柄なアイナのスピードに合わせてくれているようだ。その何気ない気遣いが、どこかくすぐったくて落ち着かない気分になる。

　ふと、リエトが首を傾けてアイナを見やった。

「お前がガイドをしてるっていうのは本当か？　ずいぶん子供っぽく見えるな」

　悪気はないのだろうが、失礼な物言いにアイナは苦く笑しようする。そもそも、小柄で幼おさなげな容よう姿しをしている自覚はあった。

「まあ、そうですね。ガイドといってもアルバイトなんです。まだ学生ですから」

「そうか、フォルテックには国立学校があるんだったな。何歳になる？」

「十六になります」

「俺より五歳も下か。年の割にしっかりしているんだな」

　リエトは感心したように言った。アイナの五歳上ということは、リエトの年は二十一か。

「そんなことないですよ。年相応だと思いますけど」

「そういうところが大人びてると思うぞ」

「そうかなあ……。リエトさんは何歳の時に冒険者になったんですか？」

　アイナが問うと、リエトの表情がわずかに陰かげった。

「……お前と同じ年、十六の時だな……確か」

　嚙み締めるような言葉に、アイナはぱちぱちとまばたきをする。少し含んだような物言いだけれど、もう少し聞いてみたくて、つい問いを重ねてしまう。

「そうですか。なんのために冒険者になったんですか？」

「……探し物をしている」

「トレジャーハンターですか！」

　それは冒険者の中でも、メジャーなジャンルだろう。

　廃はい墟きよや遺い跡せきから隠された財ざい宝ほうや遺い物ぶつを引き上げたり、山や海へ赴おもむいて鉱物や自然遺い構こうを探したり。歴史上の人物が残した手紙や手記、書、絵画、美術品や工芸品を探索する者もいる。収しゆう集しゆう家かは世の中にたくさんいるため、当たれば大きいし、何よりロマンを求める冒険者に非常に人気があった。

　そのほか、魔物や魔獣、盗とう賊ぞくの討とう伐ばつなどを主にする者もいれば、変わったところでは高級食材だけを採取する冒険者もいるらしい。

　けれど、リエトは肩をすくめてみせただけだ。

「別にそれだけやってるわけでもない。モンスターハンターもやるし、頼まれれば護衛もやる。なんでもアリだ。食うためならえり好みはしない主義なんだ」

　そよぐ風に、さわさわと葉は擦ずれの音が聞こえる。鳥の声は大分少なくなってきて、代わりに涼しくなってきたからか、夕ゆう刻こくに騒がしくなる虫の声が聞こえ始めていた。

「リエトさん、フォルテックは初めてですか？」

「ああ。交易が盛さかんで、いろいろな国の人や情報が集まる街だと聞いている。探し物の手がかりがつかめるかもしれなくて、来てみたんだ。知人にも会っておきたくてな」

　アイナの住む町・フォルテックは、交通の要所として知られる、交易が盛んな地方都市だ。町を中心に、東西に大きな街かい道どうが延びていて、様々な人や物が集まり、また各地に散っていく。

　それだけに異い国こく情じよう緒ちよがあり、にぎやかで陽気なところだとアイナは思う。

「そうですか。それじゃあ、しばらくいるんですか？」

「ああ。いつまでとは決めてないが、当分ここを拠きよ点てんにしようかと思っている」

「なるほど。では、ぜひうちのギルドにも来てくださいね！　護衛のお仕事もいくつか紹介できると思いますので」

「営業がうまいな、君は」

「ふふっ」

　アイナが笑って舌を出すと、リエトも小さく笑う。

　行き倒れていたところを発見したこともあって、第一印象は手がかかる人なのかもと思ったけれど、彼との出会いは悪くなかったかもしれないと、アイナは思い始めていた。

「ところで、君はフォルテックのギルドでバイトをしてるのか？」

「そうです。ツアーガイド部の所属ですけど、正確にはガイドじゃなくて受付なんです」

「受付なのにガイドもするのか？」

「両親が冒険者でして、十四まで一緒に旅をしていたので、ガイド資格も持ってます。平日は受付だけだし、基本的にガイドが全員出払って手が足りない時だけですよ」

「なるほど」

　幼よう少しよう時じから、冒険者だった両親とともに様々な国を渡り歩いてきたアイナだが、両親の「高等学校には通わせる」という方ほう針しんで、寮りようつきの国立学校のあるフォルテックに一人で住み始めて二年がたつ。両親と弟はいまだにどこかの国を旅していて、一週間に一度鳥型の使役獣がアイナの元に手紙を送ってくるのだ。

　そんなアイナは、昼間は学校に通いながら、夕方と休日にギルドでアルバイトをしている。

「フォルテックのギルドは、ずいぶんと規き模ぼが大きいと聞く。どんなところなんだ？」

「いわゆる『シティギルド』になりますね」

「シティギルドか。王都メガリスのシティギルドなら見たことがある。三さん棟とうの建物が連なって、城の次にデカい建物だった」

「さすがにあそこまでの規模はありませんけど、フォルテックのギルドも大きいですよ」

　シティギルドとは、冒険者ギルド、商人ギルド、職人ギルドなどの各種ギルドや金きん融ゆう機関が集まった複合ギルドのことだ。それぞれに仕事の依い頼らい・仲ちゆう介かい・あっせんや販はん路ろの提てい供きよう、資金の貸付などを行っている。

　その性質上、病院も持っているし、葬そう儀ぎも執とり行おこなう。まさに「ゆりかごから墓場まで」を実じつ践せんする巨きよ大だい組織だ。

　その中のツアーガイド部がアイナの所属先だ。

　ツアーガイド部と一口に言ってもその仕事は幅広く、旅の企画、ガイドのほかに、旅行や商しよう隊たいの道中の護衛のあっせんや、冒険者向けにパーティを組んで狩かりのガイドをしたり、遺跡やダンジョンの調査に同行してマッピング作業をしたりと、様々な活動を行っている。

「あ、見えてきましたね。あれがフォルテックの町です」

　交易が盛んな町だけあって、出入りのチェックはそれなりに厳しい。王都ほどではないにしろ、頑丈な石いし壁かべが町を囲み、堅けん牢ろうな門には衛兵がいる。門の中には通行許可証を確認するゲートがあり、リエトのような外からの冒険者や商人は必ずここで身分を照会し、町に入る手続きをしなければならなかった。

　アイナは住人なので、身分証の提示だけでゲートを通過し、少し離れたところでリエトを待つ。ほどなく、ゲートを通過したリエトがやってきた。獣ももれなく足元についてきている。

「待たせたな」

「いいえ、そんなには。……改めて、フォルテックの町へようこそ。歓かん迎げいします」

　にこりと笑ってアイナが片手を差し出すと、戸と惑まどったようにその手を見たリエトが小さく笑った。

「ありがとう」

　握あく手しゆをした手は、大きくて硬い。アイナより少し高い熱がじわりと沁しみ込むようで、アイナの心臓がドキリと跳ねた。

　彼は興味深そうに、あちこちに視線を投げている。初めての町に興きよう味み津しん々しんなのが、見ていてわかった。せっかく知り合ったのだし、このまま別れてしまうのがもったいなくて、おせっかいかとは思いながら、アイナはつい声をかける。

「あの、リエトさんさえよければ、行きたいところに案内しますけど」

　そう言った途端、リエトがパッと振り返った。

「じゃあ、どこか手ごろな宿を知っていたら紹介してもらえないか？」

　困ったように頭をかくリエトに、アイナは飛び切りの営業スマイルを見せた。

「それなら！　フォルテックのシティギルド、ツアーガイド部にお任せください！　提てい携けいしている宿がありますから、おすすめをご紹介しますよ！」

「……さすが、抜かりないな……」

　アイナの淀よどみない営業トークに、商売熱心なことだとリエトは苦笑する。

「明日、ギルドにいらっしゃるんでしょう？　場所もご案内しますから、一緒に行きましょう！」

「君がそう言うなら、甘えるとするか」

　畳たたみかけたアイナに笑って、リエトはうなずいた。

「はい！　お任せください！」

　リエトは土と地ち勘かんがない。フォルテックの町は広いし、宿もたくさんある中で、そこそこいい宿を一発で探し当てるのはなかなか難しい。だから、私が助けてあげないと。

「あ、でも、この時間だと人が多いんですよね。獣ちゃん、危なくないですか？　ご飯とかも……」

　足元の小さな存在を放っておくわけにはいかない。リエトが獣をよく思っていないことはわかっているけれど、庇ひ護ご欲よくが勝まさっておずおずと言うと、彼の目元が少し険しくなった。

「宿の部屋に入れたことはない。飯をどうしてるのかも知らない。その辺でネズミでも食ってるんじゃないのか？　いずれにしても、俺にはどうでもいい」

　白い獣は、ずっとリエトの足元にいる。けれど、相変わらず彼の獣に対する態度は冷れい淡たんだ。事情があるのかもしれないが、放っておけないアイナは、獣にそっと手を伸ばす。

「獣ちゃん、ここは人が多くて危ないから、私と一緒に行かない？」

　顔をしかめるリエトを、アイナはちらりと見ただけで無む視しした。

　獣は、アイナが伸ばした手を、首をかしげてぱちぱちとまばたきしながら見た。やがてその手をするりと上り、素直に彼女の肩の上におさまったのだ。それを見て目を丸くしたのはリエトだった。

「他人に慣れたことなどないんだが……。珍しいこともあるもんだな」

　その言葉に、今度はアイナの方があいまいに笑っただけだった。

　……こうしてなついてくれはするが、それだけだ。この獣には、ちゃんと主がいる。

　どんなに冷たくても、無視されても、触れてくれなくても、認みとめてくれなくても。

　獣の主は、ただ一人なのだ。

　ふと影かげが差した気分を振り切るように、アイナは明るい声を上げた。

「じゃあ、行きましょうか」

　そうして、二人は町の中心部にあるギルドに向かった。

　白い石造りの建物は、遠くからでもよく見える。三階建ての建物は大きく重じゆう厚こうで、威い圧あつ感かんすら覚えるほどだ。

　建物の門の上には躍おどり上あがる獅し子しの像が掲げられている。

「ギルドの総合受付と冒険者窓まど口ぐちは一階です。ツアーガイド部は二階になりますね」

　アイナの案内で、二人は二階に上がった。左右に分かれる廊ろう下かを左に曲がり、カウンターに声をかける。

「ただ今戻りました！」

「アイナ、遅かったわね。今日は二人も強制送還されてきたし、何かあったかと心配してたのよ」

　受付嬢じようのミーリスが立ち上がって駆け寄ってきた。

　三歳年上の彼女は、ギルドの正職員だ。金色の髪を高く結ゆい上げ、少したれ気味の紫むらさき色いろの瞳からは、けだるげな印象が漂ただよう。年も近く、アイナは姉のように慕したっている。

「ごめんなさい、心配かけて。帰りに道に迷った人を見つけたので、連れてきたんです」

　アイナがリエトの方を見ると、彼は奥の方に視線を向けて何やら顔をしかめていた。不思議に思ってアイナもそちらを見るが、これといって変わったことはない。職員が二、三人と部長のミネルヴァがいるだけだ。
















　視線に気づいたか、ミネルヴァがこちらにひらりと手を振ってみせた途端、リエトは鋭く舌打ちをする。どうしたのかと聞こうとして、袖そでをくいっと引かれて意識が逸れる。

「すっごいきれいな人ねぇ……！」

　アイナの袖を引いたミーリスは、ぽうっと顔を赤らめてリエトに見とれていた。

　無理もない、自分だって初めて見た時には同じような反応だった。こんな精巧な彫刻のような男、めったにお目にかかれない。

　アイナはそんなミーリスに苦笑して、リエトを見上げた。

「リエトさん、私終了報告をしてきますので、少し待っててもらえますか？」

「ああ、……大丈夫だ、待たせてもらう」

　我われに返ったようにうなずいたリエトが待合の椅い子すに座ったのを確認し、アイナはカウンターの中に入っていった。奥の机に向かうと、そこに座って雑ざつ誌しを読んでいたミネルヴァが顔を上げた。

「アイナです。ただ今戻りました」

「ん、ごくろうさん」

　はっとする色気をまとった、銀ぎん髪ぱつの美女。年ねん齢れい不ふ詳しようだが、誰もそこに触れないのは、年の話は彼女の逆げき鱗りんに触れると皆が知っているからだった。

　ツアーガイド部の部長を務める女じよ傑けつ、それが彼女、ミネルヴァだった。

　雑誌から顔を上げた彼女は、アイナの肩の上の白い獣に気づくと、面白そうに眉を上げ、笑った。

「おや、かわいいのを連れているね」

「あ、はい。今日助けた人の……みたいなんですけど、街中を歩いて見失ったりしたら危ないと思ってお預かりしてます」

「ふうん、そう」

　獣とリエトの関係を理解していないアイナが言いよどむのを、ミネルヴァも気づいたはずだ。けれど、特に突っ込むこともなく流されて、幾分ほっとする。

　けれど、次にはもうミネルヴァの雰ふん囲い気きは仕事のそれに変わっていた。ちらり、とアイナを見上げる視線は鋭い。

「強制送還一組出ちゃったかあ。アイナ、あんたもペナルティね」

「はい」

　予想していたとはいえ、ミネルヴァの言葉にアイナは肩を落とした。

　基本的に客の強制送還は、緊急時に限られる。今回のような場合は、ツアーの続行に支し障しようがあるとはいえ、客をコントロールできなかったとして、ガイドにも罰則が科せられるケースだった。

　そこは、アイナも重々承知している。きっと年長者のほかのガイドだったら、ここまで舐められることもなかっただろう。

「アイナ、あんた一か月ツアーガイド禁止ね。手に負えないからって安易に客を追い返すもんじゃないのよ」

「はい、すみませんでした」

　ミネルヴァは元冒険者で、凄すご腕うでだったと聞く。アイナの両親とも面識があり、ここでのアルバイトを許してもらっているのも彼女の存在があるからだ。

　そんなフォルテックでの母のような彼女に叱しかられれば、さしものアイナもしょんぼりと肩を落とすしかない。

「次は気をつけなさいね。報告書は明日まとめて出しておいて」

「わかりました」

　そうして、アイナは一通り報告を済ませ、カウンターに戻った。

「リエトさん、お待たせしました！」

「終わったのか」

「はい、なんとか。では、こちらがギルドと提携している宿の一いち覧らんです」

　そして、アイナはギルドと提携している宿のファイルを取り出した。手ごろな値段のところをいくつか見み繕つくろってページをめくっていく。

「宿の希望はありますか？　お値段とか、ご飯がおいしいとか、部屋が広いとか」

「値段は高くても安くてもいい。食事は量が食えればそれで。味はさほど気にしない。ベッドは広い方がいいな」

「リエトさん、体大きいですもんね。でしたら、ここなんかどうでしょう。部屋は狭せまいですけどベッドは大きめ、大浴場があっていつでも利用できます。食事は家庭料理中心で、ボリュームがあっておいしいですよ」

「じゃあそこでいい」

　アイナの説明を聞いてファイルも見ずにうなずいたリエトに、今度はアイナがびっくりする。

「えっ、いいんですか？　ほかにもいろいろありますよ？　見るだけ見た方が……」

「アイナがすすめてくれるならいい。そこに決める」

　断言されて、アイナは頰が熱くなる。信用してもらえて嬉しいような、恥ずかしいような複雑な気持ちできゅっと唇を嚙んだ。

「あ、ありがとうございます。えと、じゃあ、空き室があるので、紹介状作ります。何泊されますか？」

「とりあえず一週間」

「わかりました」

　提携先の宿とは、ギルドが毎日一定の部屋数を押さえていて、ツアーガイド部で受付をすると埋うまっていくシステムだ。アイナは宿の紹介状を作り、リエトに渡す。

「宿まではここに描いてある地図のとおりに行けば着きますから」

　そう言ってアイナが示したのは、紹介状の下に描き込まれている簡単な地図だった。

　ギルドを出て大通りをまっすぐ進み、大きな雑貨店を曲がってすぐだ。ギルドにほど近い場所でもあり、複雑な道順ではない。案内図も、子供でもわかるように作られている。

　それなのに。

　リエトはなぜか顔をしかめてその地図を眺める。そして、大きくため息をつくと、紹介状を畳たたんでカバンにしまった。

「アイナ、仕事は何時に終わる？」

「今日はガイド上がりなので、あとは日報を出したら終わりですけど……」

「悪いが、宿まで連れて行ってくれないか？」

　若じやつ干かん苦く渋じゆうの雰囲気を漂ただよわせるリエトに、アイナはここまでの道中でうすうす感じていた疑念が確信に変わっていくのを感じていた。

「ええ、まあ……構いませんけど」

「じゃあ、ここで待ってる」

「わかりました」

　再び待合のソファにリエトを待たせ、アイナは受付の後ろの席で日報の記入に取りかかった。そのすぐ前の受付に座って、そわそわと落ち着かなげにリエトの方をうかがうミーリスの姿に苦笑する。

　彼女はとてもいい人なのだけれど……どうも男性に弱い。それも、リエトのように少し陰があるというか、訳わけありな男性に興味を引かれやすい。そして、しょっちゅう振られたと言ってはアイナを食事に連れ出して管くだを巻くのだ。

　まあでも、今回は致いたし方ない。何しろ、リエトは十人が十人振り返るくらいの美形だ。ミーリスじゃなくても、きっと気になって仕事どころじゃなくなるだろう。

　日報を提出し、帰かえり支じ度たくを済ませるまで約十分。アイナはカウンターを出て、リエトのところに向かう。

「すみません、お待たせしました」

「いや、俺が無理を言っただけだ。気にするな」

　そう言ってリエトが立ち上がった。

「お先に失礼します。ミーリスさん、また明日」

　声をかけると、カウンターの奥でミネルヴァがひらりと手を振った。ミーリスはリエトが立ち去るのを残念そうに見送り、「お疲れ様。また明日ね」と笑って手を振った。

　二人で階かい段だんを下り、ギルドの入り口まで来たところで、アイナはぴたりと足を止めた。

「アイナ？」

　急なアイナの行動に、リエトがいぶかしげに見る。それに構わず、アイナは片方の手を差し出した。

「出してください」

「何を？」

「さっきの、紹介状」

「紹介状？」

「早く！」

「あ、ああ」

　いきなり強く詰め寄られて、リエトは戸惑いながらも紹介状を差し出した。

　それを広げたアイナが、「はい」とリエトに紹介状を返す。

「な、なんだ？」

　わけがわからないといった顔で、広げた紹介状を手にしたリエトに、アイナはにっこりと笑った。

「では、出発しましょうか。宿は、ここを出て一つ角を曲がるだけです。簡単でしょ？　どっちに行けばいいですか？」

　そう言った途端、リエトは思いっきり眉間にしわを刻きざんで、紹介状に描いた地図をまるで親の仇かたきのように睨みつけた。顔を上げて左を見て、右を見て、また地図に視線を落とし、上下をひっくり返したりしている。

「リエトさん？」

　声をかけると、リエトは何食わぬ顔で紹介状を畳み、歩きだした。

「こっちだ」

　そう言って、ギルドの門を出て左に曲がる。……と、アイナは足を止めてため息をついた。

「リエトさん、……もしかしなくても、地図、読めませんか？」

　リエトの背中がわかりやすくぎくりと跳ね、足が止まる。

「宿はあっちです」

　アイナが指差したのは、門を出て右の方。

　リエトがそれを聞いて、振り返った。真ま面じ目めな顔を作ってはいるが、眉がぴくぴくしている。

「いや、あそこの屋台を覗いてから行こうかと思っていたんだ」

　指差した先には、確かにおいしそうなにおいを放つ屋台があるけれど。

「さっきの地図、逆さに見てましたけど？」

「……っ」

　こんどはぴく、と口くちの端はが引きつった。

「というか、リエトさん。あなた、方向音おん痴ちでしょう？」

　アイナのジト目を伴ともなう問いかけに、リエトは憤ふん然ぜんと反論してきた。

「馬鹿な！　冒険者たる者、そのくらいのスキルはある！　目的地にたどり着けずにのたれ死んだりしてみろ、いい笑いものだ！」

「のたれ死にかけてたくせに」

「うっ！」

　アイナの容よう赦しやない一言に、リエトは痛いところを突かれたような顔をする。

「ていうか、獣ちゃんは絶対道わかってたと思いますけど。それなのに違う道に入って、迷いに迷ってあそこで力ちから尽つきたんじゃないんですか？」

「ううっ！」

　間違いなく図星だろう。彼は言い返せずにうめくだけだ。

「で、この小さな子供でもわかるように描いてある地図が読めないから、私に道案内を頼んだ……と」

「うう……っ」

　畳みかけるようなアイナのツッコミに、ついにリエトはふてくされてそっぽを向いた。

　アイナは呆れたように腰に両手をあてて、ため息をつく。

「なんで黙ってたんですか。そう言えばいいのに」

「…………だろうが」

「はい？」

　ぼそりとつぶやいた声を聞き取れずに聞き返すと、リエトは屈くつ辱じよくにまみれた顔をぱっと上げた。若干、アイナが引くくらいの勢いで。

「かっこ悪いだろう、冒険者なのに方向音痴だなどと！　そうそう言えるか！」

「まあそうですよね。なんでそんなんで冒険者になろうと思ったんですか」

「それはお前には関係ない」

　すっとリエトの表情が硬くなり、それまでのやり取りが噓うそのように彼の周囲の空気が張り詰める。

「俺には俺の願いがあってそのために冒険者になった。それを他ひ人とにとやかく言われる筋すじ合あいはない」

「……あ」

　アイナは、自分がリエトの核かく心しんに不用意に触れたのを知る。ばつの悪さと不ぶ躾しつけな自分への恥ずかしさに、耳が熱くなる。

「第一、誰にも迷惑をかけているわけでもない。ほっといてくれ」

　けれど、そのリエトの一言には、今度はアイナの何かがぷちんと切れた。しんなりとしかけていた感情を再び燃え上がらせながら、アイナは憤然とリエトに詰め寄った。

「ちょっと！　とやかく言ったのは悪いと思いますけど、迷惑なら充分かけられましたけど!?　あんなところでお腹すかせてぶっ倒れているまでは、確かに迷惑でもなんでもないです。でも、あなた私のホットドッグ勝手に食べましたよね!?　たまの機会にしか食べられないあの宿の味を私がどれだけ楽しみにしてたか、あなたわからないでしょう!!」

　突然の剣幕に、ぎょっとしたリエトがたじたじになる。

「いや、だからそれはあやまっ……」

「謝って済む問題じゃありません！」

「だけど俺は死にかけて……」

「自じ業ごう自じ得とく！　自分から迷いに行ったようなもんです！」

「わざとじゃな」

「後で絶対返してもらいますからね！　食べ物の恨うらみは恐おそろしいんですよ！」

「うう……くそ、わかった……」

　逆にふんっと鼻息荒く言い切られて、リエトの方が屈辱に肩を震わせる羽目になった。

「わかってくれたならいいです。じゃあ、行きましょう」

「ああ……」

　リエトの様子に満足そうに笑い、アイナは意い気き揚よう々ようと歩きだした。

　そろそろ夕食の時間が近い町は騒がしい。帰き宅たくする人々や買い物をする人々が行きかい、表通りの店や屋台は盛んに呼び込みを行っていて活気がある。

　異国の言葉も飛びかい、交易の町ということを強く意識させる。リエトは、そんな街の様子を物珍しそうに眺めながら、ゆっくりと歩いていた。

「なんというか、極ごく彩さい色しきだな」

　ぽつりとつぶやく。

　確かに、花や野菜は変わった色や形のものが多い。手織りのじゅうたんや旅行者への土産みやげ用の衣服、帽子やアクセサリーも、大おお振ぶりで派は手でなものが多かった。

「もちろん、そうじゃない物もちゃんとありますよ。一応観光客や商人向けというか、わかりやすく外から来た人たちへのアピールです」

「そうだろうが、これはこれで悪くない」

　そう言って、リエトは鮮あざやかな街の色どりを眺めながら小さく笑った。

　人と同じで、町にも第一印象がある。いい街だと思えば長く滞たい在ざいしたくなるし、定住する者もいる。合わないと思えば、次に流れていくだけだ。アイナとの出会いで、リエトが少しでもこの街を好きになってくれればいいと、彼女は願った。

　宵よい闇やみが下りつつある街には、少し早い酔すい客きやくの姿も見られる。アイナがすれ違おうとした男性がふらりとよろけ、彼女の肩にぶつかった。

「あっ、すみませ……」

「ふらふら歩いてんじゃねえよ、邪魔だなぁ！」

　いきなり大きな声を出され、アイナはびくりと固まった。酔よっ払ぱらいが出るにはまだ早い時間なだけに、アイナは油断していたし、のっけから大声を出されるとも思っていなかった。無防備な横よこっ面つらを殴られたに近い不意打ちに、不快感がせり上がる。

「こんな大通りで、ぶつからないように歩くのがマナーだろぉがぁ！　どこに目ぇつけてんだよっ」

　赤い顔は、既にかなりの酒を飲んでいることをうかがわせる。吐はく息もかなり酒さけ臭くさく、周囲に漂うほどだ。身なりはそれほど悪くないから、どこかの商隊の商人だろうか。

　通りを行きかう人々がちらちらと様子をうかがっているのがわかる。あまり騒ぎにはしたくないが、いきなり怒鳴られてはアイナだってむっとくる。

「そっちこそずいぶん酔ってるみたいですけど、まっすぐ歩けていないんじゃないですか？　だいたい、こんな時間から……」

「やめとけ」

　リエトの静止に、アイナが続く言葉を吞み込んだのは、やはりこの場での騒ぎを恐れたためだ。だが、小娘に反論されると思っていなかったのか、男の顔がさらに赤くなった。

「なんだとお!?　お前がふらふらして俺にぶつかってきたんだろう！　俺はまっすぐ歩いてた！　言いがかりでもつける気か、ああ!?」

　アイナの肩の上で、獣が警戒するように首周りの毛を逆立てる。ろれつの回らない口でまくし立てる男の前に、すっとリエトが割り込んだ。男性の平均身長を上回る長身に、そのガタイのよさもあって、男がひるむ。

「な、なんだぁ!?」

「大分飲んでるようだな。そっちも酔っているようだし、相手は子供だ。ここはひとつ穏おん便びんに収おさめてくれないか？」

「うるせえ！」

　ところが、下手に出たのが悪かったか、男はますますいきり立つ。ふらふらとおぼつかない足取りで、酒臭い息を吐き散らしながらリエトに迫せまった。

「お詫わびってんなら、その娘をこっちによこせ！　子供には大人が世間の厳しさってやつを教えてやらんとなあ。まあ、子供にしちゃあかわいい顔してるし、一ひと晩ばん相手してくれたら許してやってもいいぜ？　できないっていうなら出るとこ出てもいいんだからなぁ！」

　にやにやしながら下げ種すな言葉を次々と放つ男に、不快感を隠しきれないアイナは顔をしかめた。それを見たリエトが、相手の視線をさえぎるように、アイナの手をぐいっと引いて、自分の背中に隠す。そして、ちらりと酔っ払いを見るとすっと目を細め、鼻で笑った。

「何を教える気なんだか。こんな酔っ払いに教わるような世間の厳しさなど、たかが知れている。女子供と見て高圧的に吹ふっかけてくるようなクズなど、まともに相手してられるか」

「な、なんだとお!?」

「しかも一晩相手をしろだと？　いい年してそれしか興味がないのか。だいたいお前のようなくたびれたオヤジなど、頼まれてもつきあいたくない。若い娘が相手にしてくれないからといって、この子に当たるのはやめてもらおうか」

「なっ、きさま、きさまっ、俺を誰だと……っ！」

　冷え冷えとした笑みを浮かべながら次々に飛び出す毒どく舌ぜつはとめどなく、リエトのきれいな顔から繰り出されるそれに、アイナは今の状況も忘れて固まっていた。相手の男など、怒りすぎて今にも血管が切れるんじゃないかと、逆に心配になってしまう。

「この子は俺のガイドだ。お前なんかにはもったいなくて渡せるわけがない」

　アイナがはらはらしながら見守る中、ダメ押しにそう言うなりリエトは相手の肩に親しげに手を回した。開いた片手が、腰のホルダーから何かを抜く。

「おい、なんだ!?」

「酔いすぎだ。……少し眠ねむれ」
















　リエトがすっと目を細めて、周りには聞こえない声量で言う。手にした道具を男の横よこ腹ばらに当てた瞬間、パシュ、と小さな音と同時に男が崩れ落ちた。

「リエトさん！」

　突然のことに驚くアイナに、リエトは大丈夫というようにうなずいてみせる。手にしていたものは、既に元のホルダーに戻されていた。

「おいおい、だから飲みすぎだと言ったじゃないか。こんなところで寝ちまうなんて困ったもんだ」

　リエトが男を抱きかかえるようにしながら、わざと大きな声で言う。言われてみれば、男はすうすうと寝ね息いきを立てているようだ。

「おい、誰かこいつの連れか泊まっている宿を知らないか？」

　遠巻きにしている人々を見回して大声で呼びかけると、一人の男が人ごみを搔かき分けるようにしてやってきた。汗をぬぐいながら、あわてて男の元に駆け寄る。

「ああ、こんなところに！　ちょっと酒さけ癖ぐせが悪くて……すみません、ご迷惑を……！」

　そう言いながら、そそくさと男を引き取り、引きずるように立ち去ってしまう。

　すぐに人波に紛れて消えた彼らを見やって、リエトは鼻で笑った。

「あれは、今までにも酒でトラブルを起こしてる感じだな。まあなんにせよ、何事もなく済んでよかったな」

「あ、ありがとうございます」

　そして、アイナに流した視線は、わずかにきつい。

「お前も、酔った男にけんかを売るな。腹が立とうと、逃げるが勝ちってこともある」

「それは……そのとおりです。すみません」

「それに、お前は女だ。俺からしたらまだ子供だとはいえ、さっきのアレのように変な目で見てくる奴やつもいる」

「はい……」

　リエトの言葉は正せい論ろんだ。ぐうの音も出ない。おまけに子供扱いまでされて、悔くやしくて唇を嚙んだ。

　けれど、次の瞬間。

　くい、と指で顎を取られて持ち上げられた至近距離で、リエトの深いブルーの瞳に射抜かれた。

「アレが君に言ったことはこれ以上ないくらい不ふ愉ゆ快かいだったが、かわいいと言ったところは同意する。少しは自覚した方がいい」

「はい……って、ふぇ!?　えええ!?」

　なんだこれ。なんなの、今何を言われたの!?

　リエトのきれいな顔面に至近距離で告げられた言葉の破は壊かい力りよくはすさまじく、アイナは真っ赤になって身み悶もだえる。けれど、なぜかリエトはますます不愉快そうに眉を寄せて、さらに顔を近づけた。

　唇に、吐と息いきが触れるほどに──。

「おい。わかったのか？　どうなんだ？」

「ひゃあっ!?　わかった、わかりましたから！　近すぎ離れてぇぇ！」

「わかればいい」

　リエトが手を離すと、アイナはその場にへたり込みそうになった。顔を武器に使うなんて卑ひ怯きような……！

　けれど実際、リエトがいなかったら、そのまま強ごう引いんに連れて行かれていたかもしれない。もしそうなった時、アイナ一人で対処できる自信はなかった。

　素す直なおに反省した様子のアイナにうなずいてみせて、リエトは歩きだした。

「あの……リエトさん、宿はこっちです」

　アイナにさりげなく指摘されて、リエトがくるりと方向を変えて戻ってくる。その口元がひくひくと引きつっているのは、助けてもらったことに免めんじて見ないことにしておいた。

　あ、と思い出したように、アイナはリエトの袖を引いた。

「ところで、さっきの！　何か使ったでしょう!?　何したんですか？」

「ん？　これを使ったんだが」

　上着を少しだけめくって、ホルダーに差さったものを見せられた。

　Ｌ字に曲がった道具は、持ち手に筒つつがついたような形のもの。本体は金属でできているようで、重そうだ。そうそうお目にかかれない代しろ物ものだろう。

　濃のう紺こんの塗と装そうに、持ち手とおぼしき握りの部分はあめ色の木材がはめ込まれている。銀の装そう飾しよくがついて、武ぶ骨こつながらも美しい。

「見たことあるか？」

「もしかして、魔ま銃じゆう……ですか？」

　確認するように見上げたアイナに、リエトは正解とでもいうようにうなずいた。

「そうだ。たまたま睡すい眠みんの弾たまを入れていたから、ちょうどよかった」

「前に見たのと違います。大きいし、きれい……」

　アイナが再びホルダーに視線を落とし、感かん嘆たんのため息交じりにそう言うと、リエトは苦笑して上着を下ろす。

「借り物だ、俺のじゃない。ま、褒められて悪い気はしないがな」

「すみません、じろじろと。あ、こっちです」

　アイナの案内で大通りから左に曲がると、目的の宿はすぐだった。

　石造りの建物はこぢんまりとしていて、少し古びているように見えるけれど、掃そう除じも手入れも行き届いている。

「ここです。受付で紹介状を見せればすぐ受け付けしてくれますから」

「何から何まで、世話になったな。助かった」

「本当ですよ。私が通りかからなかったら、どうなっていたことか」

「まったくだ」

　アイナの呆れ交じりの言葉にそう言って、リエトは苦笑する。……が、その顔が、優しい笑顔に変わる。

「アイナ、ありがとう」

　大きな手が、くしゃりとアイナの頭を撫でた。

　硬い指の感かん触しよくが、髪越しに伝わった。どきん、と心臓が鳴る。少し、顔が熱い。

（くっそう、美形の笑顔は反則よ！）

　じとりと上目で睨んでみるが、リエトは気にしたふうもなく続ける。

「明日またギルドに寄らせてもらう。冒険者登録をして、依頼を受けなければならないしな。明日は何時からいる？　平日だし、学校があるんだろう？」

「あ、はい。学校が終わって、夕方の六時から八時半までいます」

「わかった。その時間には顔を出す。じゃあ、明日な」

「はい、わかりました。また明日」

　ぺこりと頭を下げると、それまで肩の上でおとなしくしていた獣がするりと下りてしまう。そのままリエトの足元に駆け寄るが、彼は見向きもしない。

　途端にすうすうと涼しくなった首元が少し寂しい。獣の方も、名残なごりおしそうにアイナを振り返る。残念だけれど、主はリエトだ。──どんなに本人が認めていなくても。

「じゃあ、獣ちゃんもまたね」

　ふっと心に吹いた隙すき間ま風かぜを忘れるようにアイナは軽く手を振り、寮に向かって歩きだした。

「今日は盛りだくさんな一日だったなー」

　ガイドをして、客を強制送還して、リエトと獣に出会って、こんな時間までともに過ごした。ちょっと強引で俺おれサマっぽいところもあるけれど、案外優しいし、いい人そうだ。悪くない出会いだったと思う。

　そこまで考えて、はたと気づいた。

「あれ？　なんで明日私に会いに来ることになってるの？」

　あまりにも自然に「明日な」なんて言われて、「はい」と返事してしまった。イケメンの言葉って恐ろしい……！　それともこれは天然タラシのスキルなのか!?　そもそも会いに来る理由がわからない！

「いやもう、ほんとなんなの、あの人……」

　もうすぐ寮に着くあたりで、なんでこんなに首元が涼しいんだろう。獣ちゃんがいなくなったからかな……と、首を触って、はっとした。

「ハンカチ、借りたままだった！」

　あわてて髪をくくったままのハンカチを引き抜いた。ふわりと落ちた髪が首元を覆う。

　黒地に少しだけ銀糸の刺し繡しゆうが入ったハンカチは上質そうなものだった。けれど、長いことアイナの髪を縛っていたせいで、くしゃくしゃにしわが寄ってしまっている。

　アイナは手にしたハンカチを丁てい寧ねいに畳んでポケットにしまう。寮に帰ったらきれいに洗って、アイロンをかけておこう。

「明日も来るって言ってたし、明日返そうっと」

　ハンカチをしまったポケットをポンポンと叩いて、アイナは足取りも軽く寮への道を急いだ。明日リエトに会えるまでが、なぜか待ち遠しくて仕方がなかった。
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　アイナが平日ギルドへ姿を現すのは、学校が終わって五時半を過ぎてからだ。

　食事はギルド内の食堂で用意されている物を食べ、六時から八時半までの二時間半、毎日受付に座るのが日課だ。

　アイナは学生で、寮の門限は九時。そのため、平日のアルバイトは二時間半が限度だった。その時間になると、ツアーの受付はほぼ終了している。そのため、あっせんした護衛の終了報告の受付や、パーティガイドの終了報告、個人のガイドや護衛の依頼の受付などが主な仕事になる。

（リエトさん、何時に来るかなあ）

　受付に座りながら、アイナは目の前にある黒い石板に、これまた石のペンで『リエト』とつづった。すると、石板に同じ名前の数名の情報がふわりと浮かび上がる。

　これは全ギルドに登録している者の経歴が見られる魔具だった。

　毎日通信魔具を介して新しい情報に書かき換かえられるその石板には、リエトの情報も当然入っている。

　だが、ツアーガイド部のアルバイトにしか過ぎないアイナには、詳くわしい経歴を見る権限がない。見られるのは、冒険者窓口の担当者や、管理職クラスだけだ。

　それでも、名前や最近受けた依頼の内容くらいは確認できる。

　アイナは浮かんだ名前を順番に見ていく。上から三つ目の名前を石のペンでなぞると、望む情報が映し出された。




『リエト　魔銃使い　冒険者ランクＡ　最近三か月の依頼内容　護衛五件、冒険者パーティ三件　探索系十件

　依頼達成率六〇％』




「へえ、Ａランクなんだ！」

　冒険者のランク分けは、最高位をＳとし、Ａ～Ｅまでにランク分けされている。

　Ａランクは冒険者としてはかなりの高位だ。ただ、依頼達成率六〇％というのは、思いのほか低い。

　普通、このランクの冒険者たちの依頼達成率は八〇％を超えていることがほとんどだ。

　アイナは顎にほっそりした指を当てて、考え込むようにうーんと小さく声を上げる。

「たぶんこれ、護衛とパーティの達成率は八〇％超えてるんじゃないかなあ。問題は探索系ね」

　護衛とパーティの件数に比べ、リエトは探索系の依頼を受けている件数の方が多い。

　道に迷って期限までに依頼を達成できない……なんて話は、よくあること。まして、彼は極度の方向音痴だ。ない話ではない。

「ていうか、むしろこんな成績でよくＡランクなんて取れたわね」

　アイナは首をかしげながら腕を組んで石板を見つめる。達成率が低くてもＡランクを維い持じしているとなると。

（実力的にはＳランクでもおかしくない……？）

「まさか、ね」

　ＡランクとＳランクの実力には、天と地ほどの差がある。そんな作り話みたいな現実などあるわけがない。ふとした思いつきを、アイナは笑って打ち消した。

　ちょうどその時、アイナの待ち人がツアーガイド部に姿を現した。姿勢よく歩く足元には、やはり白い獣がいる。リエトは受付に座るアイナに気づくとふっと表情を緩めた。

「来てたか、アイナ。昨日は世話になった」

「こんばんは、リエトさん。こちらこそ、ありがとうございました。お借りしてたハンカチ、返し忘れてたので」

　そう言いながら、アイナはデスクの引き出しにしまっておいたハンカチを差し出した。きれいに洗って、きちんとアイロンもかけてあるそれを見て、リエトは一瞬目を瞠みはり、小さく笑った。

「わざわざすまんな。そのまま返してくれてよかったのに」

「そういうわけにはいきませんよ」

「そうか？　使い古しだし、気にしなくていいんだぞ」

「そういう問題じゃありません。お借りした物を汚よごしたまま返すなんて、女子的にナシです！」

「そういうもんなのか？」

「そういうもんなんです！」

　アイナの勢いにやや押されたように、リエトはその手にハンカチを受け取り、じっと見た。

　ハンカチとはいえ、黒の上等な布で作られたそれは、生き地じを傷いためることもなく、刺繡のほつれもない。きっと丁寧に洗ってくれたのだろうと、一目でわかった。刺繡が表に来るようにきれいに折られている。丁寧にアイロンをかけてくれたのか、しわ一つない。リエトはアイナのその気遣いを好ましく思いながら、ポケットにしまった。

「ありがとう」

「どういたしまして。ところで今日は迷わずにこれましたか？」

　にこやかにアイナが問うと、リエトの顔が一瞬固まる。

「……さっき着いて、食堂で食事をした」

「いつ出発したんですか」

　微妙な間に、アイナから容赦ないツッコミが入ると、わかりやすくリエトの目が泳いだ。

「宿で朝食をとってから、だな」

「どこかに寄り道でもしましたか」

「武器屋とか……そうだな、道具屋とかを見た」

　一見迷いなど微み塵じんも感じさせないようなきりりとした目元をしているくせに、視線を泳がせながら話すリエトを、アイナは怪あやしげに見る。

「一日迷って街をぐるぐるしてたわけですか」

「……察しているなら聞くな！」

　看かん破ぱされた途端に開き直ったのか、言い放ったリエトに、アイナは呆れたようなため息を返す。

「あの宿から徒歩五分とかからないじゃないですか……」

「いいだろうが、着いたんだから！」

「だけど、こんなんで日常生活送れませんよ。街中とか、案内がなくても大丈夫ですか？」

　若干子供の駄だ々だのような言葉を吐いたリエトに、アイナは本気で心配し気遣うような視線を向ける。けれど、リエトは逆に得意げに胸を張った。

「街の方がわかりやすいんだよ。山と違って、いろいろ目印になる物があるからな。慣れればなんとかなる」

　その答えに、幾分ほっとしながらアイナは笑みを浮かべた。

「それならいいですけど。でも、この街は中心部の広場から十字に大きな通りが延のびてるので、広場の時計塔とうを中心に見てると迷いますからね。時計は通りに面して四方向についてますから、どの通りから見ても同じ形なんです。今自分がどの方向にいるのかわからなくなるかもしれませんよ。気をつけてくださいね」

　アイナがそういった瞬間、リエトの舌打ちが確かに聞こえて、足元の獣が、『キュイ』と鳴いた。

「……もうやったんですね」

「仕方ないだろう！　初めて来た街なんだ、まだ慣れてないんだよ！」

「早く慣れてくださいね。……いつになるかはわかりませんけど、滞在してるうちに」

「わかってるよ！　時間はかかるが、何日か滞在すればなんとか覚えられるんだ！　ギルドはもう往復したから迷わないからな！」

　百ひやく戦せん錬れん磨まのＡランク冒険者の姿とは思えない。はたまた冒険を始めたばかりの初心者ならいざ知らず、これではどちらが年上かわからないではないか。むきになって反論するリエトに、アイナは笑った。

「ところで、もう依頼は受けましたか？」

　彼の本分は冒険者だ。観光に来たわけではない。総じて冒険者は新しい町に来た場合、町の内外の雰囲気を摑むために、着いて早々にごく軽い依頼から始める傾けい向こうにある。

　それを踏ふまえて尋ねると、リエトはうなずいた。

「ああ。試ためしに簡単そうなのを一件受けた」

「内容聞いてもいいですか？」

「商人の荷物の護衛だ。隣となり村むらを往復する荷馬車を守る依頼だな」

「あ、じゃあ道に迷ったりしませんね」

「…………そうだな」

　アイナが放った一言に、リエトが一瞬嫌いやそうな顔をする。わかっていてのささやかないじわるではあるが、わかりやすく返ってくる反応がいちいち楽しい。

「ほかに依頼は？」

「この辺を受けようと思う」

　そう言って、リエトは冒険者窓口で無料配布している依頼リストを広げた。

『カロン滝の洞どう窟くつで鉱石採取』

『アトラスオオスズメバチのハチの子採取』

　カロン滝とは、フォルテックの町から五キロほど離れた場所にある滝だ。

　十メートルほどの落差がある滝はそう大きなものではないが、水が流れ落ちる崖がけは張り出しており、滝裏に洞窟があることで有名だ。洞窟内には薬に使用する鉱物があるため、たびたび採取依頼が出るけれども、難易度が高い。その理由は、周辺が獰猛なアトラスオオスズメバチの生息地だからだ。

　だが、アトラスオオスズメバチのハチの子は珍ちん味みとして珍ちん重ちようされているため、こちらもよく採取依頼が出る。

　ハチの子を採取する場合は、ハチの巣すを丸ごと駆く除じよする必要があり、もし依頼を達成できたら、何百匹というハチの子を入手できる。一度で数百枚の銀貨を手に入れられるので、高ランクの冒険者には人気が高い依頼だ。

「それで、相談なんだが」

「はい？」

　リエトは若干屈辱を押し殺すような表情をした後、

「……道中のガイドのあっせんを頼む」

「声小さいし早口だし！」

「うるさいな。わかってるなら突っ込むな！」

　即そく座ざのアイナの返しに、ぎりぎりと険しい顔をするリエトの足元では、白い獣がちょこんと座って首をかしげていた。

　とはいえ、これは正式なガイド依頼だ。それまでのざっくばらんな空気を一いつ掃そうして、アイナはてきぱきと必要なものをそろえていく。

「わかりました。では、こちらで申し込み受付をします。この用紙に必要事項を記入してください。書き方はギルド統一の書式なのでわかりますよね？」

「ああ、問題ない」

「では、身分証明のため冒険者登録証をこちらにお願いします」

　リエトは腰に提げた小さなバッグから銀のプレートを取り出し、アイナが差し出した魔法具の上に置いた。

　登録証は手のひらに収まるくらいの大きさで、表面にはつる草くさ模も様ようが精せい緻ちに刻まれており、リエトの名前と登録番号が刻こく印いんされている。

　プレートは魔法具であり、ギルドでの手続きすべてに必要なものだ。持ち主の魔力に紐ひも付けて作られているため、本人以外の人間が持っていても使えないようになっている。

　ギルド内であれば、買い物、金の出し入れ、借金すらもこれ一枚あれば事足りる、という冒険者にとっては命の次に大事な物だ。なくした際には、再発行のために王都メガリスのギルドまで出向かなければならないし、金貨百枚という高額を支し払はらわなければならなくなる。

　もし万が一、本人の管理不備でなくしたプレートを悪用された場合。

　最悪、冒険者登録取り消し・資格はく奪だつという重い罰ばつ則そくが科せられるのだ。

　そのため、プレートには魔ま術じゆつによる何重ものロックがかけられ、本人しか使用できない。

　逆に、それだけの対策を施ほどこす必要があるがゆえに、管理は王都の本部でしかできず、手て間ま賃ちんとして金貨百枚に相当するものなのだと、冒険者は重々承知している。

　アイナは目の前の石板に確認完かん了りようのしるしが出るのを見てうなずいた。

「はい、本人確認完了です。書類の記入は済みましたか？」

「ああ」

　リエトに渡されたそれを、アイナは上から下までしっかりと見る。癖くせはあるが、読みやすい筆ひつ跡せき。字は大きめで、なんとなくリエトらしいと思った。

　確認した内容を、手て際ぎわよく石版に書き込んでいく。

「それでは、道案内のガイドを一名、明日十時に予約承うけたまわります。規約に書いてあるとおり、ガイドは基本的に自衛しますし、防具等も不要です。現地までの交通手しゆ段だんは依頼者に合わせますが、ガイドの交通費は不要です。今回はＡランクの依頼になりますので、通常のガイドよりも金額が上がりまして、一時間……このくらいになりますがいかがですか？」

　アイナに提示された金額を見て、リエトはうなずいた。

「問題ない」

「かしこまりました。それではこれで受付完了です。受付票はこちらになりますので、依頼が終わるまではなくさないようにお持ちください」

「ありがとう」

　いつものように手続きを終え、いつものように控ひかえを渡す。それで終わり、のはずだった。けれど、リエトはそこに立ち尽くしたまま、立ち去る気配がない。

　アイナは顔を上げた。

「あの、どうかしましたか？」

　不備でもあったかと不安を持って尋ねると、リエトは一瞬迷うようなそぶりを見せてから口を開いた。

「もう一つ、ガイドの依頼をしたい」

「はい。パーティガイドですか？」

「いや、個人だ」

「かしこまりました」

　うなずいて、アイナはもう一ひと揃そろえ、書類を準備し始めた。

　ギルドでは、ツアーや冒険者パーティのガイドだけでなく、個人的なガイドを頼むこともできる。個人での探索の道案内や、一人旅のガイド、市内観光など、需じゆ要ようは少なくない。

　だが、リエトが口にしたのは、そのどれでもなかった。

「この町に住む貴き族ぞくが持っている、ある文ぶん献けんを入手したいんだ」

「文献……ですか」

　突然始まった話に、アイナは戸惑ったようにつぶやく。

　リエトの表情は、先ほどの依頼の時と変わりない。……が、雰囲気だけが硬こう度どを増したような気がして、アイナは知らず、姿勢を正していた。リエトは構わず先を続けた。

「その貴族からは、譲ゆずってもらうことに問題ないと同意をもらっている。ただし、条件があってな。自分で取りに行き、持ち帰ってくること、と言われた」

「それだけなら、なんの問題もないように思えますけど」

「ああ。話を聞くだけなら、そうだな」

　淡々としたリエトの口調が、逆にアイナの不安を煽る。

　少なくとも、その本人の手元に文献があるのなら、取りに行けなどと言わないはずだ。

　嫌な予感がする。

「その本って、どこにあるんです？　自分で取りに行けってことは、遠くにあるってことでしょうか？」

「ああ。場所はここだ」

　リエトが腰のバッグから地図を広げて、町の西、山の麓ふもとの一点を指した。それを見て、アイナの顔が曇る。

「ここって……」

「知ってるか」

「話だけですけど。魔獣の生息地で、危険地帯ということだけ」

　その言葉に、リエトはうなずいた。

　その場所は、元は風ふう光こう明めい媚びな地ち域いきだったらしいが、魔獣がうろつくようになってからはめったに人が近づかなくなってしまった。

　おまけに、風光明媚だというくらいで、ほかに目を引く観光名所もなく、特殊品が採取できるわけでもない。そのため、ここにわざわざ近づこうとする人もいなくなり、すっかり忘れられた土地になってしまったのだと、アイナは聞いている。

　そんな彼女に、リエトは詳しく解説してくれた。

「ここにあったのは、アルトザルツ子し爵しやく家の元邸てい宅たくだ。魔獣の生息域が変わって、四十年前に放ほう棄きされた。子爵は七十歳を超えるがまだ存ぞん命めいで、邸宅を放棄した後フォルテックに移住したんだ。その際、必要な物だけを持って命からがら逃げ延びたと聞いてる。本や美術品などはほとんど持ち出せなかったそうだ。だから、俺の欲しいものは邸宅に置き去られたままってわけだ。文献を譲ってもらう約束は、手紙で取りつけてある」

　理由は不明だが、四、五十年前に、魔獣の生息域が変わるという現象が頻ひん繁ぱんに起きていたことは、学校の授業でも習って知っていた。いくつもの村が生息域に吞み込まれ、放棄されていき、使えなくなった街道や鉱山もいくつもある。リエトの目的地も、そういう場所の一つだった。

　ところが、アイナはその話に別の角度から食いついた。

「え!?　リエトさん、貴族に手紙を取り次いでもらえるんですか!?　どこの誰とも知れない冒険者に、手紙のやり取りだけでほいほい本くれるってありえるの!?」

「お前、いちいち微妙に失礼だな……」

　驚いたアイナの直球な物言いに、リエトはため息をついて頭をがりがりとかく。結構真面目な話をしていたはずなんだが、と不本意そうにつぶやいたリエトが、そっぽを向いた。

「……まあ、伝つ手てとかいろいろあるんだよ」

「ええと、それは」

「聞くな」

「ですよねー」

　興味本位で恐おそる恐おそる尋ねようとしたアイナは、じろりと睨まれてごまかし笑いを浮かべながら引き下がる。もとから訳ありのようだし、そこは拒否されても仕方がない。

　リエトは気を取り直したようにアイナに視線を向けた。

「で、この屋や敷しきにその文献を取りに行きたいんだ。だがこの辺はもう人が立ち入らなくなって久しい。屋敷までの道もほとんど消えていると聞いている。おまけに魔獣がうようよしている場所だ。つまり」

「魔獣から身を守れて、なおかつ屋敷までのマッピングと道案内ができるガイドをご所しよ望もう、ということですね」

「そういうことだ」

　察しのいいアイナに、リエトは満足そうにうなずいた。

　こういう依頼は、少ないけれどないわけではない。だが、危険な仕事に対応できるようなガイドは、どこのギルドでも数が少ないのが実情だ。要は、ガイドでありつつ腕も立つ人材でなければならない。

　さすがにガイド審しん査さに戦闘能力の項こう目もくはない。そのせいで、一年中戦闘系のガイドを募ぼ集しゆうしているギルドもあるくらいだ。

　フォルテックは比較的恵まれている方で、部長であるミネルヴァのほかに五人、条件を満たすガイドが所属している。

「ご希望のお日にちはありますか？」

「そうだな、なるべく早めに行きたいところだが、まず数回依頼をこなして、この周辺の地理に慣れてからに……って、一応だ、一応！」

　できないことを言うなと言わんばかりのアイナの冷たい視線に弁解しつつ、リエトは彼女が差し出したもう一枚の依頼書を埋めていく。

「休養日を一日入れて、六日後ってところか。場所的には一日あれば済むと思う」

「わかりました、依頼日は六日後、ガイド期間は一日でお受けします。当日までにガイドを確保しておきますね」

「ああ。よろしく頼む」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、視線を落として依頼書を書き込むリエトの顔を見ながら、ふとアイナは口を開いた。

「あの、素朴な疑ぎ問もんなんですけど」

「なんだ」

　顔を上げずに聞き返すリエトのクセのある黒くろ髪かみを見ながら、アイナはさっき石板で調べたリエトの活動履り歴れきを思い浮かべた。

「リエトさん、高レベルの依頼を結構受けてますが、達成率がよくないですよね。採取や探索系の依頼が多いみたいですけど、今日みたいにガイドを雇やとえばもっと達成率が上がるのでは？」

　彼女の言葉に、リエトは顔を上げた。また地じ雷らいを踏んだかと、アイナはつい身構える。

「毎回ちゃんと雇ってる。一応、地理とか地図とかが苦手だというのは……自覚している」

「自覚してるんだ……。その割に頑かたくなですよね……」

「そこは置いとけ。いちいち突っ込むなよ、話が進まん」

「はあい」

　さすがに突っ込まれ疲れたのか、彼の力のない声にアイナは肩をすくめた。

　広げた地図に視線を落としながら、リエトの指が何かを考えるように目的の場所をなぞる。

「高レベルの探索だけあって、現場も険しい場所だったり獣や魔獣の生息地だったり、過か酷こくなことが多い。そこについてきてくれるガイドってのは少ないし、資格はあっても実戦に向かないガイドも多くてな。なかなかうまくいかないんだ」

「なるほど」

　確かに、一時的なつきあいとはいえ、道中ずっと一緒にいる以上、自分の合うレベルかどうかは大事な要素だ。それが嚙み合うかどうかで、依頼の成せい否ひも変わる。

　続けたリエトの言葉は。……今度は歯切れが悪かった。

「それに、どっちかというと相あい性しようの方が大きいな。俺は、他人と話すのが得意な方じゃない」

「え、そうですか？」

　驚いたようなアイナの声に、リエトは紙に視線を落としたまま、小さく笑った。

　相性が悪いとガイドとの連れん携けいがうまくいかずに、依頼も失敗に終わるケースがある。実は意外と大事な要素だ。

「ああ。俺の物言いは、どうも相手の気分を害するらしい。アイナはよくしゃべってくれるから気楽でいいがな」

「うう、おしゃべりが取とり柄えって言われてるみたいで複雑……」

「褒めてるつもりなんだが」

　リエトは首をかしげたが、確かに言葉の選び方が若干下手かもしれない。

　けれど、それを不快に思わないということは、自分とリエトは相性がいいのかもしれない、とアイナは嬉しくなる。

　……無自覚に喜ぶ理由には、まだ気づいてないけれど。

「意外と苦労してるんですね」

「意外とは余計だ」

　無む邪じや気きなアイナの一言に、リエトは舌打ちで返した。それから、顔を上げて書き終わった依頼書をアイナに手て渡わたしながら問いかける。

「アイナ、今日は何時上がりだ？」

「八時半です」

「食事は」

「もう食べました」

「そうか、この間の礼に何かおごろうかと思ったんだが」

　大人なら仕事の後に食事というのも不思議ではない。けれど、アイナはまだ学生だ。笑って手を横に振ってみせる。

「本当に、昨日はたまたま通りかかっただけですから、気にしないでください。それに、学生寮の門限が九時なので、時間もないですし」

「そうか、しっかりしているからつい忘れがちだが、まだ子供だったな」

「それこそ余計なお世話です！　だからうまくいかないんですよ！」

「最近は相性のいい奴だけ相手していればいいかと思い始めたところだ」

　ぷうっと膨ふくれた頰を指でつついて、リエトは笑った。

「しかし、夜の一人歩きは危ないな。昨日のようなこともあるし」

「いえ、昨日はたまたまですから！　いつもはあんなことないですし」

「そう言われてもな。目の前で見てしまうとどうしても心配だ」

　リエトはわずかに眉を寄せ、アイナを見下ろしている。心配そうな色を見てとって、アイナの心臓がどくんと鳴った。

　確かに、大通りをまっすぐ歩いて七、八分程度とはいえ、アイナ自身夜の帰路に不安はある。けれど、そんな自分の心配よりも。

「リエトさん、宿に戻れなくなりますよ」

「それはなんとかなるだろう」

「どの口が……」

　リエトの無責任発言に、もう、とアイナは呆れてため息をつく。

　昼はともかく、夜は屋台が出て、街の様子は昼間とは一変する。リエトは周りの景色で道を覚える男だ。何しろ、空に浮かぶ雲を目印にするくらいだ。景色が変われば、彼に勝ち目はない。

　すると、帰り支度を済ませたミーリスが横合いから口をはさんだ。

「アイナ、せっかくですもの、甘えたらいいじゃない？」

「でも……」

　アイナにとって、リエトはたまたま仕事帰りに拾って帰っただけで、ここまでしてもらう理由はないように思える。だからいまいち素直に受け取れないし、かえって申し訳ないような気がするのだ。

「だって、あなた前に帰り道が怖いって言ってたことあったじゃない。誰かに後をついてこられている気がして怖かったって」

「そ、それはあのときだけで！」

　ミーリスがそんなネタを投下した途端、ピリッと空気が焼けて、アイナはリエトにぱっと視線を戻す。

　眉間に深いしわを刻んだリエトと目が合って、やっぱり一瞬息が止まる。

　見み透すかされそうな、深いブルーの瞳に吸い込まれるような気がした。

「それはなおさら放っておけないな」

「帰り道の心配をしなきゃいけない方がよっぽど気を使うんですってば！　だからダメ！」

「聞き分けがないな……」

　ぴしりと断ると、リエトはちっと舌打ちをした。

　瞬間、手首を取られてぐいっと引き寄せられる。カウンターに半ば乗り上げるような姿勢で、リエトの整った顔が一気に間近になった。

「な、ちょっと、わあぁっ」

　色気のない悲鳴を上げてのけぞっても、がっちりと摑まれた手はびくともしない。必死に手を引っ張るアイナに、リエトはふっと笑った。

「それで抵てい抗こうしてるつもりか？」

「それは悪役のセリフです！」

「悪役じゃない。実際に悪い奴がいたらどうするつもりだ。俺に手首を取られただけで逃げられないだろう」

　ふっと細くなった目に見下ろされると、なぜか押さえつけられているウサギのような気分になって体が動かない。思わずすがるようにリエトを見上げると、その笑みに艶が増した。

「そんな目で見るな、連れて帰りたくなる」

「仕事中ですから！　帰れません！　営業妨ぼう害がい！」

「抵抗は口ばかりだな。かわいいものだ。……で、どうする。アイナがうんと言うまで、俺は離すつもりはない」

「ああもう、わかりました！　ではお言葉に甘えます！」

　やけ気味に言った途端、リエトは満足そうに笑った。

「そうか、ちょっと強引だったが、悪かったな」

　まったく悪いと思っていない顔で言われても！　なんだか悔しくて、アイナは畳みかけた。

「ただし、条件を出します！」

「へ？」

　突然のことに、ぽかんとするリエトの鼻先に、アイナはびしりと人差し指を突きつけた。

「帰りは獣ちゃんの道案内に従ってまっすぐ帰ること！　これを吞んでくれないなら送りは結構です！」

「お前っ……！」

　堂々と提示された条件に、リエトは一気に苦虫を嚙み潰つぶしたような顔になった。

　彼にとっては究極の二に択たくだ。

　夜の街歩きにはまったく自信がないだろうし、その自覚もあるはず。

　そして獣の方は、山を歩いている時もアイナと同じ方向に迷いなく進んでいたし、周りの様子をうかがったり、においをたどっている様子だった。おそらく帰る方向は理解しているはずだ。

　リエトもそれをわかっているからこそ、ますます獣に頼りたくないのだろう。

「さあ、どうしますか？」

　二択を迫るアイナに、しばらく唸りながら逡しゆん巡じゆんしていたリエトは、やがて血の涙なみだでも流しそうな勢いでうなずいた。

「くっ……わ、わかった……！　帰りはこいつに道案内をさせる……！」

　その言葉に、獣の耳がぴんと立った。しっぽがゆらゆらと揺れる。

　苦渋の表情のリエトと対照的に、ちょっと嬉しそうにも見える獣の姿に、アイナは満足そうに笑った。

「はい！　では、申し訳ないですけどお仕事が終わるまで待っててください！」

「じゃあ、時間になったら下のホールで落ち合おう。……頑張れよ」

　気を取り直したリエトの大きな手がカウンター越しに伸びて、アイナの髪をくしゃりと撫でた。撫でられたところがほわっと熱を持ったような気がして、アイナはふと頭を手で押さえる。

「どうした？」

　それを見たリエトが尋ねると、アイナはへへっと笑った。

「なんでもありません！　頑張ります！」

　元気に答えたアイナにリエトは笑って、ひらりと手を振って立ち去った。

　その姿勢のいい背中が階段の方に曲がって消えるまで、アイナはその場で見送る。

　何から何まで甘えてしまうようで、少し引け目には感じるけれど、それでもリエトがこうしてアイナのためにあれこれと手を貸してくれるのは素直に嬉しい。

「ふふー。なんだかいい感じじゃなあい？」

「いやいや、何言ってるんですか！　そんなことないです！」

　あわてて手を横に振って否ひ定ていすると、肩にのしかかってきたミーリスがいたずらっぽく笑う。

「ミーリスさんこそ、あんな感じの人、結構好きですよね」

「なーに言ってるの。目の保養としては最高だけど、ちょっと私の好みではないわねえ」

「あれ？　そう……ですか？」

「心配しなくても、彼もアイナのこと気に入ってるみたいだし、私そういう人にはちょっかいかけないわよ。それに、今夜は先約があるし」

「へ、えっ？」

「あ、来た来た！」

　アイナがミーリスの言葉にあっけにとられている間に、フロアに姿を現したのは、別の階の職員だ。

　そういえば、ミーリスは彼のことも、前々から素敵だかっこいいと散々騒いでいたっけ。

「というわけで、また明日。お疲れ様～」

「あ、お疲れ様でした」

　男性と腕を組んで、颯さつ爽そうと帰っていく彼女を、アイナは呆然と見送った。

　なんだか拍ひよう子し抜ぬけした気分だったけれど、さすがはミーリスとしか言い様がない。

「頑張れって言われただけだし。撫でられたのだって深い意味はないし。気に入ってるとかそういうんじゃないし！」

　ミーリスに言われたことは、アイナの想定外で。じわじわと熱くなる耳を押さえて、アイナは仕事を再開したのだった。










　いつもどおりに仕事を終えて、アイナはほかの職員たちより一足早くフロアを出る。

「お疲れ様でした！」

「はい、お疲れ様」

　奥の机から、ミネルヴァがひらりと手を振るのにぺこりと頭を下げて、アイナはフロアを出て階段を下りる。玄関につながる広いホールは吹ふき抜ぬけになっていて、豪ごう奢しやなシャンデリアが明るくきらめいていた。

　リエトの姿を探して視線をめぐらせると、ガタイのいいひげの男と立ち話をしている。

（知り合い？）

　それにしては親しそうな様子ではない。何より、彼はこの街に来たばかりで、まだ知り合いはいないはずだ。首をかしげるアイナに先に気づいたのは、リエトの足元にいた獣の方だった。

　ぴくりと耳を立てると同時にこちらに顔を向け、そのまま身軽に階段を駆け上がると、伸ばしたアイナの手から肩に上がって、首回りにおさまる。

「迎むかえに来てくれたの？　ありがとう」

『キュイッ』

　アイナが指先で顎の下をくすぐると、獣は目を細めて小さな鳴き声を上げた。

　リエトの方もそれに気づき、話相手の男に軽く手を振ってからやってくる。アイナは階段を下りて、リエトのそばに駆け寄った。

「お待たせしました！」

「まったくだ。おかげで余計なのに捕まった」

「だから別に一人でいいって言ったのに……」

「文句があるなら実力行使でもいいんだぞ」

「なんの実力を行使する気なんですか！」

　じろりと横目で睨まれて、アイナは「私が悪いの？　変じゃない？」とつぶやきつつも、しぶしぶと観念するしかない。あれ以上の実力行使とか……なんだかまずいことになりそうな気がして考えることを放棄する。

　二人で肩を並べ、ギルドの大きな玄関から出る。ポジション的には、当然ながら道案内のアイナが少し前に立って歩く格好だ。

　夜の街は、昼間とはまた違った活気がある。

　食べ物やアクセサリー、立ち飲みや花を売る店など、様々な屋台がたちならび、にぎやかだ。

「さっきの方、大丈夫でしたか？　お話、邪魔したりしてませんか？」

　もしかして、久しぶりに会った友達だったりしたら悪い。

　……まあその線はないだろうけど、なんて失礼なことを思いながらも、遠慮気味にリエトに尋ねると、彼は特に気分を害した様子もなく、ゆるりと首を横に振った。

「いや、問題ない」

「お知り合いですか？」

「同業者だ」

「冒険者の方ですか」

「ああ。長くやってると、行く先々で顔見知りに会うこともある。そういう時は大たい抵てい情報交こう換かんだな。そのまま軽く飲みに出ることもあるが、俺は面めん倒どうで好きじゃない。さっきも誘われたんだが、先約があるからと言って断ったところだ」

　困ったように軽く眉間にしわを寄せるリエトに、アイナはうんうんとうなずく。

「わかります。だってリエトさん、気を使うの苦手そうですもん」

「ほんとーにお前は失礼だな！」

「わっ！」

　大きな手で頭を摑まれて、がしがしと揺らされて、アイナは思わず声を上げる。

「ごめんなさい、気を悪くしました？」

　けれど、アイナのうかがうような表情に、リエトは笑った。

「いや、世辞を使われるよりよっぽどいい」

「よかったぁ。私も、リエトさん相手だとついつい余計なことまで言っちゃって。もし嫌なことあったら言ってくださいね、直しますから！」

「余計なことというか、直球というか、素直というか。まあ悪くない」

「いっやー……。なんか自然に上から目線でむかつきますね」

「そんなド直球でむかつくとか言われるのも新しん鮮せんでいいな」

「なんですかいじめられて喜ぶタイプですか」

「そう見えるか？」

「見えませんね」

　ふふん、と得意げに笑うのがまたむかつく。でも、悪い感じではない。アイナにとってはこのくらいならかけ合いの範はん囲い内ないだ。

「こうして俺の話についてきてくれるのがまたいいな。誰かと話していても、途中で黙り込まれることが多くて、うまくいかない。アイナはいつでも笑っているところとか、物おじしない言い方とか、素直なところは気に入っている」

「あ、そういうのはいいですいらないです！」

　これではまるで褒め殺しだ。いたたまれず、振り切るように足を速めたアイナだが、身長のあるリエトに難なく追いつかれてしまう。

　上から覗のぞき込まれて、さらに頰の熱が上がった気がした。

「嫌だったか？」

「違いますけど！　恥ずかしいから！」

「そうか？」

「そうですよっ！　……あっ」

　勢いよく振り返った途端、前を歩いていた女性にぶつかってしまう。

「すみません！」

　前をよく見ていなかったアイナが悪いのだけれど、ほろ酔よいの女性も足取りが危あやうい。

　顔をしかめてアイナを一いち瞥べつしただけで、女性はふらりと歩いていってしまう。

　それを見ていたリエトが、さっきギルドで話した時と同じように、雰囲気をピリピリさせてアイナを見下ろした。

「しかし、いくら明るい通りとはいえ、こんな場所を一人で歩かせるのはやはり容よう認にんできないな」

「ひゃあっ!?」

　言うなり、リエトの手がアイナの手を摑んだ。

　ごつごつした大きな手に似合わない優しさで、アイナの指先を包む。大だい混こん乱らんのアイナは、反射的に振ふり払はらおうと手をぶんぶん振ってみるが、力がこもったリエトの手は離れない。

「ななな、何を！」

　けれど、リエトはアイナの動どう揺ようっぷりを笑うどころか、幾分責めるようにじろりと一瞥した。

「まったく、治安は悪くないと聞いてるが、それにしたって君みたいな若い女性が独り歩きするのにふさわしいとは思えない。少なくとも俺がここにいる間だけでも、ギルドから寮まで送っていく」

「で、でも、悪いです！」

「言い方を変えるか」

　頑なに遠慮するアイナに、さらに剣けん吞のんな光を瞳に宿したリエトが、彼女の指を握る手に力を込めた。

「君を一人にしたくない。これは俺のわがままだ。……つきあってもらうぞ」

　真しん剣けんな目をしたまま放たれたとんでもない言い草に、アイナの思考が止まる。

　いくら考えてもわからない。頭の中で、どうしてこうなったという思いだけがぐるぐると回る。逃がさないとでもいうような強さで握られた指先の熱さだけが鮮せん明めいで。

「返事は？　アイナ」

　低い声でささやかれて、耳が燃えるかと思った。これ以上耳元でしゃべられたらたまらない。アイナは早々に白旗を上げ、ぶんぶんと首を縦たてに振りまくった。

「わかった、わかりました！　だからもう手を離してくださいぃっ！」

「それは聞けない」

　今度は楽しそうに言いながら、リエトはアイナの手を引いて歩きだす。

　周りを見回せば、仲なか睦むつまじい様子で手をつなぐ男女の姿はいくらでもいたけれど、自分とリエトはまったくそういう間あいだ柄がらではなかったはずで。降ふってわいた状況に、頭がついていかない。

「なんでえぇ!?」

「お前がそうやってあたふたしてるのが面白いから」

「悪趣味！」

　アイナの悪態に、リエトは笑った。

「お前だって、俺に方向音痴だと突っ込むのを面白がってるだろう？」

「し、知ってたの!?」

「なんとなく」

「もうっ！」
















　なにやら彼に手のひらで転がされているようで悔しい。腹いせというわけではないが、今度はアイナがつないだままのリエトの手を引いて歩きだす。こういう発言は、免めん疫えきのない女の子には毒だ、と思う。

「リエトさん、こういうのやめた方がいいんじゃないですか？」

　幾分面白くなさそうに、アイナは言う。

「何が？」

　案の定、意味が解わからないときょとんとするリエトに、アイナは嚙みつく。

「いきなり手をつないだりとかっ！　女の子には誰でもこうなんですか？」

「いや？　やったことはないな」

「じゃあなんで私!?」

「さあ？　俺にもよくわからん。ついつい手が伸びてしまう感じだな。……なんかお前に飼いならされているみたいで癪しやくに障さわるが」

「勝手にやっといて癪に障るとか言われても……」

　悪びれもせずに笑うリエトに、アイナは疲れたようにがっくりと肩を落とした。

　いったい彼はどういう環かん境きようで育ってきたのだろう。

　アイナに歩調を合わせてきたり、慣れた口調で褒めたり、口説いているかのようなセリフを言ってみたり、育ちはよさそうなのに、冒険者をやっていたり。

　かといって誰彼構わずではないという。

（彼がどういう人なのか、もっと知りたい……）

　わき上がった情動に、自分でも驚いた。心に灯ともった熱を持て余して、アイナはすがるように、リエトとつないだ手にかすかに力を込めた。

　大通りを抜けると、喧けん騒そうから遠ざかり、静かな住じゆう宅たく街がいに差しかかる。

　ここは街灯も抑おさえ気味で、静かでいいのだが、夜は逆に人目もなくしんとしていて、アイナは少しだけ不安を覚えながら通る道だった。さすがにリエトも顔をしかめる。

「街中とはまた別な意味で、ここは一人じゃまずいだろう」

「でも、ここを抜ければすぐですから」

「後をつけられたんだろう？」

　さっきギルドでミーリスが言ったことを覚えていたのか。

　それは、少し前の話だった。もう少し寮に近いあたりで、自分の後ろに聞こえる足音に気がついた。その時は同じ方向に帰るのだろうと、気にも留とめていなかった。

　けれど、それが三日たっても一週間たっても続いて、さすがにアイナも気味が悪くなった。

　そこで、ミネルヴァに相談し、一か月の間平日のアルバイトを休むことにしたのだ。その後は後をついてくる足音は聞こえなくなったから、おさまったのだと思っている。

　済んだことを改めてリエトに言う気になれず、アイナはあいまいに笑った。

「その時だけですし、そんな気がしたぐらいで、実害はないですし……」

「実害が出てからじゃ遅い」

　きっぱりと言い切るリエトの言葉は至し極ごく正論で、アイナは黙り込む。

　けれど、リエトはアイナを安心させるように笑った。

「ま、少なくとも俺がいる間は一人にするつもりはないからな」

　前を向いたままのリエトの横顔を見上げる。そこには穏やかで、自信に満ちた堂々とした男の顔がある。おかげでこの道を通るのも、ずいぶん気が楽だ。

　アイナも小さく笑った。

「……ありがとうございます」

　頼もしいリエトの言葉も態度もすごくすごくドキドキするけれど、リエトの方はアイナがそんなふうに感じていることなど知らないらしい。しかも意識してやっていることでもないようだから、タチが悪い。

　それならこちらも動揺するだけ損だ。幼よう児じと手をつないでいるようなものと思えばいい。

　アイナはそうして、無理やり自分を納なつ得とくさせようとした。

　……とはいえ、手の大きさ、体温、力。直接の接せつ触しよくは刺し激げきが強くて、努めて平常心を保とうとするには結構な労力が必要だった。

「あ、ここです。ありがとうございました」

「ここか……」

　リエトは寮の建物を見上げ、左に視線を流し、今度は来た道を眺めて、ため息をついた。

「なるほど、わからん」

　呟つぶやいて、恨めしそうにアイナの肩にしがみつく獣を睨みつける。

　やはり、初めての道は難しいのか。……大通りからたったの百メートル程度なのに。

　そして、獣に頼らざるを得ない現実を嚙み締めて、ぎりぎりと歯ぎしりをしている。

　けれど、何もそこまで意地を張らなくても。

（そうか、リエトさん、意地になってるのか）

　なぜかそれがすとんと腑ふに落ちて、アイナはすっきりした。

　リエトは獣に対し、許せない何かを持っている。けれど、長いことともにいるうちに、情とか、慣れとかそういうものはきっとわいているはずだ。

（だって、この子こんなにかわいいんだもの）

　こしょこしょ、と獣の耳のあたりをくすぐると、気持ちよさそうにアイナの手に頭を擦なすりつけてくる。こんなかわいい生き物にほだされないなんて噓うそだ。だけど、リエトにはこの獣を嫌わなければいけない理由があるのだ。

　だったら。

「この子を利用したらいいのに」

「……は？」

　唐とう突とつなアイナの言葉に、リエトが視線を向ける。

　それを感じながらも気づかないふりをして、アイナは見せつけるように、獣とじゃれ合ってみせる。

「この子に頼るんじゃないんです。頼るって思うから嫌なんでしょう？　だったらこの子に命じればいい。便利に使えばいい。言葉は悪いけど、道具のように利用してやると思えば、気が済むんじゃないですか？」

「……それは」

　一瞬、リエトの瞳に苦く悩のうの色が浮かんだような気がした。

　リエトが、まじまじとアイナの肩に乗ったままの獣を見つめた。獣もまた、リエトの視線を受け止めてじっと見返している。

「……そうだな。そう思った方が、割り切れるか」

　やがて視線を外し、リエトはため息とともにそうつぶやいた。

「おい、獣。そこから下りろ」

　リエトが命じると、獣はそれに従い、するりとアイナの肩から下りてリエトの足元にちょこんと座った。

「……これも定め、か」

　自嘲気味につぶやいて、リエトは顔を上げた。

「アイナ、ありがとう。お前と話すと、いろいろな発見があるよ。しばらくの間、よろしくな」

「はい。こちらこそ、送ってくださってありがとうございました。とても助かりました」

「それはよかった。じゃあ、また明日な」

　そう言って、リエトはくしゃりとアイナの頭を撫でた。

　柔やわらかい髪を軽く指に絡ませて離れていく彼の指先に、寂しさを感じながら、目で追って。

「おい、獣。宿まで案内しろ」

　凜りんとした声で命じる彼に、獣は弾かれたように顔を上げた。

　その時、ぶるりと大きく身を震わせた獣の体が、ついでぶわりと大きくなる。

「な、なんだ!?」

　驚いたリエトの足元で、一回り大きくなったように見える獣が促すように彼を見上げていた。

　突然の変化に、リエトは戸惑う様子を見せたが、獣の方は今までと同じでリエトに従じゆう順じゆんそうに見えるし、気にしても仕方がないと判断したのか、彼はそのまま歩きだす。それに従うように、獣の方も、先導するように音も立てずに歩きだした。

　彼らの姿を見て、アイナの心には、安堵と同時に、小さな痛みが生まれた。

　──自分にはかなわない光景なのだと。

　ほろ苦い想おもいを嚙み締めながら一人と一匹を見送っていると、肩越しに彼が顔だけこちらに向けて、「早く入れ。門限だろう」と促す。

　アイナは思い出したようにぺこりと頭を下げた。

「はい。おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　連れだって歩いていく一人と一匹の姿は、まるで一枚の絵のようにしっくり嵌はまる。

　それを見て、自然、アイナの口元に笑みが浮かんだ。胸の痛みは、治まっていた。

「やっぱり、そうした方がいいよ、リエトさん」

　今じゃなくていい。いつか、そう遠くない未来に。

　心を通わせる彼らの姿が見たい、と。

　アイナは確信に近い思いで、リエトと獣を見送っていた。




　そうして部屋に戻ってから、改めてリエトにされたスキンシップの数々を怒ど濤とうのように思い出し、ベッドに飛び込んで小一時間悶もん絶ぜつする羽目になるのは、また別の話。
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「うーん、これは……」

　アイナは受付状況を浮かび上がらせる石板を前に、頭を抱かかえていた。

　自分が受けつけたツアーやガイド依頼の紙の束を何度もめくっては石板と見比べるけれども、それで解決するわけがない。

　しかも、この状況を招いたのはアイナ自身の落ち度だ。

「どうしよう……」

「アイナ、どうしたの？」

　隣となりのミーリスが、アイナのため息を聞いて声をかけてくる。頼りになる見み目め麗うるわしい先せん輩ぱいの言葉に、アイナはすがるように顔を上げた。

「ミーリスさん……。あの、ガイドが足りないんです」

「あら、いつ？」

「次の休日……明後日ですね」

「今週の休日は二日ともツアーの予約がたくさん入ってたものね。……ああ、見事に埋まってるわねぇ」

「埋まっているのはいいことなんですけどね。依頼を受けた時に予約を入れておけばよかったんですけど、つい次の日に回してしまって、そのまま……忘れてて」

　答えて、アイナはもう何度目かわからないため息をついた。

　季節は初夏。観光や散策、ちょっとした山歩きにはとてもいい季節だ。毎年この時期の休日は、ツアー客の予約で埋まる。それは今年も例外ではなく、稼かせぎ時とばかりにツアーガイド部の予約はいっぱいだ。

「どうしよう……」

　アイナは受付の用紙を眺めて、眉を下げる。

　それは、リエトから受けたガイド依頼だった。

　リエトの依頼は、魔獣の生息地に赴くもので、難易度が高い。あわててガイドの空あきを探し始めた時にはもう遅く、その依頼に対応できるガイドは既に予約でいっぱいになってしまっていた。

　ガイドの都合がつかず、日程を調整するケースはないこともない。が、依頼者の予定をずらすことになるため、苦情やトラブルの元になる。

　ふうん、とガイド予約を見比べていたミーリスが、肘ひじをついてアイナを見た。

「アイナが行けば？」

　実は、アイナもリエトの要求する条件を満たしたガイドではあるのだが、ミーリスの言葉に肩を落とした。

「そうしたいのはやまやまですけど……。先週お客さんを強制送還しちゃったから」

「そういえばツアーガイド禁止だったっけ。タイミング悪いわねえ」

「せっかく依頼してくれたのに、私のせいで……」

　今空いているガイドは、アイナのほかには部長のミネルヴァだけだ。

　だが、ミネルヴァはその職務上、通常のガイドはしない。町や国などの公的で規模の大きい重要な案件だけを担当している。そして、資格持ちの一人であるアイナは、一か月の謹きん慎しん中ちゆうだ。

「ミネルヴァさんに頼むしかないんじゃない？」

「ですよね……。ダメもとで頼んでみます」

「いってらっしゃーい」

　はあ、とまたため息をつき、アイナは肩を落として席を立った。

　アイナはアルバイトとしてはそれなりに長いが、まだまだ未み熟じゆくだ。今回のことも、間違いなくミネルヴァのお叱りを受けるだろう。

「あの……ミネルヴァさん」

「んー？」

　アイナは奥まった場所にある大きな執しつ務む机づくえの前に立ち、遠慮がちに声をかけた。

　ミネルヴァは手元の書類をめくりながら、広げた帳面に何事かを書きつけている。

　手も止めない・顔を上げないのはいつものこと。アイナは意を決して口を開いた。

「すみません！　ガイドの依頼を受けたんですが、行けるガイドの空きがなくて」

　ちら、とミネルヴァの視線が上がって、アイナは反射的に首を竦すくめた。居い心地ごこちが悪い。

「どれ？」

「これです」

　アイナが差し出した依頼書を一瞥し、ミネルヴァは再び手元の書類をめくり始めた。

「あの、私がガイド予約を忘れていて……すみません」

「そう。……今日できることは今日やること。次の日には持もち越こさない。……二度は言わないよ。いい？」

「はい……すみません」

　ミネルヴァの声は強いわけでもないが、それだけにぐさりと刺さる。うつむくアイナに、ミネルヴァが今度は軽い調子で言った。

「で、アイナはどうしたいの？」

　その言葉に、アイナは弾かれたように顔を上げた。

　ガイドが確保できないとわかった時に、その答えはもう頭にあった。

　ミスをした責任を取るため。けれど、それ以上に、この案件は自分がやりたいと、強く思っていたからだ。

「私が代わりにガイドを務めることはできないでしょうか」

　彼は地図が読めず方向音痴だ。それに、向かう先は四十年人の手が入っていない森の中。道なんか既に消えているかもしれない。そうなったらアイナのマッピング作業が絶対必要になってくる。

　何より、彼は獣を連れている。獣使いの知識がある自分が適任だ。

「ミスをしたのは私だし、今この依頼に対応できるのは私しかいないと思います。ぜひやらせてください！」

　一気にまくし立てて勢いよく頭を下げると、ミネルヴァがふうとため息をついた。少し顔を上げて、ちらりと上司をうかがう。

　書類に目を落としたまま、しなやかな銀髪をうっとうしそうに肩に払う彼女の仕草は流れるように美しい。ミーリスとはまた違って、誰の目もひきつけるような艶がある。

　ルージュを引いた形のいい唇が、ふわりと開いた。

「私が言ったのは『ツアーガイド禁止』だったね。今回はツアーじゃない個人のガイドだし、この場所に行くには普通のガイドには難易度が高い。アイナしかいないんじゃない？」

「え、いいんですか？」

　意外と簡単に許可が下りたことに、逆にびっくりしていると、視線を上げたミネルヴァと目が合った。

「ま、彼がうんと言えば、だけどね」

「大丈夫です、ちゃんと説明します！」

　アイナは無邪気に瞳を輝かせた。リエトがアイナのガイドを受けてくれるのを、疑うたがいもせずに。




　美女のアメジストのような瞳が、ゆるりと笑みを浮かべた。

（そう簡単にいけばいいけどねえ？）

　彼とは過去に少々かかわりがあった。その時のことを思い出すと、彼は安易にうなずかない気がする。そうと自覚していないかもしれないが、彼は女性に対する庇護欲が強かった。だがアイナの実力も知らずにそれだけで断るようなら、それまでの男だ。

　それは口に出さず、ミネルヴァは別の話を振った。

「そういえば、夜送ってもらってるんでしょ、彼に」

「な、なんで知って……！」

　途端に顔を真っ赤にするアイナに、ミネルヴァはさらににんまりと笑う。

「そりゃあ、ここ二、三日毎日ギルドに迎えに来ているから目につくよ」

「あの、特に深い意味はなくて、危ないからって、それだけで！」

　あわてて両手を振って否定するアイナに、ミネルヴァは一旦書類を机に置いて腕を組んだ。

　ふふ、と笑う彼女の表情にからかいや否定の色はない。

「別に何か言うつもりはないけど。まあいいんじゃない？　あの辺の夜道が不用心なのは事実だし。……それに、彼もね。いい子だと思うよ？」

「え」

　不意の言葉に、アイナは一瞬固まる。

　確かに、彼女は冒険者だったこともあるし、この職務についてからも冒険者とかかわる機会が多い。高ランクの冒険者なら名前が知れていてもおかしくはない。けれど。

　……ミネルヴァは、彼のことをよく知っているのだろうか？

　それを確認する暇ひまはなかった。ミネルヴァが、この話は終わりとでもいうように、再び書類に目を落としたからだ。

「まあとにかく、次からは気をつけなさい。今回はアイナが対応できるからいいけれど、ツアーガイド部の信用にもかかわるし、何よりお客様にご迷惑をかけることになるからね。たかが受付と思ってはいけないよ」

「は、はい。すみませんでした」

　少し低くなったミネルヴァの声は、有う無むを言わさぬ圧あつ迫ぱく感かんがある。アイナは何も言えず、頭を下げてミネルヴァの前から退散するしかなかった。







　その日の帰り道は、荒あれた。ミネルヴァに、『彼がうんと言えば、だけどね』と言った意味を、この時ようやく理解することになる。

　アルバイトを終えてギルドのホールに下りると、いつもどおりにリエトが待っていてくれた。アイナの姿を見つけて片手を上げる彼に、アイナは笑顔で駆け寄った。

「ご苦労さん、アイナ」

「お待たせしてすみません、リエトさん。こんばんは！」

　そして、これまた定位置のように、白い獣がアイナの肩に駆け上がる。その頭を撫でて、アイナは待ちきれないというようにリエトの袖を摑んだ。

「リエトさん！　あのね、今度のガイド、私が担当することになりました！」

　報告するアイナは、リエトが喜んでくれると信じて疑わなかった。『へえ、すごいな』とか、『それは楽しみだ』とか、『頼むぞ』とか、そんな反応が返ってくると思っていたのだ。

　だが。──リエトは、思いっきり不機嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「はあ？　何言ってるんだ。お前にガイドなんてさせられない」

　それだけを告げると、リエトは「行くぞ」と歩きだす。

　返された一言に、アイナの思考は完全に止まった。リエトの背中を追って歩きだしたものの、リエトが何を言っているのか、しばらく理解ができなかった。ようやく頭が回転し始めて、納得できない気持ちと困こん惑わくが渦うずを巻いてアイナを侵しん食しよくした。

　アイナはリエトの背中を睨みつけながら口を開いた。

「ガイドなんてさせられないって、どういう意味ですか。初めて会った山の中で、私、ガイドだって言いましたよね。だいたい、リエトさんを拾ったのだって、仕事帰りだったんですけど」

「アイナがガイドだってことは知っている。そうじゃなくて、こういう戦闘も予想されるガイドがダメってことだ」

　不機嫌な声に振り返ったリエトの、言い聞かせるような言い方が気に食わなくて、アイナはなおも言いい募つのる。

「一応Ａ級ガイド資格持ちですし、戦闘を含む実務経験はあります。何が不満ですか？」

　それでもリエトは首を縦に振らなかった。

「危険だろう？　場所はこの間説明したはずだ。魔獣の生息地なんて、何があるかわからないし、俺も自分の身を守るだけで精せい一いつ杯ぱいかもしれないんだ。ガイドは自分の身は自分で守るのが基本のはず。君にそれができるのか？」

「はい、まあ。危険は承知ですし、自衛はできるので大丈夫です」

「ああいえばこういう……！」

　らちが明かない押おし問もん答どうに、はああ、とリエトはため息をついて額を押さえる。

　まあ確かに、いきなりこんな小こ娘むすめが「危険地帯までガイドをします」なんて出てきたら、普通の人なら止めるだろう。それに、実際にはリエトとまだ会って間もないのだ。信用してもらえるだけの時間がなかった。

　それでも、なんとか納得してもらいたくて、アイナは先を行くリエトの背中を追いかける。

「リエトさん。私はあの道がほとんどない山中から、あなたを町まで誘ゆう導どうしました。少なくともそれだけのスキルはあるって、理解してもらえてると思っていたんですけど」

「それはわかっている！」

「ならどうして!?」

　振り返らない、立ち止まらない背中に、ついにアイナは声を荒らげた。

　頭ごなしのリエトの説明は、ダメだの一点張りで、何一つアイナを納得させない。

「私は物心ついたころから両親と旅をしてきました。両親は旅の途中、一度も道に迷ったことがありません。道を間違えたこともありません。深い森も、目印のない草原も、どんな山の中でも、気づけばちゃんと目的地に着いているんです。それが当たり前で、私も息をするのと同じくらい自然に、両親に教わってきました。そういう意味で言えば、少なくとも旅の経験値ちはリエトさんよりも私の方が上です！」

　リエトが立ち止まり、ゆっくりと振り返った。往来を行きかう人々が、何事かと見ては去っていく。

　上から見み据すえる深いブルーの瞳には、ねじ伏ふせようとする力があって。

　けれど、アイナはそれを真っ向から見返した。

「危ない目にあったことだって何度もあります。魔獣に囲まれたことも、一度や二度じゃありません。足手まといにならないことを最優先にするくらいできます。ガイドとしての経験は浅くても、それだけで拒きよ絶ぜつされるのは納得できません。お願いです、やらせてください。絶対役に立ちます」

「……俺は、連れて行きたくない」

　地を這はうような低く唸るような声で、眉間に深いしわを刻みながら、なおもリエトは拒絶する。そこまでされれば、さすがのアイナもへこむ。

「どうしてそこまで嫌がるんですか？　私が気に入らないんですか？　そばに居たら邪魔ですか？」

　うるうると揺れる大きな目で見上げられて、途端にそれまで不機嫌だったリエトが目に見えてうろたえた。

「い、いやその、そういうわけじゃ」

「私が一緒じゃ、……嫌ですか？　迷惑なら、はっきり言ってください」

「いや違う、そんなこと言ってない！」

　へにゃり、と眉を下げたアイナに、リエトはあわてて首を振った。

「じゃあ、どうしてそんなに嫌がるんですか？」

　資格持ち、マッピングが得意で、アルバイトとはいえ正式にギルドから派は遣けんされているガイドなのだ。リエトの要求は通っている。

　では、何が。

　答えを待つアイナに、彼は苦い顔で深いため息をついた。

「君は、その……女性だ。危険な場所に連れて行くなど……」

「女性の冒険者もいるでしょう。うちのガイド部長は女性ですし、今回の依頼に当てはまるガイドの中に、私以外にも女性が含まれています」

「だが、君はまだ学生だ！」

「学生ですけど、資格は持っていますし、ギルドに正式登録されていますから、法にも触れません」

「それはわかってる！」

「じゃあ、どうして？」

　ますますリエトの言い分がわからなくて、アイナは困惑する。

　そうなると、やはりアイナ個人が気に入らないということだろうか──？




　ちょこんと首を傾けてリエトを見る視線はいっそ無邪気に思えるほどで、彼は頭を抱えた。アイナの襟えりに巻きつくようにしている獣も、したり顔でぱたりとしっぽを振っているのが腹立たしい。

　……理屈ではない。危険な場所にアイナを連れて行きたくない。たとえそれが、『ガイド』という仕事だとしても。

　目の前の少女は、どこにでもいる普通の女の子だ。大きな瞳とふわふわの髪、小柄な身長。あどけなさも、かわいらしさも、勝気なところも、外見よりもずっとしっかりしているところも好ましい。

　自分の容姿が少なからず女性に好まれると自覚はあるが、アイナは初めこそ驚いていたものの、その後の態度は至いたって普通で笑ってしまったほどだ。

　そう、リエトは自覚していた。

　自分は、アイナを気に入っている。だから単に、自分がどうしても彼女をそんな場所に連れて行きたくないだけなのだと。

　ただ、それはリエトの中ではっきりと形があるわけではない。いまだあいまいで輪りん郭かくもはっきりしないもやもやした感情が、確かにある。それをうまく説明できないから、さっきからアイナと堂どう々どうめぐりの問答を繰り返しているわけだけれど。

　それともう一つ、リエトには彼女に明かしていない秘ひ密みつがあった。今回はその秘密にかかわる依頼のため、アイナを巻き込みたくないというのもある。

「それに、うちの上司も許可をくれました。上司は信用第一で実力主義です。できない人間は派遣しません。私の言葉よりも説得力あるでしょう？」

　アイナにそう言われて、リエトは忌々しげに舌打ちをし、「女じよ帝ていめ……」とうめいた。

　ミネルヴァとは、彼が駆け出しのころの討とう伐ばつ戦せんで一緒に戦ったことがあった。

　手て練だれの彼女に、そうと知らず「女性は危ないから下がれ！」なんてかばおうとして、鼻で笑われたことがある。しかも、リエトが苦戦していた相手を一いち撃げきで沈しずめられた上に、

「筋すじは悪くないな。数年もまれればモノになるだろう。頑張りなさいよ、坊ぼうや」

　なんて見とれるほどの笑顔で言われて、完かん膚ぷなきまでに打ちのめされたものだ。

　あのころ、『女帝』の二つ名を持つ彼女は、当時でも一ひと握にぎりのトップクラスの冒険者だったはずだ。まさかフォルテックギルドのガイド部長になっているとは思ってもいなかった。

　この采さい配はいは、間違いなく彼女の差し金だ。あの時の『坊や』とわかった上で、女性だからという理由でアイナを排はい除じよしようとするのか、それとも実力を認めてガイドとして連れて行くのか、どう判断するのか見られているのだろう。

　そうと察すると、アイナの首に当たり前のように居い座すわっている獣まで、アイナが行くのが当然と言っているように顔に見えてくるから始末が悪い。




　葛かつ藤とうしているらしいリエトを押し切るなら今だ。アイナは少しだけ首をかしげてみせた。

「では、日程を変へん更こうしますか？　今のところ、この依頼に対応できそうなガイドの空きは今から一週間後です」

「ぐっ……」

　これまた、リエトがなんとも言いようのない顔でうめいた。

「本当は、私がガイドの手配をミスったんです。それで空きがなくなってしまって、残っていたのが私でした。だから、こうなってしまったのは私のせいです。どうしても嫌なら、ガイドの空きを待って、リエトさんの望むとおりに日程を組み直します。どちらがいいですか？」

　受付をした時、リエトはなるべく早めに行きたい、と言っていた。今いま更さら二日後に迫った予定を変えたくないだろうし、さらに五日後まで伸ばしたくはないだろう。その可能性にかけて、アイナはじっとリエトを見つめた。

　顔が痛いとでもいうように顔を覆った指の隙すき間まから、ちらりとリエトがアイナを見る。そして、引き下がる気配のないアイナを見て、はあああああ、と大きなため息をついた。

「……一つだけ言っておく」

「はい」

　唸るような声に、ちょっと前のめりだったアイナは背中を伸ばした。日程を変えると言われる覚かく悟ごも、する。……できればそうならないのが一番いいけれど。

「足手まといになっても俺は助けない。それと、これ以上進めないと判断したら、打ち切って引き返す。その場合、違い約やく金きんをもらう」

「一つだけじゃないですね、言ってること」

「うるさいな、細かいことはいいだろう！　とにかく、それを約束するなら連れて行ってやってもいい！」

「やったぁ！」

　アイナの指摘にさらにヒートアップしたリエトが怒鳴り返した。それでも、リエトからゴーサインが出たことが嬉しくて、思わずアイナは飛び上がり、輝くような笑顔を浮かべてリエトの袖にしがみついた。

「足手まといにならないように頑張りますから、安心してください！」

「……」

「依頼未達成の場合の違約金は、依頼書に明記してありますので、後で控えを確認してくださいね！」

「…………」

「よかったぁ。ミネルヴァさん……うちの上司に、リエトさんが許可したら行ってもいいって条件つけられてたから。受けてくださってありがとうございます。嬉しいです！」

　純じゆん粋すいに喜んでいる様子のアイナの姿に、リエトはむすっと顔をしかめて視線を逸らした。

「言っておくが、俺は全然納得していない。危険な場所だということは変わりないし、女性でなおかつ学生の君を連れて行くような場所じゃないと思っていることも変わりない。けれど、君が有資格者で女帝……上司の許可が下りていることと、日程を変更したくないから仕方なく！　折れてやってるんだからな！　それは忘れるなよ！」

「はい、わかりました」

　アイナは、安心したように笑みを向けた。それにリエトは顔をしかめたまま舌打ちを返す。獣が、アイナの頰にそっと頭を擦すり寄せた。

　言い争っている間に、とっくに学生寮の門前に到着していた。石造りの門柱に取りつけられたランプが、淡あわいオレンジの光で門の前を照らしている。それを映して色づくアイナの白い頰を、不意にリエトの指が掠さらった。

「あああああの……？」

　驚いてぱちぱちとアイナがまばたきをする。見上げる大きな瞳がランプの光を反射している。濡ぬれて、揺れているように見える瞳は零こぼれ落ちそうで、リエトの内心を波立たせた。

　ふっ、と気持ちを落ち着けるように息を吐いて、リエトがわずかに視線を外す。

「いや、なんでもない。じゃあ、また明日」

「はい、おやすみなさい」

　獣とともに帰ってゆく大きな後ろ姿を、アイナは見送った。硬い指がそっとたどった頰に触れて、途端に真っ赤になる。どくどくと跳ねる心臓がうるさい。

「もう、不意打ちなんてずるい……」

　小さくつぶやいて、アイナはため息をついた。この夜リエトとの間に吹ふき荒あれた嵐あらしは、アイナの胸の内に場所を変えただけだ。

　揺れるアイナの心をかき乱みだす嵐は、当分おさまりそうになかった。
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　依頼日当日。

　今日はアイナの窓口業務は休みだ。アイナがガイドに出る日は、大抵ミーリスがメインで業務を回すことになる。

　いつものギルドの制服ではなく、動きやすい旅りよ装そうのアイナは、ミーリスを振り返った。

「ミーリスさん、すみませんが留守の間よろしくお願いします」

「任せて！　怪け我がしないように気をつけてね」

「はい！」

　アイナがガイドに出る時と同じく、ミーリスはにっこりと笑った。

　そこへ、階段を上ってリエトが姿を現した。足元には、いつもどおり少し距離を置いて白い獣がついてきている。

「おはよう、アイナ」

「おはようございます、リエトさん」

　リエトはふっと瞳の色を和やわらげ、軽く手を上げた。

　応えたアイナが、カウンターから出てリエトの前に立つ。白い獣は、心得たようにアイナにするするとよじ登り、首元におさまった。

　今日は特に遅れることもなく、時間どおりだ。道を覚えたのか、獣に案内をさせたのだろうか。顔色からして、体調はよさそうだ。

　紺こんの上着に、ウエストバッグ。腰に下げたホルダーには、魔ま銃じゆうの柄つかが覗のぞく。

　一方のアイナは、腰までを覆うマントと、動きやすい体に沿そったラインのパンツのすそをショートブーツの中に入れている。

　リエトを山で拾った時と同じカバンを肩から斜ななめにかけて、今日はその手には大振りの杖を持っていた。

　これから一日、アイナはリエトと行動をともにすることになる。アイナの方は、少し緊張気味だった。

「本当にアイナが行くんだな」

「当たり前じゃないですか。何を今更」

　いまだに渋しぶっているのか、往おう生じよう際ぎわの悪いリエトに、アイナは呆あきれたように言い返した。

　変なプライドなのか、何をこじらせているのかは知らないが、今出発するというこの時に何を言っているのだ。

「ああもう、いいから行きますよ！　馬車の時間だってあるんだから！」

「あ、おい！」

　腰が重いリエトの袖を引っ張って、アイナはカウンターのほうを振り返った。

「じゃあ、行ってきます！」

「アイナ、引っ張るな！」

「気をつけてねえ」

　のんびりとしたミーリスの見送りを受け、二人はにぎやかに出発した。

　ギルドを出て、リエトはまっすぐに乗合馬車の待合に向かっていった。さすがにここに来てから数日たっているので、主要な地理は覚えたのだろう。

　最も寄よりの町まで、馬車で二時間。昔の地図上では、そこから歩いて一時間ほどの距離に屋敷があることになっている。

　がたごとと揺れる馬車はそれほど乗り心地ごこちがよくはない。けれど、天気はいいし、景色もいいし、吹き抜ける風はそよそよと爽さわやかで、絶好の旅日和びよりと言っていい。

　それなのに、リエトは不ふ機き嫌げんにそっぽを向いていて、アイナとまともに話をしようとしなかった。

　さすがに困こまり果はてて、アイナは小さくため息をついた。

　二日前の夜、リエトはわかってくれたと思っていた。昨日の夜だって、このことには触れてこなかった。だから、アイナはなんの問題もなく片づいたと思っていたのに。

　整いすぎて力が抜けそうになるくらいに美しい横顔に、じっと視線を注ぐ。

「……」

　わかっているはずなのに、リエトは頰ほお杖づえをついて外に視線を向けたままこちらを見ようともしない。子供か。と言いたい気持ちを、アイナはぐっと吞み込んだ。そもそも、アイナの落ち度でもあるから、なだめるほかに方法がない。

　それでも、ここまで頑かたくなに態度に出されたら、アイナだってへこむ。

「……そんなに私が同行するのが気に入らないなら、私、ガイドやめて帰ります。リエトさんが何を不満に思っているのかわからないし……。ご期待に添そえそうにないですし」

「ぐっ……」

　ちょっと悲しくなって、うつむいてしまう。けれど、それを聞いた途端、そっぽを向いたまま、リエトは妙みように潰れたうめき声を発した。

　ちらりと横目でうかがうと、それは困る、とあからさまに顔に書いてある。それなら早々に諦あきらめればいいのに。けれど、獣への接し方を見て、彼が頑なな人なのだろうということはうすうす理解していた。きっとそのせいで、アイナの同行を受け入れられないのかもしれない。

　けれど、その話は二日前にした話だ。繰り返すのも馬鹿馬鹿しいし、蒸むし返かえしたくもない。

「連れて行ってやるって、言ったのに」

　拗すねたようなアイナの声に、リエトの胸が罪悪感にずきりと痛んだ。

　リエトだって、もうここまで来た以上、アイナに任せるしかないのも理解はしている。

　その上、一度連れて行くと約束したくせに、またこうして自分の矜きよう持じを優先して年下のアイナに気を使わせるなんて、年上の男の行動にしてはあまりにも情けない。

　もう一度、深いため息をついて、リエトはようやく折れた。

「わかった、もう言わない。アイナに任せる」

「本当ですか!?　でも、いいの？　本当に迷惑なら、あの、帰ります……」

「迷惑だなんて言っていない！」

　目を潤うるませて、アイナの声が尻しりすぼみに小さくなると、リエトはあわてて否定する。泣きそうになられるのは胸が痛くてたまらない。

　大きな茶色い目が、零こぼれ落ちそうに丸くなったまま、じっとリエトを見上げていた。

　何やら尻のあたりがむずむずと落ち着かない気分になって、リエトはそっと視線を逸そらす。

「一度決めたことなのに、ぐずぐずと情けなく態度に出したのは俺が悪い。その……、すまん」

「いえ、元はといえば私のミスが原因ですから。あの、ちゃんと邪魔にならないようにしますし、自分の身は自分で守れますから、心配しないでください」

　そういって、アイナはふわりと笑った。

　その、花がほころぶような笑顔に、リエトは思わず見とれる。

　それをごまかすように咳せき払ばらいをしてから、リエトは話を変えた。

「で、依頼についてなんだが。実は文献を手に入れるための条件がもう一つある」

「え、それは……」

　リエトの一言に、アイナは眉をひそめた。

　当初は文献のある屋敷までの道案内とマッピングだったはずだ。それ以外は入っていない。万一、重大な秘密を黙ってガイドを依頼したとなると、その内容によっては契約違反になる。それはリエトもわかっているはずなのに。

　リエトを見ると、彼は一言「悪いな」と言いおいてから続けた。

「子し爵しやくから、屋敷に残された肖しよう像ぞう画がを取ってくることと引ひき換かえだと言われている」

「なぜ最初に言わなかったんですか？」

「既に失われている可能性が高いから、依頼には入れなかった」

「それは、どういう……？」

　説明しろと暗に迫るアイナの声に、リエトは硬いシートに座り直した。背せ丈たけも手足も長い彼には、乗合馬車はどうも窮きゆう屈くつらしく、先ほどから何度かこうして姿勢を変えている。

　そうして尻の座りを気にしながら、口を開いた。

「もう四十年も前の話だからな。屋敷から持ち出そうとして間に合わず、置いてきたそうだ。奥方の肖像画らしい。既に朽くちているかもしれないが、もしあったら持ってきてもらいたい、と」

「写し……は」

　画家が存命していれば、写しを作ることも可能だろう、けれど、リエトは首を横に振る。

「画家はもう亡なくなっていて、写しもないそうだ。行って確かめてみるしかない。子爵本人も、限りなく可能性はないに近いことは理解していて、それでも確かめるだけでも……と。だから、文献を探すなら、屋敷の探索を兼かねるわけだから、言ってなかった。すまん」

　気まずげに頭を下げるリエトに、アイナはため息をついた。

　この依頼をしてきた貴族とリエトがどういう関係なのか、アイナは知らない。

　逆らえない命令なのか、それともそこまで引き受けるほどの情があるのか。今までにアイナが聞いただけの話では、どっちなのか判断できなかった。でも。

（この人、命令に逆らえないっていう性格じゃ、絶対に、ない！）

　貴族の人となりは知らないが、リエトのことなら少しはわかる。頭ごなしの命令なんて、鼻で笑って無視するに違いない。

　きっと、文献が欲しいというのはもちろんだけれど、個人的にどうしても引き受けたかったのだろう。そう理解してしまうと、アイナもむげにはできなかった。

「……わかりました。それは文献を探す過程で偶ぐう発はつ的てきに発生した探索ということにしておきます。次からはちゃんと言ってくださいね？」

「ああ、わかった」

　気を取り直して、アイナはリエトに尋ねた。

「屋敷の見取り図はありますか？」

「ああ、持っている」

「ちょっと見せてもらってもいいですか？」

「わかった」

　そう言って、リエトはバッグから引っ張り出した紙を広げた。アイナと、なぜか獣まで一緒に図面を覗き込む。

　見せられた見取り図は、さすがにほどほどに広い造りをしていた。

　二階建てで、部屋数は一階と二階合わせて三十室ほど。エントランスと広い玄関ホール、ダンスフロアも備えられている。

　見取り図にはちゃんと目印がつけられていた。目指す部屋は二階の当主の執務室と書しよ斎さいだ。

「絵はご当主のお部屋ですね。書斎とは隣となり合わせですし、探索自体はそう難しくはないかもしれませんね」

「そうだな、魔獣の住すみ処かになどなっていなければいいんだが」

　そう言ってリエトは顔を曇らせる。それについてはアイナも考えないではなかった。

　今回の探索に当たり、アイナも自分なりに魔獣についての情報を集めた。

　いくら堅けん牢ろうな屋敷でも、体が大きく頑丈な魔獣は、ガラスの窓を破るのだそうだ。そうして、廃はい墟きよをねぐらにしている例は何件も報告されている。

　今回行く場所は地理的にも経けい済ざい的てきにも重要物が何もない場所だったせいで、誰だれも探索していない。とにかく行ってみないと何がどうなっているのかもわからなかった。

　アイナがここまでして同行したかった理由がもう一つある。

　それは、新しい地図を作ると、作成者の名前で登録され、後々までギルドに残るということ。地図作成者にとってはとても名めい誉よなことだとされている。

　今の湖までのルートを確定させれば、アイナの名前で最新地図として登録されるかもしれない。マッピングを仕事とする者にとっては、小さくてもいいから自分の名前を残しておきたいものだ。とはいえ、その可能性に気づいたのが昨日だったため、突とつ貫かんで準備することになってしまったのだが。

「屋敷までの道は？　森の中は整備された道だったと聞いているが」

「はい。地図はこれですね」

　屋敷の場所は、これから向かう村からさらに三キロほど奥おく地ちになる、湖のほとりだ。

　過去の記録を調べてみると、かつては遊ゆう覧らん船せんなどもあり、そこそこにぎわっていた場所らしい。そのせいか、石いし畳だたみできちんと整備され、馬車が運行されていた名残がある。古い地図上にも、はっきりとした線で湖までのルートが示されていた。

「ただし、四十年人の手が入っていないわけですから、この道が使えるとは限りません。ですので、記録を調べて、確認できる限りの旧道の地図も作ってきました」

　そう言ってアイナがばさりと薄うす紙がみを広げた。古い地図の上に重なるように広げられたそれには、アイナの手書きと思われる黒い線がいくつか書き込まれていた。

　それは、古い地図が下から透すけて見えるようにできていて、街道の地図と並へい行こうして湖までの道が浮かび上がらせる。

　その線を横切って赤い線で緩い半円形が描えがかれていた。

「これは現在の魔獣の生息域のラインです」

　そう言って、アイナはその赤い線を指差した。

「なるほど、昔は村近くまで迫っていると聞いてたが、現在は大分後退したようだな」

　リエトの言うとおり、赤い線は湖から一キロほどのところに引かれていた。

　これから向かう村は、かつて魔獣の生息域に吞み込まれる恐れがあると、かなりの数の村人が住処を放棄した場所だった。

　だが、結果的に事態は回かい避ひされ、今ではかつての集落の姿を取り戻しているらしい。

「基本的には、村に着いたら馬を借りて生息域ぎりぎりまで進み、そこからは徒歩になると思ってください。おそらく、今現在この地図のルートはある程度生きているでしょうから、どこまで進めるのか確認しないと。村に着いたら私はひとまず情報収集します」

　村にギルドの出張所でもあれば、周辺の地図や地形の情報を収集してくれる。けれど、この先の村は小さくて出張所すら設置されていない。そのため、直接現地の人に今道がどうなっているのかを聞くしか方法はなかった。が、一応あてはある。

「わかった、では俺は馬を借りる算さん段だんをしておく」

「はい、お願いします」

　ひとまずの役やく割わり分ぶん担たんを決め、アイナとリエトの間に沈ちん黙もくが下りる。

　緊張感はあるが、気分が高こう揚ようしていて悪くない。ただ、……やはり、屋敷の内部が今いったいどういう状態になっているのか。

　予想できない一いち抹まつの不安に目をつぶり、アイナたちは馬車の先の道を眺めやった。







　がたごとと揺れる馬車はそれほど快適とは言えなかったが、目指す村に無事到着した。

　パッと見た感じでは二十軒けんほどの家が見えて、思っていたよりも大きい集落だ。

　店や宿屋らしき建物もあるし、小さいながら教会もある。

「もし帰りの馬車を逃しても、一ひと晩ばん明あかすくらいならなんとかなりそうだな」

「そうですね。安心しました」

「まあ、そういうことになる予定はないけどな」

「どっから来るんですか、その自信は」

「経験とカンだ」

「……なんの根こん拠きよもありませんね」

「大丈夫だ、外れたことはない。俺を誰だと思ってるんだ」

「知りませんよそんなの！」

　リエトは呆れたようなアイナのツッコミにも、平然としている。

　自信に満ちた横顔には思わず見とれてしまうけれど、それでもリエトの保証のない自信を信じられるほど、アイナはつきあいが長くはない。

　村とフォルテックを往復する馬車は、一日二便だ。予定どおりに行けば、距離も時間も問題なく日帰りできる日程だけれど、マッピング作業と屋敷の探索にどれだけ時間が割さかれるだろうか。もし目的の物が発見できなくても、日が落ちる前には一度村に戻らないと危険だ。夜は魔獣の力が増す。

（もしそうなっても、やるしかない）

　ガイドとして、たとえ何かあっても、リエトを連れて無事に村までたどり着いてみせる。お守り代わりの杖を抱きしめて、アイナは密ひそかに決意していた。

　がたんと馬車が大きく揺れて止まった。村の乗じよう降こう場じように到着したのだ。

　さすがに小さな村だけあって、ここに着くころには乗客はアイナたちのほかに中年の男性がたった一人だ。その客が降り、先に降りたリエトがアイナに手を差し出す。

「……ええと？」

「ほら」

　催さい促そくするように促されて、アイナは困惑した。いや、この手を取れという意味だというのは見ればわかるけれども！

「あ、あの、一人で降りられますから大丈夫です！」

「いや、手を貸すのは当然のことだ。遠慮するな」

　ぶんぶんと首を横に振って固辞したが、リエトが引き下がる様子はない。

「でも、ほんとにっ！　遠慮とかじゃなくて！」

「俺がエスコートしたいだけだ。甘えてくれ」

　深いブルーの瞳が、じっとアイナを見つめる。耳を打つ声はいっそ震えが来そうなほどに甘い。でも、何はともあれ、恥ずかしいのだ！

　困り果てたアイナは、指なしの手て袋ぶくろに包まれた大きな手と、リエトの顔を交こう互ごに見る。

　彼は当然のように待っているし、御ぎよ者しやが「早くしろ」と言わんばかりにこっちを見る視線が痛い。痛すぎる。

　観念したアイナは、恐る恐るリエトの手に手のひらを置いた。途端、ぐっと握り込まれ、手を引かれた。

「わっ……！」

　およそ女の子らしいとは言えない声を上げながら、アイナの体が馬車からふわりと浮いた。

　リエトの手が腰に回り、引き寄せられるままに着地する。

　顔を上げると、リエトの顔が思わぬ近さにあって、頰がかあっと熱くなった。一瞬薄うすくほほえんで、彼は御者に「行ってくれ」と合図を送る。

　その一連の動作は流れるように鮮やかで、さすがのアイナも言葉が出なかった。

　重ねた手の熱さ、握った指の力、腰に回った腕、笑った時にふと甘く溶けた深い青。

　何もかもが、アイナの中に爪を立てて、かき乱してゆく。

（静まれ、心臓っ！）

　うるさく跳ねる鼓こ動どうに喝かつを入れながら、アイナは必死に深呼吸を繰り返し、どうにか気持ちを落ち着ける。

　アイナから離れたリエトは、気にしたふうもなくきょろきょろと村の様子を眺めていて、その慣れた様子がなぜか悔しかった。

「じゃあ、行きましょう！」

　甘い空気を振り払うように大きな声を出して、二人で周りを見ながら歩き始めた。

　村の門からほど近い場所に、馬を数頭囲う柵が見えて、リエトはアイナに振り返る。

「あそこから馬を借りられるよう交こう渉しようしてみよう。アイナはどうする？」

「はい、フォルテックの町に定期的に野菜を卸おろしに来る農家の方がいらっしゃいます。ギルドとの契約農家でもありますし、ご年配の方なので森の道にも詳しいだろうと教えてもらいましたので、そちらのお宅を訪ねてみます」

　アイナがそう言うと、獣がするりと肩から下りて、リエトの元に駆け寄った。

　その姿に覚えた一抹の寂しさを、アイナは顔に出さずに吞み込んだ。

「そうか。では、終わったらここで待っている」

「はい、わかりました。……知らない場所ですから、むやみに動かないでくださいね！」

「わかってる！」

　しっかり釘を刺すのも忘れない。手を振るリエトと別れて、アイナは目的の家を探して歩きだした。

　見れば見るほどのどかな村だ。昔より遠のいたとはいえ、近くに魔獣がいる環境に、不安はないんだろうか。そんなことを思いながら、アイナは教えられた地図のとおりに、一軒の家にたどり着いた。

　小さくて古びた一いつ軒けん家やだが、裏には広大な畑が広がっている。

「ごめんくださーい」

「はあい」

　答えたのは、意外にも若い女性の声だった。

「はい？　どちら様？」

　開いた扉とびらからひょこりと顔を出したのは、アイナとそう変わらない年ごろの少女。

　褐かつ色しよくの髪を二つに結び、そばかすのあるふっくらした顔は、愛あい嬌きようがあって感じがいい。

「あの、フォルテックのギルドから来ました、アイナ・アルバックと申します。イエーナさんのお宅はこちらで間違いありませんか？」

「イエーナは祖母ですが、なんの御ご用ようですか？」

　ギルドと聞いて、得心がいったように少女が答える。

「これから、旧子爵邸ていに行くんです。湖への道がどの程度まで進めるのかを伺うかがいたくて来ました」

「えっ、お屋敷まで!?　危ないですよ、やめた方が」

「それはわかってます。でも、依頼ですので」

　心配そうな少女に安心させるように笑ってみせると、迷うそぶりを見せていた彼女が、決心したようにうなずいた。

「わかりました。祖母は野菜の収しゆう穫かくに出てますので、呼んできます。ひとまず中へどうぞ」

　促されるまま中に入り、勧すすめられるまま椅い子すに座る。すぐに冷えた茶が出てきて、「ちょっと待っててくださいね」と言いおいて少女が裏うら口ぐちから出て行った。

　すぐに少女と、人のよさそうな老ろう婆ばが入ってきて、アイナは椅子から立ち上がった。

「フォルテックのギルドから来ました、アイナ・アルバックといいます。突然お邪魔してすみません」

「いえいえ、遠いところようきなさった。それで、湖への道を知りたいそうだけど……」

　そう言う老婆は、顔も声も心配だという色を隠さない。それはそうだろう、わざわざ好き好んで魔獣の生息域に行こうなんて物好き、正気の沙さ汰たじゃない。

「はい、ええと、地図を確認いただきたいんですけど」

　そう言って、アイナは持ってきた地図を拡げた。

「湖と屋敷までの道は、現在どこまで使えますか？　この辺までが魔獣の生息域だと聞いているんですけど」

　アイナの様子から、止めても無む駄だだと悟ったのか、老婆は小さくため息をついて地図を覗き込んだ。

「そうだねえ、ここまでは大丈夫。ただ、この先は道をふさいでしまっているから、通れなくなっているね」

「えっ、道をふさいでる？　どうしてですか？」

　パッと地図を見た老婆の、うんうんとうなずきながら答えてくれたそれに、アイナは思わず声を上げる。

　魔獣によって立ち入り禁止にしているという回答は予想していたものの、ふさいでしまっているなんて初耳だ。

　しかも、老婆の口ぶりだと、わざわざ村人がそうしたように聞こえる。

「子爵様のお屋敷は森の奥だったから、魔獣に襲われるのが早くて。とにかく馬車一台に積めるだけの物しか持ち出せなかったそうだから、今でもお屋敷に相当のお宝が残っているはずだって噂うわさが立ってね。それを狙って、一時期、屋敷に行く者が後を絶たなくて。だけど、誰も戻ってこないものだから、私たちも気分が悪くてね。止めても怒っても行ってしまうし、若い子たちが戻ってこないのは不ふ憫びんで仕方がなくて」

　彼女の声には、やりきれなさと、無む謀ぼうを通す彼らへの隠しきれない苛いら立だちが見えた。

「だから、村のみんなで話し合って、いっそ誰も通れないようにしてしまおうかと、木を切り倒して道をふさいでしまったんだよ。だから、この先は通れないねえ」

「そうですか……」

　冒険者か、一部の不心得者なのかはわからないが、これでルートが一つ消えた。

　とはいえ、一人でも屋敷へ向かう者を少なくしたい、犠ぎ牲せい者しやを減らしたいと思う故ゆえのことで、村の人たちに落ち度はないのだから仕方がない。

「では、この道はどうですか？」

　拡げた地図の上に、リエトにそうしてみせた時のように薄紙を重ねた。地図の道を迂う回かいするように、細い線がアイナの手で書き込まれている。それを見た老婆が、なつかしそうに目を細めた。

「おや、旧道の地図だね。なつかしいねえ」

　老婆のしわしわの指先が、なつかしむように黒い線をなぞる。

　今でこそ村は穏やかだけれど、魔獣の脅きよう威いが身近だったころは、どれだけ怖い思いをしたんだろうか。

「魔獣がいる場所まではみんな近づかないけれど、その手前までは今でも旧道を使っているよ。さすがにその先は何十年も誰も入っていないはずだからねえ。もう草に覆われて、道はわからなくなっていると思うけどね」

「でも、こちらは封ふう鎖さしたりはしていないんですよね？　何か目印になるようなものはありますか？」

　そう聞くと、老婆はううんと考え込む。

「そうだねえ。確か、百メートルごとに石柱を立てていたはずだけれど……。人の腰の高さくらいかねえ。でも、もう倒れているかもしれないし、草に覆われてしまって見えないんじゃないかね。いくらなんでも、それを道しるべにするのは無理だよ」

「そうですか。ところで、この旧道の地図は、私がフォルテックで調べてきたものなんですけど、どのくらい正確なのかってわかりますか？」

「うーん、だいたいはこんな感じで合っていると思うけれどねぇ……」

　さすがに記き憶おくだけでは心もとないのか、老婆は困ったように地図を見つめる。

　それに声を上げたのは孫まご娘むすめの方だった。

「旧道の地図なら、私持ってるわ。学校の授業で使ったの。ちょっと待ってて」

　そう言うと、少女がぱたぱたと駆け出していった。少しして、古びた紙を持って戻ってくる。

「学校で村の歴史を習った時に使った地図よ。学校行事でこの地図のとおりに、途中まで旧道を通ったこともあるから、たぶん正確だと思うわ」

「ありがとう。ちょっとお借りしますね」

　アイナは地図を受け取ると、バッグからコンパスと定規を取り出した。大きさの違う地図から、縮しゆく尺しやくと位置関係を割り出すと、アイナの手描きの地図はおおむね合っているようだった。

「よかった、これでなんとかなります。助かりました、ありがとう」

　二人に礼を言って、アイナは老婆の家を辞した。これで屋敷まではたどり着けるだろう。あらかた道は判明したから、後は正確な位置と距離を調べて、ルートを確定させるだけだ。

　思ったとおりの結果が得られて、口元には自然と笑みが浮かんだ。足取りも軽く、元来た道を戻っていく。が、待ち合わせたはずのところまで来たのに、リエトの姿がない。

　馬を借りるだけなら、それほど時間はかからないはずだ。馬を持っている民家の付近で別れたのだから、アイナより先に用事を済ませてここで待っていると思ったのに。

「まさか、目の前にある場所に迷ってたどり着いてないとか、ないよね？」

　その可能性に眉をひそめつつ、アイナは馬を囲っている家を訪ねてみることにした。

「だから、金ならいくらでも出すと言ってるだろう！」

　途端に聞こえてきたのは、苛立ったリエトの声だった。

　アイナはあわてて駆けだした。家の角を曲がった先にある馬の柵の前で、リエトの剣幕におろおろしている人のよさそうな男性は、おそらく馬の持ち主だ。

　リエトの足元では、獣が彼を見上げている。その視線がとがめるようだと感じたのは、気のせいだろうか。

「すみません、フォルテックのギルドの者です！　どうしました!?」

　二人の間に割って入ると、初老の男がさらに困ったような顔をする。リエトの加勢に来たと思われたのだろうか。案の定、リエトは憤ふん慨がいしたようにアイナを見た。

「一日馬を貸してくれと言ったら、貸せないの一点張りだ。金は払う、なんなら買い取ってもいいと言っているのに首を縦に振らない」

「だから、半日だけならいいと言っているじゃあないですか……」

「それでは困るんだ！　これから子爵邸の往復をする必要があるのだから、馬がないと時間がかかりすぎるだろう！」

「リエトさん、待ってください！」

　困り果てている男性に詰め寄るリエトを押しとどめ、アイナは男性に向き直った。

「大変失礼いたしました。できれば一日お借りできれば助かるんですけれど、何か事情が？」

　話の通じる相手だとわかったのか、男性はほっとしたようにタオルで汗をぬぐう。その様子を、リエトはアイナの横で不満げに見ていた。

「あんたたち、子爵様の屋敷に行くんだろう」

「ええ」

「魔獣が出る場所まで行くんだろう？」

「一応その手前で馬は置いていく予定ですが」

「待たせてる間に、馬が食われたらどうするんだ。それに、こいつらは明日ベルモンドの町まで野菜を卸しに行くのに使うんだ。ほかの馬も、畑を耕さにゃならん。この頭数でも、うちの村には余よ裕ゆうがねえ。それに、あんたと同じように、子爵の屋敷に行くって輩やからが、今まで何人もいたんだ。あの屋敷には、まだお宝があるに違いないってな。そいつらに馬を貸したが、誰一人帰ってこんかった。もちろん、馬もな」

　その言葉に、アイナは眉をひそめた。隣では、リエトが目を丸くしている。

　その、帰ってこなかった人たちは、そのまま馬を持ち逃げしたのか、それとも。

　──魔獣に、やられたか。

　けれど、リエトはまだ食い下がった。

「まさか、俺たちが馬を持ち逃げするとでも言うのか？　そんなことは一切するつもりはないし、なんなら買い取るとさっきから言っているじゃないか。馬なら買い直せばいいだろう。そのために金を払うと言っているのだし」

　リエトが心底わからないという顔で反論する言葉に、アイナは首を横に振った。

「リエトさん、お金じゃないんです。こういう村では、馬って、馬車や人が乗るだけじゃなくて、農業にも普ふ段だんの生活にも使うの。いなくなったら死活問題なんです。大きな都市と違って、代わりの馬が控えているわけじゃない。都市から遠い場所だし、ちゃんとしつけられた馬が明日にはすぐ調達できるってわけでもないし、そもそもすぐに買いつけに行ける環境でもないでしょう。それで馬がいなくなったら、村の人みんなが困ってしまう」

　うんうん、とうなずく男を見るに、アイナの言い分は当たっている。ただ、彼はきっと口がうまくないから、リエトに納得できる説明ができなかったのだろう。

「それに……まあ、今まで貸した馬が返ってこないとなると、いきなり現れた私たちを信用してくれと言っても難しいですよね」

　と、アイナは至極当然の問題点を口にした。

　リエトの方も、アイナと男の様子を見て、状況を理解できたらしい。眉み間けんに寄っていたしわがなくなり、ピリピリした雰囲気が消える。

「む、そういうことか。なるほど、理解した。それは俺の配はい慮りよが足りなかったな、すまん」

　さっきまであれほど怒って譲らなかったのに、ぺこりと頭を下げたリエトの姿には、今度は男性が目を丸くする番だった。

　意外なほどあっさりと非を認めて頭を下げる彼に、アイナも驚いてまじまじと見つめてしまう。

「いやいや、わかってもらえたんならよかった」

　そう言って、男はほっとしたように額の汗を拭ふいた。

「時に、あんたさん、貴族かなんかかね」

「……いや、違うが。なぜそう思った？」

　わずかな間に、アイナは気づいた。男の方は人がよさそうな顔を崩さない。気づいていないのだろう。

「いやあ、むかーし村に来た貴族の若様と、そっくり同じことを言いなさる。やっぱり、子爵様のお屋敷にお宝があるとかなんとかで、お供ともを大勢引き連れて、立派な馬車に乗ってなあ。だけんど、道もふさいでるし、馬車では行けないと言ったら、金は出すから馬をよこせと言って、全部持って行ってしまった。それっきり、だあれも戻ってこなかったもんで、みんな魔獣に食われちまったんだろうって、村の連中と話したんだ。だから、貴族ってのはみんな言うことが同じなのかと思ってなあ。でも、わかってくれたってことは違うんだな。いや、勘かん違ちがいしてすまんなあ」

「いや……」

　リエトは話を聞くと、気まずそうな顔で視線を逸らした。

　でも……確かに、ちょっと庶しよ民みんとは感覚が違うような気はする。持っている物がそこそこいい品なのは、高ランクの冒険者としては不思議ではないけれど、それにしたってリエトの腰にある魔銃はそんじょそこらで手に入る代物じゃないと思う。

　仕草や行動も、なんとなく育ちのよさが見えるし、時に上からに感じる物言いも、上流階級の出なら不思議じゃない。

　今まで、気にしないようにしてきたけれど。




　……彼は、いったい何者なんだろう。




「しかしな、馬を半日だけ借りるといっても、どうやって返せばいいんだ。森に置き去りにするのは、半日も一日も同じじゃないか？」

　リエトが話を変えて男に尋ねると、彼は心配ないと手を振った。

「ああ、こいつらは頭がいい。下りて尻叩いてくれりゃあ、勝手に村まで戻ってくるでな」

「そうですか、わかりました。では片道分だけ、お支払いします。リエトさん、それでいいですか？」

「ああ、仕方がない。片道だけでも馬が使えてよかったと思うことにしよう。帰りは頑張らないとな」

「そうですね」

　帰りは徒歩決定だ。果たして、歩いて帰る体力が残っているだろうか。

「頑張ろうね」

　アイナの襟えり元もとに上ってきた獣の頭を撫でながら、アイナは自分に言い聞かせるように言って、その小さな頭を指先でくすぐった。










「なるほどなぁ……」

　リエトが足を止めた馬上で唸った。

　その先の道は、途と絶だえている。……大量の、倒とう木ぼくによって。

　地図に載のっていた、子爵邸と湖に向かう大きな街道を進むこと三十分。二人は目の前の光景をなんともいえない気分で眺めていた。

「通れないようにしたって、こういう意味だったんですね」

「ほかに選せん択たく肢しがなかったとはいえ、作業自体も危険だっただろうに」

　今二人が立っている場所は、魔獣の生息限界にほど近い。

　何人もの冒険者や、屋敷に残された財産を狙って訪おとずれる者が一人も帰ってこなかった。そのために村人たちが選択した苦く肉にくの策さくが、『館への道をふさぐこと』だったのだが、それにしても。

「どのくらい続いてるんでしょうねえ……」

　力ちから業わざにもほどがある。

　とにかく木を切り倒して道をふさぐという選択をした当時の誰かも大たい概がいだが、危険を顧かえりみずここまでやる村人も村人だ、と二人は感心するやら呆れるやら。

　その倒木は、緩やかなカーブ……およそ百メートルほど先……の向こうまで続いているのだから、よっぽど差し迫ってでもいたのだろうか。

「まあ、道がふさがっていること自体は想定内ですからね。二百メートルほど前に旧道への分ぶん岐きがありましたから、そこまで戻りましょう」

「そんなものあったか？」

「ええ、石の道みち標しるべに、人が通った形けい跡せきもありましたから」

「そうか。それは気づかなかったな」

　そう言うと、リエトは先導するアイナに続いて馬首をめぐらせた。

　村を馬で出発してから、道中は順調といってよかった。村人の言うとおり、魔獣がいないので人が行き来している形跡がある。道は昔の石畳の名残があり、傷いたんだ部分は砂じや利りが敷かれてそこそこ整えられていた。

　一応警戒しながら進んできたが、心配した魔獣も、熊や狼といった大型の獣の姿もない。

　アイナは旅の経験が豊富とはいっても、魔獣の生息地に足を踏み入れるのはさすがに初めてだった。こんな場所に、危険を冒おかしてまでやってきて手に入れたい物。それはいったいなんなんだろう。リエトにとって、命を懸かけるほど大事な物なんだろうか。

　緊張で、口が渇かわく。

「アイナ」

「はいっ！」

「大丈夫か、休きゆう憩けいするか？」

　そんなアイナに気づいたのか、気遣うようなリエトの言葉に、アイナは笑ってみせた。

「じゃあ、馬を返した時に少し休憩しましょう」

「いいだろう」

　リエトは鷹おう揚ようにうなずいた。むしろ、この先は魔獣が出るのだから、悠ゆう長ちように休憩している暇などない。休むならここが最後になる。

　ほどなく、少し戻ったところでアイナが馬を止めた。

「ここです、旧道の入り口」

「ここ、か？」

　リエトはいぶかしげにまばたきをした。道というより、獣道に近いのではないか。

「はい。ほら、道標があるでしょう」

　ひらりと馬を下りたアイナが、草むらに埋もれている石柱をとんとんと叩いてみせる。

「これが旧道の目印ですよ」

　確かに、人が横に並んで二人ほど通れそうではある。さすがに馬は無理そうだ。

「……これはどこまで行けるんだ」

「行ってみないとわかりませんね。村の人たちも魔獣のいるところまでは入らないから、奥の方は草に埋もれて見えなくなってると思うって言ってましたし。でも、地図があるしルートはだいたいわかってますから大丈夫ですよ」

　にっこりと笑うアイナに、リエトは妙な安心感を覚える。

　資格持ちとはいえ、アルバイトでまだ学生のアイナが見せる落ち着きぶりは、確かに場数を踏んでいると感じさせる。

「俺はさっぱりわからんからな。アイナに任せる」

「はい。地図を確認しながらですので、ちょっと時間がかかっちゃいますけど、そこは我が慢まんしてください」

「ああ、わかってる。どうせお前がいないと着けないんだ。頼んだ」

「はい。任されました」

　リエトは小さく笑って、その栗色の髪をくしゃりと撫でた。

「うわっ！」

　途端に、撫でられた頭をあわてて押さえて真っ赤になるところは、年相応でかわいらしい。

　努めてしっかり振る舞おうと、少し乱みだれた髪を手櫛で整えて、生き真ま面じ目めな顔を作るのもほほえましい。

　リエトは自分が浮かれていると、自覚していた。

　二人は馬を下り、いたわるようにその首くび筋すじを叩いてやる。

「ほら、行け」

　リエトが促すと、馬たちは直すぐに首をめぐらし、元来た道を帰っていく。なかなかに仕込まれたいい馬だった。

「じゃあ、行きましょう」

「ああ」

　短い休憩のあと、アイナの先導で、二人は旧道に踏み入った。

　村人が話していたとおり、魔獣の住処が近いとはいえ、多少の行き来はあったようだ。踏み固められた地面が、それを物語っている。

　けれど、あまり人が入らなくなったせいか、森は手入れもされず、うっそうとしている。そのせいで山野草や木の実は生えるに任せて旺おう盛せいに育っており、それを採りにここに分け入る者がいるような痕こん跡せきもあった。

　百メートルごとにあると言われたとおり、ところどころに立っている石柱を確認して地図に描き込む作業のため、アイナは時折足を止める。リエトは、そのたび歩みが止まることには特に文句はないようで、苛々した様子もなく待ってくれていた。

　けれど、三つ目の石柱を越えたあたりから、だんだん道が狭せばまり見えづらくなってきた。

　アイナは地図に目を落とし、リエトを見上げた。

「そろそろ魔獣の生息域に入ります」

「わかった。ここから先は危険だ。気をつけろ」

「はい」

　しっかりうなずくアイナに何かを言いかけ、リエトは難しい顔をして結局やめた。

　先導は、マッピングと案内をかねるアイナだ。危険ではあるが、道がわからないリエトが先に行けるわけもない。いよいよ道が見えなくなってきて、横に並ぶこともできなくなる。

　先に立って魔獣の先制攻撃を受け止めるのは、本来リエトの役目だが、その危険性を重々わかっていても、どうしようもない。

　アイナは仕事だと割り切っているようだが、リエトの方はそうはいかなかった。彼女を守る盾たてでありたい。そう思うのに、役に立たない自分がもどかしい。

　あれほどアイナの同行を渋っていたくせに、こうなってしまうとすっかり彼女に頼ってしまっている。おまけに、自分の身は自分で守れと言っておいて、アイナを守りたいと思う矛む盾じゆんに、情けなさに余計拍はく車しやがかかった。

　不意に、近くに獰どう猛もうな気配を感じて、リエトはとっさにアイナの腕を引っ張った。

「ふぇ!?」

　情けない声を上げてたたらを踏んだアイナがリエトの後ろにかばわれた瞬間、藪やぶから飛び出してきた影が、彼女がいた場所を横切っていた。

「魔獣だ」

　リエトが短く告げる。

　後ろ足はウサギのようで、でも顔はタヌキのような……。見たこともない獣の目は、らんらんと燃える赤。その殺意は明確で、アイナはひゅっと息を吞む。

「下がってろ」

「はい！」

　リエトの言葉にうなずいて、彼女はそのまま一歩二歩と退いた。

　それを確認したリエトが半身に構えた瞬間、魔獣が躍おどりかかる。同時にリエトが抜いた魔銃は、魔獣の中心線をたがわず撃うち抜いていた。炎ほのおに包まれ、叫さけび声ごえを上げて魔獣が絶命した時。

「リエトさん、左上！」

　アイナを守るような白い獣の威い嚇かくの声に、とっさにアイナが声を上げた。

　リエトが弾かれたように視線を上げるのと同時に、もう一体の魔獣が飛びかかってきた。

　せつな──、魔獣は弾かれたように吹き飛ばされ、絶命していた。

　リエトの、魔銃を持っていない方の手に握られていたのは、一振りの剣。

　右手に剣、左手に銃。今まで数々の冒険者を見てきたが、こんなスタイルは初めてだ。
















「アイナ、もういいぞ」

　安全を確認したリエトに、アイナは跳ねるように駆け寄った。

「もう……もう、すっごかったです！　かっこよかった！」

「まあこの程度の魔獣相手ならこんなもんだろう。別べつ段だんすごいわけじゃない」

　特に表情も変えず平然と言うリエトに、アイナはきらきらした目を向ける。

「でも、魔銃だけじゃなくて剣も使うんですね。どうしてですか？」

「弾だん丸がんはたくさん持ってるが、それでも弾切れになった時のことを考えるとな。節約の意味もあるし、保険の意味もあるし、単純に手数が多い方が有利だしな」

「なるほど！　さすがＡランク冒険者は違いますね！」

「ていうかお前は！　俺は今みたいに戦せん闘とうになったら構ってられないからな！　ちゃんと自分の身を守れるんだろうな!?」

　リエトが苦虫を嚙かみ潰したような顔で説教すると、アイナはにこりと笑った。

「大丈夫です、私はこれで」

　と、自身の背丈ほどもある杖をトンと地面についた。すると、ぶわん、と力が解放される。それはドーム型に展開し、杖を中心にしてアイナの体を包つつみ込んだ。それを見たリエトが目を剝むく。

「おい、それは！」

「はい、絶対防御の杖です。危険地帯にしか持って行きませんけどね」

　それは、強力な結界を発動する魔具だ。防御の力が発動する道具は数あれど、絶対防御を発動する魔具は希少価値が高く、比例して高価だ。

　アイナのような子供が普通に持てる代物ではない。

「お前、よくそんなもの持ってたな」

「両親がお守り代わりにくれました」

「お前の両親は何者だ」

「ただの冒険者ですよ」

　間かん髪はつを容いれずに答えたアイナの言葉に何かを感じ取ったのか、リエトはそれ以上追つい究きゆうしてこなかった。アイナは少しだけ視線を落とし、首元の獣をそっと撫でた。それをじっと見ていたリエトが何も言わず、踵きびすを返す。

「行くぞ」

「はい」

　アイナは、気を取り直したようにうなずく。そうして、二人はさらに奥地へと進んでいった。







　がさり、という音にリエトが瞬しゆん時じに反応する。

「アイナ、下がれ」

「はいっ」

　リエトの指示に従い、アイナは後方に気を配りつつ素す早ばやく数歩飛びのいて、手にした杖をとんと地面についた。途端、ぶわりと力が解放され、アイナを包む魔力の壁が構築される。

　非戦闘員は足手まといになってはいけない。それは、アイナの両親から口を酸すっぱくして叩き込まれている。戦えないならせめて、お荷物にだけはなるな。それを心得ているアイナの動きには迷いがない。安全な結界の中で、リエトの背中を見守る。

　既に数度の戦闘で、リエトの方もアイナの意図と行動がわかったようだ。最初はちらりと視線をよこしてアイナの無事を確認していた彼だが、今はアイナの方を振り返ることすらしなくなっていた。それは、リエトの信しん頼らいだと、アイナは高揚する胸の内で思う。

　藪から現れた狼のような四つ足の魔獣は、背中に角のような突とつ起きが並んでいた。いつの間にか三頭に囲まれている。だが、リエトは動じることなく得物を抜いた。

　右手に魔銃を、左手に剣を。その剣捌さばきは流れるように流りゆう麗れいで、無駄がない。

　左から飛びかかる一頭を切きり裂さき、右から襲う一頭を氷の弾丸で打ち抜く。残りの一頭も剣で牽けん制せいしながら、最後は銃でしとめた。

　三頭相手にまったく危なげのない戦いぶりに、アイナも思わず見とれたほどだ。Ａランクというのもうなずける。それどころか、アイナの目にも、その実力はランク以上のものを備えているように見えた。

　冷静に戦せん況きようを見極め、目や耳だけではない五感をフルに使って、周囲の気配を探る。

　対たい峙じした数すう瞬しゆんで相手の動きを見切り、常に先の動きを読みながら動いているようにアイナには見て取れた。それはもちろん、両親という優ゆう秀しゆうな冒険者二人を身近で見てきたアイナだからこそそう感じたのだ。

　アイナの両親も、冒険者ランクは低くはない。少なくとも、リエトの戦闘能力に関しては、父にも匹ひつ敵てきするような気がした。

　地図を見ながら進んでいたアイナが立ち止まり、草をかき分けて倒れた石柱を確認する。

　それを手元の地図に描き込んで何やら数えてから、アイナは顔を上げてリエトを見た。

「新しい方の道から分岐して、これで石柱が十二本目です。石柱は百メートルに一本立っていますから、およそ千二百メートル。屋敷まであと二百メートルです」

「近いな」

「はい、もうすぐです。頑張りましょう！」

　アイナの明るい声に、リエトはほっとしていた。

　どこまで続くかわからない場所を進んでいくのは、それだけで気力が削られる。それは、アイナに助けられた山中で嫌というほど味わっていた。だから、終わりが見えているというのは、それだけで安心できる。

　ガイドの存在、というよりもアイナの存在が、これほど心強いとは思わなかった。

　リエトは、迷いなく進むアイナの背中を見つめながら、心臓のあたりにじわりと熱がくすぶるのを自覚していた。

　ほどなく、アイナの言うとおりに森が開け、屋敷が見えてきた。

「あれですね」

　地図を確認したアイナが、リエトにうなずいてみせる。

　それは、子爵家の屋敷にふさわしい、二階建ての堅牢な建物。……ただし、つたに覆われ、窓がところどころ壊こわれてなくなっており、入り口の扉は大きく開いたまま蝶ちよう番つがいが外れて傾いている。

　さんさんと日の光が降ふり注そそいでいるにもかかわらず、玄関から先は薄うす暗ぐらく、何が潜ひそんでいてもおかしくない暗い雰囲気を醸かもし出していた。どこからどう見ても立派な廃墟だ。いやもちろん、四十年ほど放置されているのだから当然なのだけれども。

「気をつけろ。何がいるかわからんぞ」

「はい」

「見取り図は」

「大丈夫、ここに入ってます」

　リエトを見上げてトントンと人差し指でこめかみのあたりをつついてみせるアイナの姿は、頼もしい。それを見て、リエトは笑った。

「ああ。頼りにしてる」

　それから、リエトは周囲を見回した。近くに魔獣の気配はない。アイナが「あと二百メートル」と言ったあたりから、不思議とぱたりと魔獣に遭そう遇ぐうしなくなっていた。

　それまでは、ざわざわと肌を刺すような禍まが々まがしい気配──害意と、食しよく欲よく──を、明確に感じられるくらいだったのに。それが……ここには、ない。

「静か、ですね」

　ぽつりとアイナが零す。獣は、警戒した様子を崩さない。アイナの肩の上で、時折威嚇の声を上げながら、周囲をうかがっている。

「ここだけ魔獣がいないなんてことはないと思うが……」

　眉をひそめて、リエトが言う。妙だ。それだけは、はっきりわかる。だが、躊ちゆう躇ちよしていても仕方がない。行くしかないのだから。

　深呼吸したリエトが、振り返ってアイナを見た。

「俺のそばを離れるなよ」

「大丈夫です。杖もあるし、いざという時は私に構わず動いてくださいね」

「そう言ってもらうと少しは気が楽になるな」

　リエトは笑ってアイナの頭をくしゃりと撫でた。

「とっとと終わらせるぞ。邪魔なものは魔獣だろうがなんだろうが、全部薙なぎ払う。それだけだ」

「簡単に言いますけど、どこから来るんですかその自信は」

　呆れたようなアイナの言葉に、リエトは顎を上げて笑った。

「俺の腕にかけて、ってところだな」

　本人はかっこいいことを言ったつもりだろうが、アイナは軽く肩をすくめただけで、あまり感動はしなかったようだ。

「よし、行くぞ」

「はい！」

　そして、リエトがアイナを背にかばうようにして、壊れた扉をくぐった。

　警戒しつつ踏み込んだ邸内は、しんとしていた。左右に気を配りながら、広い玄関ホールを進む。正面には大きな曲がり階段が左右に展開し、二階まで延びていた。

「左です」

「ああ」

　アイナの指示で、左の階段を上った。リエトが周囲に視線を走らせながら進む。アイナも、少しの物音も聞き洩もらさないように耳を澄ませた。

　かつては赤い天鵞絨ビロード張りの立派な廊下だっただろうが、埃が降り積もり、ところどころ爪で引っかいたようにめくれ上がって、元の優ゆう美びさは失われている。

　何かの骨が転がっているところを見ても、魔獣は邸内にいたはずだ。けれど痕跡だけで、姿はない。

「どこかの部屋に潜んでいる可能性なんて……」

「人間のように扉を開けて出てくるのか？　魔獣が？」

　リエトの言うとおり、二階の廊下に面した部屋はすべて、扉がきちんと閉まっていた。貴族の屋敷だけあって、扉は高級な木材を使っているようで、見るからに厚くてしっかりしている。四つ足の魔獣が開けて出てくるとは到底思えない。けれど、アイナは違和感に首をかしげる。

「何か、ちぐはぐというか、納得できないというか……。魔獣がいないのはいいことだけど、変な感じです」

　屋敷の周りに魔獣はいなかったのに、屋敷の中はちゃんと痕跡がある。けれど、気配はしない。静かすぎる。だからといって、ここに魔獣がいないとは思えない。

　リエトも、考えていることは同じだ。だが、判断材料が足りない。気をつけるしか対処方法がなかった。

「そうだな。気を引き締めていこう」

「はい。あ、そこの左の扉です」

　目指すは当主の執務室。リエトが注意深く扉を開ける。埃が舞い落ちるのを待って、中に入った。

　廊下と同じように、降り積もった埃でもはや床の色がわからない。かつては豪奢だっただろうシャンデリアも、無残に床に落ちて粉々になっている。埃だらけの立派な執務机だけは、かつての重厚さをかろうじて保っていた。その、執務室の壁に、肖像画はあった。

　ラベンダー色のドレスを着た貴き婦ふ人じんの絵。

　幸い、日の当たらない壁にかけられていたため、多少の色あせはあるものの、なんとか観賞に耐たえうる程度に見られる。

　それほど大きいものではないそれを、リエトは注意深く額から外して背負い袋にしまい込む。これで、当主の依頼はクリアだ。

「よし、次は書斎だな」

「あの扉から先ですね」

　見取り図を頭に浮かべながら、アイナが指差す。書斎は執務室に隣りん接せつしていた。

　リエトは慎しん重ちようにドアノブを回し、中の様子をうかがった。

　そう大きくない部屋だけれど、立派な本棚が並び、書斎というよりは小さな図書館のようだ。リエトは左右、頭上に視線を走らせ、扉の中に滑すべり込む。

「大丈夫だ、魔獣はいない。アイナ、扉を閉めたらそこを背にして防御結界を張っておけ。ぐるっと見てくる」

「はい」

　リエトの指示に従い、扉を閉めて杖をトンと床につき、防御結界を張る。扉に手をかけ、何かあってもすぐに動けるようにして、リエトの指示を待つ。

　ぐるりと部屋を一周したリエトが、アイナを手招いた。

「危険はないようだ。じゃあ、これからこの本を探すんだが、手伝ってくれ」

　そう言って見せられたメモには、『ロゼッタ・カーン　呪じゆ術じゆつ教本』と書かれていた。

「これは？」

「三百年前の魔術師が書いた教本だ。呪のろいや制約といった術の解かい呪じゆに長たけていた人物らしい。ただ、術師本人が悪あく魔まと契約したという疑いをかけられて刑けい死しに処しよせられ、その魔術書のほとんどが焚ふん書しよにあったために、現げん存ぞんする魔術書がとても少ない。だが、そのうちの一冊が、どういうわけか子爵家に伝わっていたんだ」

「なるほど、わかりました」

　アイナはうなずいて、リエトと手分けして棚の本の確認を始める。

　背表紙は色あせているものが多く、掠かすれて判別しづらい。目が疲れる作業だった。しかも、個人の書斎とはいえ、蔵ぞう書しよ量りようは充じゆう実じつしている。ある程度分類はされているようだけれども、目指す棚にはなかなかたどり着けなかった。

　そして、四番目の棚にさしかかった時。下から順に背表紙のタイトルを確認していくと、中ちゆう段だんあたりから魔術関連の書物が並び始めているのに気づいた。

　期待しながら舐なめていったアイナの目は、一度行きすぎた後、戻ってその一点に固定される。棚の一番上、紺色のような、灰はい色いろのようなすすけた背表紙に、確かに『ロゼッタ・カーン』の金文字が見えた。

「あった！」

　けれど、その棚はアイナの身長では届くか届かないかのぎりぎりの高さに見えた。周囲を見回してみても、踏み台はない。

　一瞬リエトを呼ぼうかとも思ったが、この程度で声をかけるのもためらわれて、やめた。背せ伸のびして手を伸ばせばいけるかと踏んで、本棚に取りつく。

　一番下の段が、わずかに張り出していた。そこに足をかけてつま先立ちをして、手を伸ばす。指先が背表紙の下の方に触れた。

「おい、アイナ。見つかったか？」

「はいっ。もうちょっと……！」

　その時、ひょいとリエトが顔を出した。棚板に手をかけて、少しでも体を持ち上げようと、ぐいっと体重をかけたそのせつな。

　がたんっ、と棚板が外れた。もろくなっていたのか、その下の段もろともに。

　どっ、と本が雪崩なだれを打ってアイナを襲う。

「きゃあっ！」

「アイナ！」

　瞬間、ぐんっと手を引かれ、どんっ、と硬い何かにぶつかった。

　どどどっ、と耳をふさぎたくなるような音とともに、大量の埃が舞う。

　ぎゅっと閉とじていた目を恐る恐る開けると、視し界かいいっぱいの紺色の上衣。

　あれ、と思う間もなく、ぐるりと体を入れ替えられ、背後の本棚に押しつけられた。

　リエトの切せつ羽ぱ詰つまった顔がぐっと近づき、息を吞んだ時、大きな手がアイナの両頰を包む。

「大丈夫か、怪我は!?」

　リエトにすっぽり包まれるような体勢に気づいた瞬間、アイナの頰がカッと燃えた。

「だだだ、大丈夫！　ですっ！」

　次には再びリエトの腕の中。後頭部に回った手で、ぐっと肩に顔を押しつけられる。頭上で、ほうっと吐かれた息に、ふるりと震えた。

「びっくりさせるな。怪我がなくてよかった」

「や、あ、あの……っ」

　どうしたらいいのかわからない。突き飛ばすことはできなくて、離れようと腕に力を入れてみても、囲う腕わん力りよくの方がはるかに強い。アイナはただリエトの服にしがみついて、はくはくと息を弾はずませるしかなすすべがなかった。

　リエトがようやくアイナを離すころには、酸欠で倒れるかと思ったぐらいだ。リエトはちょっとだけ怒ったような顔で、ぽんぽん、とアイナの頭を叩く。

「気をつけろ」

「は、はい……っ」

「年月がたって、棚板がもろくなっていたんだな。本はあったんだな？」

「は、はい。でも、この中に埋まっちゃって……。ごめんなさい」

　そう言って、アイナは足元を埋める本の山に目を落とした。二、三百冊はあるだろうか。

　山のように重なる本をしばし無言で眺めて、リエトはよし、と切り替えるように声を上げた。

「逆にこの中にあるとわかっているなら、二人で探せばすぐだろう」

「紺色っぽいような灰色っぽいような、すすけた背表紙でした」

「わかった」

　言うなり、リエトは足元の本を確認してはひょいひょいと無造作に放り投げていく。

　あまりの大おお雑ざつ把ぱさに、アイナはあわててその袖にすがって止めた。

「ちょ、ちょっと！　本は大事に！　もしかしてほかに価値のある本があるかもしれないのに！」

「そんなのはそういう本を探しに来た奴が持っていけばいい。俺にとっては価値がない」

　言い返すリエトの声はにべもない。確かに、お宝を探しに来たわけではないけれど。

「それはそうですけど！　一応他ひ人との物なんだし、せめて片づけくらいは！」

「そんなこと言ったって、誰が好き好んでここに足を踏み入れるんだ。棚も壊れたし、片づける必要なんかないじゃないか？　時間もないんだ、ほっとけ」

「そう言われてしまえばそうだけど。でも、本に罪はないんだし」

　少し不満で軽く唇を尖らせながら、アイナはせめてとリエトが投げ出すそばから本を重ねていく。本当は二人で探した方が早いのだけれど、リエトを放っておくと、確認した本もしてない本も一緒くたになりそうだった。うっかり一度見た本をまた確かめるなんて無駄なことになりかねない。

「おお、あったあった」

　そうやって、リエトがぽいぽいと投げた本をアイナが片づける、というルーティンを確立してすぐに、リエトが本の山から一冊の本を取り出した。

　確かにそれは、さっきアイナが見かけた、灰色がかったあせたような背表紙だった。けれど、隠れていた表紙は深い紺色の、天鵞絨ビロードの立派なものだ。

　リエトは注意深く中を開いて、満足そうに笑った。

「うん、紙の傷みも少ないし、中の字も判別できるな」

　そうして、大事そうに袋に包み、それをカバンへとしまう。

「よし、これで用は済んだ。とっとと帰るぞ」

「はい」

　目的の物を手に入れたリエトは上機嫌だった。今にも鼻歌でも歌いだしそうなくらい。

　足取りも軽く、魔獣の姿がない廊下を進んでいく。

　だがそんな余裕もつかの間。中央ホールへ続く曲がり階段へ出た時だった。不意に肩に乗っていた獣が立ち上がり、鋭い威嚇の声を上げた。

「どうしたの？　……っな」

　獣の行動に驚く間もなく吹きつけた生なま臭ぐさい風と低い唸り声に、二人は足を止めた。

　はっとして階下に視線を向けたアイナの全身に、ざわっと鳥肌が立つ。

　同じく視線をやったリエトが鋭く舌打ちをした。その横顔は、見たこともない緊張感と、険しい雰囲気をありありと浮かべている。

　玄関扉の前に陣じん取どっているのは、巨大な魔獣。それこそ、玄関をふさぐほどの巨きよ体たい。

　見れば、玄関の左手の扉が開いていた。アイナは頭の中に見取り図を思い浮かべる。

「あそこの扉……入ってきた時には閉まってたはずです。確か、ダンスホールだった部屋です」

　確かに、大きく高い観音開きの扉は、そのサイズの魔獣でも楽に通れるだろう。

「気配を消して、あそこに潜んでたってことか」

　リエトは苦々しくつぶやいた。

「なるほど……獲物を誘い込んで、出口をふさいで食っていたのかもしれないな。餌がなければ魔獣同士で共食いもする。食われたくない奴らはここには近づかないだろう」

「だから、この屋敷の周囲に魔獣の気配がなかったのかもしれないですね」

　その推すい測そくは、おそらく当たっているだろう。いくら魔獣でも、近づくと食われるということくらいは本能的にわかっているのかもしれない。

　今までの魔獣たちとは比べ物にならない大きさ。瘴しよう気きすら感じるその姿は、巨大なトカゲのようだ。

「どこかに逃げ道は……窓から出るとか」

「無理だ、追ってくるぞ」

　リエトは銃と剣を抜きながら答える。

「入り口、見たか。ちょうどあいつが通れるサイズだ。えぐれたように壊れているってことは、あいつの体の成長に合わせて削けずり取られたんだろう」

「だけど、この杖を使えばあいつの攻撃を防げます！　外に出てしまえばなんとか……！」

「撒まくのは無理だ。村まで追ってきたらどうする」

「でも、生息限界を越えれば追ってこないかもしれない！」

「結界があるわけでもない、柵があるわけでもない。追ってこないと誰かが証明しているか？　俺たちが逃げた影響で、村に被ひ害がいが出たらどうする？　どっちみち、やるしかない」

「や、やるしかないって！　あれって討とう伐ばつ依頼レベルの魔獣じゃないですか!?」

「だろうな。一単位か……二単位か」

　魔獣や魔物といった類の討伐依頼は、通常五人一組を一単位として行われる。対象の数や強さによって、単位が増えていく仕組みだ。

　つまり。この魔獣に対しては、少なくとも五人一組以上で当たるレベル、ということだ。

　それに、リエトは一人で立ち向かおうとしている。

「悠長なことは言ってられない。やらなきゃ食われる」

　そう言うリエトの眼前で、魔獣が動き始めた。リエトの頰を汗が伝う。

「アイナ、結界を張れ。絶対動くなよ」

「で、でも……っ！」

「荷物を頼む。お前は絶対に、守る」

　リエトは、背負い袋を下ろしてアイナの手に押しつけた。

　魔獣から目を離さないまま、リエトの指なしグローブをつけた大きな手が、一瞬アイナの頰を包んだ。

「行くぞ！」

　気合を込めて叫び、リエトは手すりから階下のホールへと身を躍らせた。

　すかさず口を開けて襲いかかる魔獣のその口の中めがけ、炎の弾丸を食らわせる。

　出会いがしらの一撃にひるんだのか、頭を振って後ずさる魔獣の左前脚に剣を叩きつけた。飛び散る体液を避さけ、傷きずついた左前脚にガンガンと二発続けて撃ったのは氷の弾丸。

「っらあっ！」

　瞬時に床に氷づけにされた左前脚に向かって、リエトが跳ちよう躍やくする。逆手に持った剣を、体重を乗せて垂すい直ちよくに突き刺した。

　そのまま、床に縫ぬいつけられた足をばたつかせてもがく魔獣の左目を、リエトは魔銃で正確に撃ち抜いた。

「やった！」

　それは、アイナが思わず歓声を上げるほどの鮮やかさだった。

　炎の弾丸に手ひどく焼かれた目の痛みに、魔獣がもがく。だが──。

　怒り狂った魔獣が、咆ほう哮こうを上げた。縫い付けられていた前脚を強引に引きはがすと、剣はその勢いで部屋の隅すみに飛ばされる。

「くっ……！」

　撃った魔銃の四発目は逸れ、五発目の氷の弾は鼻先に命中したが、そんなものお構いなしに、傷ついた前脚を振るう。

　その爪の一撃から逃れようと後ろに跳躍した瞬間、浮いた体が唸りを上げた尾おに吹っ飛ばされた。

「リエトさん！」

「うぐっ……！」

　悲鳴を上げるアイナの眼がん前ぜんで、リエトの体は階段の中ほどに叩きつけられ、転がり落ちて動かなくなる。その瞬間、アイナは結界を解いて階段を駆け下りた。絶対動くなと言われていたことなど、どうでもよかった。

　提げたカバンを片手で素早く探り、目的の物を摑んだ時には、魔獣はもう目の前に迫っていた。勢いのままリエトに肉にく薄はくするトカゲの鼻先に、アイナは手にした煙けむり玉だまを思い切り投げつけた。

　パンッパンッと立て続けに音を立てて破裂したそれは、目くらましの煙と、こしょうと唐とう辛がら子しの粉をミックスさせたもの。猛獣に襲われた時にこれを投げ、ひるんだ隙すきに離脱するための物だが、魔獣にも効果があるようだ。

　一つだけでも猛獣が逃げ出すそれを立て続けに二つ食らった魔獣は、その強烈な刺激の煙と粉を、顔面にもろに食らう。咆哮を上げ、頭を激はげしく振りながら後ずさった隙にリエトに駆け寄り、アイナは杖の結界を発動させた。回復した魔獣が、地じ響ひびきを立てて突とつ進しんしてくる。怒りのままに振り下ろした前脚が、結界に弾かれた。

　ガヅンっ！　とひずむような音を立て、反射的にアイナはびくりと身を震わせて目を閉じる。息を詰めてそっと目を開けたアイナは、魔獣の攻撃を弾く結界に青ざめながらも胸を撫で下ろした。

　目の前に、恐ろしい魔獣がいる。尚も、前足や尾が攻撃を加えている。害意を剝き出しに、至近距離で咆哮する口。がばりと開いたそこに並ぶ禍々しい牙きばと、赤黒い口こう腔こうに怖おぞ気けをこらえることができず、アイナはすがるように、動かないリエトの上衣を握り締めた。

　アイナが杖に力を込めている限り、結界は絶対に壊れない。結界で守られた自分たちに、魔獣の牙も爪も届かない。そうとはわかっていても、あまりの近さに本能的に後ずさりそうになる体を必死でこらえ、アイナはリエトをもう片方の手で抱かかえ起こした。

「リエトさん、リエトさん！」

　何度呼んでも、リエトは動かない。唇が切れたのか、血がにじんでいる。閉じたまつ毛は、ぴくりともしない。まさかと顔の上に伏せた耳に、浅い呼吸が聞こえる。息はある──。

　ほっとして泣きそうになりながら、アイナは必死に声をかけた。

「リエトさん、起きて！　しっかりしてください！　お願い、起きて！」

　けれど、リエトが目を覚ます気配はない。

　その間も魔獣の結界への攻撃は続いていた。

　魔獣の爪や牙での攻撃が弾かれるたび、バチン、バリバリッ、というひずむような音と衝しよう撃げきが、結界を襲う。思わず身をすくめてしまうほどのそれは、いつか結界が壊れてしまうのではという恐きよう怖ふとなって、アイナの肩を震わせる。

　魔獣の方は、ようやく結界が破れないと悟ったのか、少し離れて結界の周りをぐるぐる回り始めた。

　絶対防御の杖がある以上、攻撃はしのげる。けれど、リエトを担かついで移動するには、アイナは小柄で非力すぎた。このままでは脱だつ出しゆつもできず、ここで時間が過ぎるのを待つしかない。

「リエトさん、ねえ！」

　怖くて不安で、アイナはリエトに助けを求めるしかなかった。すがる小さな手が、震える。

「リエトさん、お願い、起きてってば……！」

　何度目かの呼びかけの声が落ちるか落ちないかという時に。

　それまでアイナの肩の上で見守るようにしていた獣が、突然するりと下りて結界の外に飛び出していった。

「あっ!?　どうしたの、何してるの!?」

　思わず声を上げたアイナの目の前で、小さな獣が、自分より何十倍も大きな魔獣に勇ゆう敢かんに立ち向かっていった。

　歯を剝き、威嚇の声を上げながら、その素早さで果か敢かんに襲いかかり、硬い皮ひ膚ふに小さな牙を立てる。まるでうるさいハエを払うような仕草をする魔獣の足や尾をひらりひらりとかわしながら、見事な素早さで獣は魔獣を攻撃する。

　けれど、体格差はいかんともしがたく、獣がいくら攻撃を仕し掛かけようとも、魔獣に効いているようには見えなかった。

　そのうち、ついに避けきれず魔獣の爪に引っかけられ、獣が宙ちゆうを飛ぶ。

「ああっ！」

　アイナは悲鳴を上げた。だが、壁に叩きつけられ、それでもなお、獣は牙を剝いた。

　主人であるリエトを守ろうとしているのか、魔獣を引きつけるように、誘導しているようにさえ見える。

　だが、劣れつ勢せいは明らかで。今度は上から、太いしっぽで潰されるように床に叩きつけられた。

「ダメ、戻って！」

　たまらずアイナは叫んだ。けれど、獣はアイナの声に応えない。よろよろと立ち上がり、白い毛皮に血をにじませながらも威嚇の声を上げる。

「死んじゃうから！　結界の中に来て、早く！　戻りなさい！」

　必死の呼びかけが、頭のいい獣に聞こえないはずはない。獣が魔獣の前足に嚙みつき、振り払われる。

「お願い、戻って！　お願いだから！」

　懇こん願がんにも似た、悲鳴のような声は、獣を止められない。

　当然だ、獣の主人はアイナではない。アイナがどんなに叫ぼうとも、その言葉に強制力などない。

　リエトは傷つき、獣も傷ついている。それなのに、アイナは結界を張ることしかできない。無力感に、アイナの目に涙がにじむ。その時。

「アイナ……っ」

「リエトさん！」

　ようやく気がついたらしいリエトがうめく。抱えていた手を支えるようにその背に当てて、リエトを助け起こした。そして、間髪を容れずに突きつける。

「リエトさん、獣に命じて！　魔獣を倒せって！」

「は？　何を言ってるんだ？」

「いいから早く！」

「馬鹿を言うな、あんな小さいやつに魔獣が倒せるものか」

　全身の痛みをこらえて顔をしかめるリエトに、アイナはなおも言いい募つのる。

「私じゃダメなの！　リエトさんにしかできないの！　あの子の主人であるあなたにしか！」

「意味が解らない。あれは俺の物じゃない。俺はあれとなんの関係もない！」

「あなたがなんと言おうと、あの子の主人はあなたです！」

　リエトは苦しげに顔を歪ゆがめて拒否する。けれど、アイナは引かなかった。必死の形相でリエトに詰め寄る。

「あの子には力があるのに！　あなたにも命じる力があるのに！　なんでそうしないの!?」

「それは君には関係のないことだ！」

「私じゃ……私じゃ命じたくてもできないのに！　獣は主人の命令しか聞けないのに！」

　せきを切ったように涙をあふれさせたアイナに、さすがのリエトも口をつぐむ。

　その間にも、目の前では魔獣が獣をいたぶり続けていた。爪に引っかけられて振り回された小さな体が、壁に叩きつけられた。悲鳴を上げたアイナが飛び出そうとするのを、リエトが反射的に後ろから抱きすくめて止める。

「離して！　あの子が死んじゃう！」

　跳ね返って床に落ちた獣に、アイナは泣きながら手を伸ばす。

「ダメだ、出るな！　あいつは本気であれを殺すつもりはない。遊んでるだけだ。俺たちを結界の外に誘い出すために」

　よろよろと起き上がった獣は、傷だらけの体でなおも魔獣に牙を剝く。

　それは、リエトのその視界にもちゃんと映っているはずなのに。リエトは何も言わず、何かをこらえるような顔をして、それを見ているだけだ。

「だからって見殺しにするの!?　そんなのひどい！　あの子は私たちを助けようとしてるのに！」

　身を震わせる苦しい叫び。ぼろぼろと泣きながらもがく体を腕の中に閉じ込めて、リエトはぐっと奥歯を嚙んだ。

　あれは、疫やく病びよう神がみだ。あれは、悪魔だ。あれは、リエトにとってすべての元げん凶きようだ。

　目の前から消え失うせてくれるなら、なんでもする。このままいなくなってくれればいい。それがリエトの望みだ。けれど。

「お願い、あの子を助けて！　私じゃダメなの、リエトさんじゃなきゃダメなの！　あの子もそれを待ってる！　ただなついているだけの私じゃ、あの子になんの力もあげられない……！」
















　アイナの悲ひ痛つうな声が、空気を震わせ、胸に落ちる。助けたくても助けられない。目の前の凶きよう行こうを、指をくわえて見ているしかない無力感は、リエトにも覚えがあった。

　そうしている間にも、魔獣の前脚が、床に転がる獣を踏みつけた。大きな脚に体重がかかって、『キュウ……』と力ない鳴き声にアイナが悲鳴を上げる。

「やめて、殺さないで！　リエトさん、助けて、お願い！」

　泣きながら「助けて」と繰り返すアイナの姿に、リエトは一瞬、覚悟を決めるように目を閉じる。それから、すうっと開いた深いブルーの瞳に、迷いは跡形もなくなっていた。




「おい、白いの！　情けなくやられてる場合か！　あの魔獣を倒せ！」




　リエトの掠れた声が響き渡った瞬間、今にも潰されそうになっていた獣の耳が、ぴんっと立った。ついで、ぶるりと体を振るわせたその体が、一気に巨大化して魔獣を跳ね飛ばす。

　重い音を立てて転がった魔獣は素早く起き上がり、途端にグルルル、と威嚇の唸り声を上げた。

　傷の名残がある毛皮は体液に汚れているが、さっきまでのダメージを微塵も感じさせない立ち姿は、魔獣と互ご角かく以上の大きさになっていた。

「な、なんなんだ、あれは……」

　リエトが啞あ然ぜんとしていると、今度は、白い獣の咆哮がびりびりと空気を震わせた。アイナはとっさに耳をふさいで、リエトがそれをかばうように腕に力を込める。

　獣がすっと身を低くして臨りん戦せん態勢になった途端、怯えたように魔獣がその動きを止める。

　次の瞬間、魔獣に襲いかかった獣が、その頭を前脚で叩きつけるように床に押さえつけ、首にがぶりと牙を立てた。ごぎん、ぼりっ、ぐしゃ、という耳みみ障ざわりな音と、魔獣の断だん末まつ魔まの叫びは同時だった。

　ホールに、しん、と静せい寂じやくが落ちる。獣が、魔獣の死し骸がいをずるりと引きずって、こちらを向いた。そして、くわえたままのそりと近づいてくる。

　不思議と怖さは感じない。その宝石のような目は、理知的ですらあった。

「なんだ……？」

　意味が解わからず呆然とつぶやくリエトに、アイナは涙をぬぐいながら笑いかけた。

「たぶん、しとめた獲物をご主人様に見せに来たんです。ネズミを捕って持ってくる猫と似たようなものです」

「ああ、いらん、そんなもの」

　リエトが力なく言うと、ぴくりと耳を立てた獣は魔獣の死骸をあっさりと放り出した。

　そして、二人の前で猫のようにおとなしく座り込む。その姿は、でかいのに妙な愛嬌があって、アイナの緊張もほどけていった。

　アイナは杖に触れて、結界を解く。その腕の中から、リエトが痛む体をこらえながら起き上がった。

「……くそ、こんなにやられたのはいつぶりかな」

　言いながら、ばさりと上着を脱ぬいだ。突然さらされた肌に、痛いた々いたしい打ち身の痕あとと、広こう範はん囲いにわたる擦さつ過か傷しよう。至近距離の男の肌に羞しゆう恥ちを感じるよりも、怪我のひどさに息を吞む。

「アイナ、悪いが手伝ってくれ」

「は、はい！」

　リエトがバッグから取り出したのは、魔法薬の湿しつ布ぷだ。ギルド御ご用よう達たしのそれは、痛みを和らげ、傷の治りを速める。よく効くと評判の人気商品だった。それを受け取り、リエトの手の届かない背中に、慎重に貼はりつけていく。

「終わりました」

「ああ、ありがとう」

　腕や腹はら側がわを自分で貼ったリエトは、いててとうめきながら上着をかぶってため息をついた。周囲の気配を探るように見回す。

「ほかにはいないだろうな」

　あんなもの、もう一頭でもいたら。けれど、そのリエトの言葉にアイナは首を横に振る。

「大丈夫、いたらこの子が気づきます。それに、もしいたとしても、もう一度命じればいい。魔獣を倒せと。そうしたら、この子は喜んで敵を倒すと思います」

　リエトは、アイナの言葉に何度かまばたきをした。それから、言葉の意味を咀そ嚼しやくするように眉を寄せる。そして、獣を見て、アイナの顔を見てから……。

　当然すぎるほど当然の疑問が、ついにその口から発せられた。

「アイナは獣に詳しいな。なぜだ？」

　今まで、獣の存在を無視しようとしてきたリエトも、さすがに避けて通れなかったのだろう。思えば、彼女は今まで、獣についてのアドバイスらしきものを何度も口にしている。

　その問いに、アイナは視線を落とした。

「私、獣使いの里の出身なんです」

「獣使いの里？」

「はい。そう呼ばれる村が、北の山さん岳がく地ち帯たいにあるんです。ほとんどの獣使いが、そこで生まれます」

「獣使いが生まれるって……いったいどういう理屈だ？」

　リエトの疑問はもっともだ。けれど、どうしてかはアイナも知らない。

「わかりません。でも、生まれた時に、森から獣がやってくるんです。獣使いの一族は、その子を使し役えき獣じゆうとして一生をともにします」

　つい最近まで、行動をともにしていた両親。

　父は狐きつねのような獣を、母は優美な鳥を、そして弟は猫に似た獣を、それぞれ従えている。

　それを思い出すと、なつかしさと、そして胸の痛みが涙るい腺せんを刺激する。

「もちろん両親も、弟も獣使いで。……でも、私はなれなかった」

　アイナは絞しぼり出すように言うと、膝ひざの上でギュッと手を握り締めた。拳こぶしは白くなるほど強く握り締められ、小さく震えている。

「生まれた日に、獣が現れなかった。……それが私です」

　村には、獣を連れている者たちばかりだ。みんなには当たり前のようにそばについている彼ら。けれど、アイナにはいない。

『どうして私には獣がいないの？』

『いつ来てくれるの？』

『大きくなったら来てくれるの？』

『いい子にしてたら来てくれるの？』

　そういう質問を際限なくしては、両親になだめられる日々だった。

「確かに、選ばれない子供もいるんです。三人兄妹の私のいとこも、二番目には獣がつきませんでした。だからと言って誰も責めないし、そういう子もいるよね、で終わる話です。だけど、私は獣使いになりたかった……。両親のように、弟のように、使役獣が欲しかった。私だけの獣が欲しかった。獣と一緒に戦いたかった。獣使いにどうしてもなりたかった……！」

　アイナの声が、どんどんと涙に掠れていく。

「だから、うらやましかった、あなたが！　どんなになついてくれても、私はこの子の主人じゃない。こういう時にどうしたらいいかわかるけど、獣に命じることはできないし、獣も私の命令に従ってくれない。わかってるんです。だから、あなたがうらやましい！　私は、一番なりたいものにはなれないんです！」

「……そうか」

　リエトの返事は、静かだった。

　しゃくり上げるアイナを、ただ見つめている。それは、落ち着くのを待っているというわけでもなくて。どうしたらいいかわからないというように、ただ黙っているしかない。

　そのアイナの声がやんでしばらくしてから、リエトが口を開いた。

「俺は……そうだな、貴族、のようなものになるのかな、そういう家に生まれた」

　まだにじむ涙を手ての甲こうで擦こすりながら、アイナはやっぱり、と思った。

　なんとなく育ちのよさだとか、自然に身についている態度だとか、この屋敷を持つような貴族とのつきあいまであるし、ただの冒険者にはない雰囲気を持っていると、うすうす感じてはいた。

「お前の言うとおり、生まれてすぐ、どこからともなくこいつが現れた。だが、俺が生まれた国には、獣使いがいない。使役獣という概がい念ねんがない。だから、次第に獣けもの憑つきだと言われ、好こう奇きや恐れの視線にさらされることが増えていった」

　深いブルーの瞳が、足元に落ちる。怪我のせいもあるのか、話している内容のせいなのか。リエトの声にはいつものような張りがない。

　階段に座り込んだまま、話す背中にいつもの自信に満ちた大きさは感じられなかった。

「両親は、最初は気にしないと言ってくれていたんだ。けれど、獣憑きは不吉だと出入りの魔術師が言いだして、この獣をどうにかして追い払えないかと、方法を探し始めた。だが、手をつくしたが効果がないとわかると、次第に俺を隠すようになった。もちろん、俺を心ない視線や噂から遠ざけるためだと言い聞かされてな。……まあ、今となってはどういうつもりだったのかはわからない」

　そう言って一旦言葉を切ると、リエトははあっとため息をついて、ぐしゃぐしゃと髪をかき回した。

「そのころから、不幸が発生すると俺のせいにされるようになってな。ある日、弟が落馬して大怪我をした時、俺の仕し業わざだと、獣憑きの呪いだと決めつけられた。……両親も、悲しい目で俺を見るだけで、……誰も助けてくれなかった。獣が憑いた不吉な子供を当主にはできないと、ついに俺は廃はい嫡ちやくされたわけだ」

「そんな……まさか」

　アイナはその先に続く言葉を持たなかった。震える唇を、ただ閉ざす。

　この国では、獣使いは貴重だ。絶対数が少ないし、特殊な職業ということもある。魔物の討伐にもよく駆り出されるし、災害時にも労を惜おしまず協力するため、人々には好意的に受け入れられている。

　だから、獣使いが訪れれば、どこの村や町でも歓迎してもらえた。獣が憑いているというだけで虐しいたげられる状況は、アイナの理解の範はん疇ちゆう外だった。

　リエトは、投げ出した足に視線を落としたまま続ける。

「俺は父の跡を継つぎたかったんだ。そのための勉強も努力もしてきた。それなのに、この獣一匹で、俺は家族からいらない者にされてしまった。俺の人生は、一度そこで終わってる。……俺も、お前と同じだ。一番なりたいものには、なれない。こいつのせいで」

　その言葉を聞いて、アイナの頭の中でつながった。

　リエトがここに来た目的の、ロゼッタ・カーンの魔術書。

『呪いや制約といった術の解呪に長けていた人物らしい』

　そう、リエトが言った意味は、つまり。

「だから……この子を自分から引き離す方法を探しているんですか」

「そういうことだ」

　何かの結びつきによって現れる獣。ならば、その結びつきが何かを突き止めて、解放してしまえば、獣は自分の前からいなくなる。そういうこと、だろう。

　それほどに厭いとうなら。

　……アイナは、自じ嘲ちよう的てきに、唇を歪めた。意味がないということがわかっていながら、止められない。

「そんなにいらないなら、その子、私にください」

　リエトが苦い顔でぐっと口をつぐんだ。アイナは、なおも言い募る。

「利害は一いつ致ちしてます。あなたは獣がいらない。私は欲しい。譲ってくれれば、解決です」

　そう言いながらも、アイナは自分の目に再び涙があふれるのを知った。

「あの子だって、主に無視されてたらつらいはずです。獣は主が大好きなんです。そういうふうになっているんです。それなのに嫌うなんて、あの子がかわいそう」

　もはや子供の駄々と一緒だ。わかっていても止まらない。

「私の方が、あの子をもっとかわいがってあげられます。あの子を使役できます。あなたがやらないなら、私にください」

「……できるもんならとっくにしてる」

　低く唸るような声は、明らかにアイナの言葉に気分を害しているとわかる。けれど、それもただの意地悪に聞こえてどうしようもない。

「どうして！　どうしていらないあなたのところに獣がいて、私には来てくれないの!?　どうしてリエトさんなの！」

　叫んで、アイナは両手で顔を覆う。もれた嗚お咽えつは、けれど、終息が早かった。さっき一度泣いたせいもあるのかもしれない。それに、自分の感情が子供じみたわがままだとわかっていた。

　肩を震わせながら、アイナはぽつりとつぶやいた。

「……ごめんなさい、ただの八つ当たり。……悔しくて、情けなくて」

　涙はまだ止まらない。家族から離れて、日常的に獣を目にしなくなって、ガイドという仕事に自分の価値を見み出いだして、ある程度時間もたった。自分に折り合いをつけたつもりでいたのに。

　まだ、こんなにも……切望する気持ちが残っている。

　自分にもし獣がいたら、もっとできることがあるはずだ。アイナはもうずっと、そんな思いにとらわれたままだった。

「ただ、自分が何もできないことを獣がいないせいにしただけなの。リエトさんは悪くない。ごめんなさい」

　涙に濡れた声で、アイナはリエトに頭を下げる。リエトにも事情があるのに、嫉しつ妬として、侮ぶ辱じよくした。

「あなたがくれるって言ったって、無理なのに。わかってるのに、私、馬鹿なこと」

　恥ずかしくて顔を上げられない。

「ごめんなさい」

　リエトの手が、うなだれるアイナの頭を優しく撫でる。頰に流れる涙を、指でぬぐった。片手で頰を包まれて、おずおずと顔を上げると、困ったように笑うリエトがいて。

　ほっとしたせいか、新たにぽろりとあふれた雫しずくに、彼が唇を寄せて、そっと、吸すった。
















「アイナの気持ちは、なんとなくわかる。俺が情けないこともわかってる。俺も、いまだに獣というものへのこだわりが捨てられない。国を出てから、もう何年もたってるのにな」

　そう言って、リエトはアイナを優しく抱き寄せた。ことりと胸にアイナの小さな頭をもたれさせる。

　……リエトの心音が、近かった。

「開き直れないし、諦めきれない。だから、もがいてる。こいつがいなくなれば、元に戻れるんじゃないかって、それだけを信じて。こいつの顔も見たくなかったし、とにかく憎にくくて、遠ざけて無視して。……意地になっていると、わかってる」

　リエトの大きな手が、アイナの頭を優しく撫でる。髪の感触を確かめるように、背中まで何度も撫で下ろされて、アイナはきゅっとリエトの紺の上衣にしがみつくしかない。

「俺には俺の事情もあるし、だからといって今すぐこいつを認められるわけじゃない。……だが」

　リエトが少しだけ体を離して、アイナを見つめてきた。

　一瞬諦めかとも思ったけれど、それとは微妙に違う穏やかな笑みに、視線が吸い寄せられる。……眼が、離せない。心臓がうるさい。

「まあ、……今日みたいなのは、悪くないかもな」

　そう言うと、獣がその大きな頭を、アイナを抱いたままのリエトにぐりぐりと押しつけた。渋しぶ々しぶではあったが、リエトがたてがみをぽん、と一つ叩くと、獣は歓かん喜きしたように、その身をぶるりと震わせた。

「いろいろ、目が覚めた気がする。アイナ、ありがとう」

　リエトはアイナの手をすくい上げ、指先にそっと唇を落とした。アイナは、まるで夢でも見ているような気分で、リエトの行動をただぼうっとした頭で眺めていた。

　それから、リエトがふと獣を見上げる。

「しかしこいつ、あの魔獣の気配に気づかなかったみたいだが、どうしてだ？」

「それは」

　リエトの素そ朴ぼくな疑問に、アイナがはっとして、少し言いよどむ。

「……リエトさん、今までずっと獣とかかわらないようにしていたでしょう。主からの命令が、この子たちの強さになります。命じて、使役することで、この子たちの経験値になるんです。獣を育ててもっと強い子にするのも、獣使いの仕事なんですよ。だから、この子、経験値がないに等しいんです。それで小さい姿の時は、うまく魔獣の気配を読めなかったんだと思います」

　その言葉に、リエトはなんとも言えない顔をして黙り込んだ。

　そもそも、リエトは獣の存在を認めていない。アイナに言われるまで、獣を使役したこともないし、今のところ獣使いになるつもりもない。それが原因だと言われても、困る。それがわかっているから、アイナも言うかどうか迷ったんだろう。

　うー、と唸りながら、リエトは髪の毛をかき回して、話題を変えた。

「じゃあ、こいつはなんでこんなにデカくなったんだ？　このままじゃ人目についてしょうがないんだが」

「獣は、主人の命令に宿る言こと霊だまの強さに反応するんです。さっきは、リエトさんが魔獣を倒せと強く思ったから、この子はそれに応えて大きくなったんです。小さくなれって命じれば大丈夫ですよ」

「よく……わからないが」

　ふんふんと顔を寄せてくる大きな獣の鼻はなっ面つらを、リエトは嫌そうに押しのけた。

「ええと、フォルテックで、この子に道案内をしろって命じた時に、少し大きくなったでしょう？　あれは、リエトさんも渋々だったし、それほど力を入れた言葉じゃなかったから、一回り大きくなった程度だったんですよ」

「じゃあ、もし強く念じていたら、こいつはもっとデカくなってたってことか？」

「まあ、そうなりますね」

　街中でそんな事態になれば、大おお騒さわぎになるのは目に見えている。

「でも、さっき言ったとおり、この子経験値ないですし、リエトさんは、たぶんそれほど力を込めて命じることもない……と、思いますし。普通に命じたとしても、騒ぎになるほど巨大化はしないと思います。こんなに大きくなったことの方が、どちらかと言えば想定外です」

「そうか。だが、偶然だとしても、突然デカくなる危険性はあるってことだな」

「今のままでは、否定できません。獣使いは獣の大きさや行動をきちんとコントロールする訓練を受けますから、いきなり巨大化して騒ぎになることは本来ありえないんです」

　またしてもアイナの困ったような言葉に、リエトは再度唸りながらぐしゃぐしゃと髪をかき回した。

　できることなら、獣を自分から引き離したい。その気持ちは変わっていない。コントロールする訓練とは、つまり、獣使いとしての、ということだ。獣を使役するつもりはさらさらない。もちろん訓練だってしたくない。

　リエトは、深いため息をついた。……どうしたものか。

「まさか、強く命じれば命じるほどデカくなるとかないよな？」

「どこまでも大きくなるってわけじゃないですからね。いくらなんでも限度があります。でもこの子、かなり力のある子みたいだから、もう少し大きくなれるかも。今回魔獣を倒せたのは、単純にこの子の個体の強さだけですから。訓練なし経験値なしであのクラスの魔獣を瞬しゆん殺さつって、ホントはすごいことなんですからね！」

「そうか。街中であまりデカくならなきゃそれでいい」

「ですよねー。そう言うと思ってました……」

　まったく興味を示さないリエトの言葉に、アイナはがっくりと肩を落とした。

　アイナとの話で、獣についての知識は多少理解した。いろいろ思うところはあるが、それ以上そのことについては話さなかった。




　帰りは、獣の背に揺られて村への帰路を急ぐ。それを進言したのはアイナだった。

「せっかく大きくなっているんですし、二人背中に乗れますから、乗って帰りませんか？　たぶんお願いすれば乗せてくれますよ」

　もちろん、まだ獣を疎うとましく思う気持ちはある。けれど、現実問題として、自分はそこそこの怪我人だ。湿布で痛みを和らげているとはいえ、もしかしてあばらの一本二本はいっているかもしれない。さすがにここから村までの一時間以上の道のりを歩いて戻るのは厳しいだろう。

「……俺とアイナを、背中に乗せて村まで戻れ」

　しばらく葛藤してから、リエトはとても嫌そうに獣に命じた。

　獣は直ぐに大きな体をぺたりと地に伏せ、二人が乗りやすい姿勢を取ってくれた。その豊かなたてがみを、アイナはひるむ様子もなく撫でる。

「獣は、主の命令を聞くことが嬉しいんです。素直でかわいいでしょ？」

「かわいいとは到とう底てい思えんがな」

　ため息交じりにそう言いつつ、リエトはおとなしく獣の背中で揺られていた。

　獣は特に指示せずとも、旧道へと進路をとる。ここまでの道を覚えているのだろう。やはり賢かしこい子だ。

　少し進んだところで、リエトが周囲を気にし始めた。

「どうしたんですか？」

「いや……。魔獣の気配はそこかしこにあるんだが……近づいてくる様子がないな」

　さっきまでは襲いかかってきたのにと、リエトは首をひねった。

「もしかして、あの魔獣を倒したせいか？」

　屋敷に着くまでに外で遭遇したのは、大きなもので熊ぐらいのサイズだった。対して、屋敷に潜んでいたのは、その三倍ほどの大きさのあるトカゲのような形の魔獣だ。大きさも強さも桁けた違ちがいだった。ということは。

「もしかして、ボスだったのかも？」

「もしくは、それを倒したこいつの力を恐れて近づけないのかもしれない。あるいはその両方かもな」

「なるほど、動物は本能的に自分より強いものにはケンカを売らないって言いますもんね」

「まあわかりやすく言えばそういうことなんだろうな」

　そう結論づけたが、果たしてそれ以降、魔獣の生息域を抜けるまで、魔獣が襲いかかってくることはなかったのだ。

　村には無事到着し、傷だらけとはいえ生せい還かんした二人に、村中が驚いた。何しろ、それまでどんな冒険者も私し兵へい連れの貴族や商人も、屋敷へ向かって二度と戻ってきた者はいなかったからだ。

　もちろん、途中で逃げ出しただけという可能性もなくはないが。……アイナは、ホール右側の曲がり階段の下あたりに、ひしゃげた甲かつ冑ちゆうのようなものが落ちているのを、ちらっと目にしていた。ボスに食われた可能性の方が、おそらく高いだろう。

　獣が少し急いでくれたおかげもあり、ぎりぎり馬車の時間にも間に合って、二人はフォルテックへの帰路につく。さすがに探索と戦闘の連続で疲れが出たのか、乗り心地がよくないにもかかわらず、アイナはたちまち眠ねむ気けに襲われた。

　こくりこくりと夢うつつの肩を引き寄せ、横たえられる。

　何か固いものに頭を置かれ、身じろぎしておさまりのいい場所を探した。

　手て探さぐりでその枕まくらにそっと手を添えると、一瞬びくりと硬くなる。それでも眠気が勝って、眠りのふちに沈んでいくその時。アイナの頭を優しく撫でる大きな手のぬくもりを感じた。

「おやすみ、アイナ」

　低く優しい声が耳じ朶だを打ち、アイナの意識がゆっくりと沈む。

　その口元には、かすかな笑みが浮かんでいた。




　アイナが小さな寝息を立て始めるのを、リエトはいつくしむような気持ちで見下ろしていた。足元ではいつもどおりの大きさに戻った獣も、丸くなって目を閉じていた。

　アイナの寝ね顔がおはあどけなく、普段のしっかりした言動と対照的に幼さも残している。けれど、薄く開いた唇はふっくらと柔らかそうに色づいていて、女性らしさもしっかりあった。若干不ふ埒らちな気分から逃げるように、リエトは馬車の外に視線を移す。その手はアイナの柔らかな髪に触れたままだ。

　獣使いの存在は知っていたが、まさかアイナがその一族に連なっているとは。道理で獣に詳しいわけだ。

「お互いに、ないものねだりをしているんだな」

　指にアイナの髪を絡ませて、リエトはため息をつく。獣が欲しいのはアイナで、自分じゃない。それなのに、獣は自分の命令を欲しがり、アイナに従じゆう属ぞくはしない。できることならアイナに獣を譲りたいぐらいだが、それはアイナのプライドを傷つける。第一、獣は自分から離れないのだから、無理な話だ。

「まったく、世の中うまくいかないもんだな」

　とはいえ、初めての命令に従う優美な獣に、思わず目を奪うばわれたのは確かだ。

　憎いのに、悔しいのに、……きれいだと、思った。

　獣に対して、こんなふうに思う日が来るとは思わなかった。これも、アイナの影響なのだろうか。もちろん、それだけで許せるほど、リエトの二十一年は軽くない。けれど……憎み続けるにも、力がいる。そろそろ飽きてきたのかもしれない。憎むことに──。

　リエトは、ふあ、とあくびをした。

　今日はいろいろありすぎた。さすがにリエトも疲れて、眠気が襲ってくる。

　指に絡ませたままの茶色い柔らかな髪を口元に引き寄せ、そっとキスをした。

　膝の上の柔らかな手と体温が心地いい。リエトも腕を組んで目を閉じた。すぐに訪れた眠気に逆らうことなく、リエトは浅い眠りに落ちていった。
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　がたごとと揺れる馬車の振しん動どうに、ふっと意識が浮ふ上じようする。固まった関節が痛い。目を開けると、上から深いブルーの瞳が覗き込んでいた。

「おはよう、アイナ。よく眠れたか」

　見れば、アイナはリエトの膝の上に頭を乗せている。リエトは甘く溶けそうな目でほほえんで、アイナの頭を撫でた。

「わああっ、ご、ごめんなさいっ！」

　枕だと思っていたのは、リエトの腿ももだった。つまりは、膝枕。

　近いどころか触りすぎだ！　しかも、ちょうどいい位置を探して、頭を擦り寄せたり、べたべた触った記憶がある。アイナは恥ずかしさに真っ赤になって、あわてて飛び起きた。

　ふわふわととっちらかる髪を手て櫛ぐしで整えると、リエトの大きな手が頰に貼りついた髪を払う。撫でるように頰に触れていった手に、どきどきが止まらない。

「いや、寝顔がかわいかったからな。役得だ」

「何言ってるんですかもおおっ！　得なんかなんにもありませんっ！」

「ほかはどうか知らんが、俺にとっては得だ」

　言うなり、リエトは薄い笑みを浮かべたままアイナの髪を一ひと房ふさすくい取り、口づける。

　まるで、髪の毛に神経が通っているのかと思うくらいびりっときて、アイナの肩がびくりと跳ねた。

「だっから！　やめてくださいってば恥ずかしい！」

　あわてて髪を取り返す。なんでこんなにドキドキさせようとするんだろう。

　その眼も、手も、仕草も、声も、体温も。何から何まで、全部がアイナの熱を煽あおるからたちが悪い。

　そんな彼女を楽しそうに眺めた後、リエトは背もたれに寄りかかって腕を組んだ。

「あと十五分ほどでフォルテックに着くそうだ」

　言われてみれば、周囲は見慣れた景色になっていた。大分日が傾き、夜の闇が迫ってきている。

「到着したら、そのままアルトザルツ家に行く」

　続いたリエトの言葉に、アイナはぎょっとしてリエトを見た。

「えっ、そのまま行くんですか!?　先さき触ぶれとか、お伺うかがいとかはいらないの!?」

　そのアイナの言葉に、今度は逆にリエトの方がぽかんとした顔をする。

「……いるのか？　そんなの」

「普通いるでしょう！　相手は貴族ですよ!?」

　とはいえ。リエトの話を聞く限り、彼も貴族の出、ということになるのだろうか。だとしたら、お伺いを立てなくてもいいものなのか？　貴族の常識はアイナにはわからない。

「だけど、手紙にはいつでも来てくれと書いてあったし」

「そんなの社交辞令に決まってるじゃないですか！　不在かもしれないし、取り込み中かもしれないし、普通はいつ行けばいいのか相手に聞くもんでしょう!?　そのまま受け取っちゃダメですよ！」

　言いながら、アイナはただでさえ疲れた体がさらに重くなるような気がしていた。

　うすうす感じてはいたけれど、リエトはある程度の年齢まではお坊ぼつちゃん育ちだったに違いない。ちょっと浮うき世よ離ばなれしているというか、一いつ般ぱん常識がないというか、世間知らずというか。そんな印象が垣かい間ま見みえる。

　アイナの勢いに驚いてはいたようだが、結局。

「うん。まあ大丈夫だ。一いつ刻こくも早く届けてやりたいしな」

　で、終わってしまった。

　それに、すぐ届けてやりたいと言われてしまえば、アイナには反論できるほどの材料がない。諦めて、ため息をつきながらアイナは背もたれに寄りかかる。

「で、な」

「はいはい、子爵邸への道案内でしょう？　わかってます」

「話が早くて助かる」

　すっかり諦めきったようなアイナの返事に、リエトは満足そうに笑う。その顔が癪しやくに障さわり、アイナはつんとそっぽを向いた。

「まあ、子爵邸はちょっと入り組んだ場所にありますから、初見の方は道案内がないと厳しいですしね。リエトさん一人じゃぜーったいに！　たどり着けませんからね！」

「ああ、わかってる。だからアイナ」




「お願いだ」




　と。

　耳元で乞こわれて、かあっと耳が熱くなった。

「だから！　もーう！　近いですっ！　耳元でしゃべらないで！」

「嫌か？」

「嫌じゃないですけど！」

「じゃあいいだろう」

「そういう問題じゃないんですってばー！」

　真っ赤になって抗こう議ぎするアイナを笑っていなしながら、リエトは不思議と肩の力が抜けていることに気づいた。

　それは間違いなく目の前の少女がくれるもの。







　無事にフォルテックの町に着いて、リエトとアイナはそのままアルトザルツ子爵家へと向かった。

　魔獣の生息域が変動した時、当主が元の森から離れたこの街に移住したのは、訳があった。

「生息域が変わった理由を知りたかったらしい。どうにかして元に戻すことはできないか、その方法を探すためにな。ここは交易の拠きよ点てんになる街、いろいろな情報を集めるのには最適だ。それが高じて、この国の外交官まで務めたらしいから大したもんだな」

「そ、そんなに偉い人なんですか!?」

「そうだな、なかなか話の面白い御ご仁じんだったぞ」

（いやいや、そんな人を御仁とか呼んじゃってていいの!?）

　リエトの言葉は時に不ふ遜そんに聞こえて、アイナは心配になる。

「子爵様の前でそういう言こと葉ば遣づかいしちゃダメですからね！　怒られますよ！」

「はは、そうだなあ」

　と、リエトは一向に気にしたふうもない。こっちがハラハラしてしまうぐらいだ。

　アルトザルツ子爵の屋敷は、貴族や金持ちが住まう高級住宅地の奥にある。

　立派ではあるが、周りと比ひ較かくして広大な屋敷とは言えない。意外にこぢんまりとした二階建ての石造りの建物と、よく手入れされた庭が目を引く、落ち着いた雰囲気の屋敷だ。

　リエトが門をくぐろうとしたところで、アイナは立ち止まった。

「では、私はここで。帰りは獣ちゃんに頼めば大丈夫ですから。今日の料金は後ほどギルド口こう座ざから引き落とさせていただきますので、終了報告にギルドまでお越しくださいね。明日でも構いませんので」

　そう言って頭を下げ、「では」と立ち去ろうとしたアイナの腕を、大きな手が捕まえて引き止めた。

「きゃ！　な、なに!?」

　驚いたように顔を上げたアイナの目に飛び込んできたのは、いささか不機嫌なリエトの表情だった。

「あ、あの？」

「まだ仕事は終わってないだろう？」

「は？」

　きょとんとしたアイナの返事に、リエトの顔がますます険しくなる。

「俺はまだ終わりだと言ってない。依頼者の俺が終了と認めない限り、勝手に帰ってはいけない決まりだろう？」

「それはそうですけど！　だからって一緒に入るのはちょっと……！」

　何しろ、貴族様なんて会ったこともない。単なるガイドの自分が、ほいほいついて行って目通りしていい相手とは到底思えなかった。

　だいたい、貴族のお屋敷までの道案内なんて依頼に入っていない。完全にアイナのサービスだ。だったらもうここで終わらせてもいいんじゃないか？

　その考えを読んだのか、リエトの手に、離さないぞとでもいうようにますます力が入る。

（な、なんか怖い！）

　腕を絞しめつける感覚とリエトの据すわった目に、あっさりとアイナは逃げる選択肢を放棄した。

「わっ、わかりました！　それならここで待ってますから！」

「君は俺を馬鹿にしてるのか。女の子をこんな時間に一人外に放置するとか、俺はどんなクズなんだ!?」

「だからって、なんで私まで!?」

「君は今日の俺のパートナーだからだ。最後まで一緒にいてもらう」

　不意にまっすぐな視線に射いすくめられて、アイナの言葉が止まる。

　大きな手に顎をさらわれ、上を向かされた。そのまますっと近くなる瞳に息を吞む。

　近い。でも……石化でもしたみたいに、体が動かない。

「どこまでもついてきてくれないと困る。わかったか？」

　甘い単語とは裏うら腹はらに、有う無むを言わせないその声に、アイナは壊れたおもちゃのようにかくかくとうなずくしかなかった。










「子爵は実は十日ほど不在でな。本当は依頼の前に一度挨あい拶さつをしなければと思っていたんだが、間に合わなくて顔を合わせることができなかったんだ」

「ああ、山で迷ってましたもんね」

　それで何日ロスしたんだろうか。だいたいあんな場所、アイナみたいなモノ好きですらめったに歩かない。

（私が通らなかったら、獣ちゃんが私に会わなかったら、この人本当に遭難して死んでたかもしれない）

　それを改めて思うとぞっとする。あの時あのルートを選んだ自分を、アイナは密ひそかに褒めた。

「だが、今日帰るとギルドに伝言していってくれていたんだ。だからすぐにも会いたくてな。ま、まず嫌とは言わないだろうから安心しろ」

「だといいんですけど……。ていうか、私が邪魔って思われるの嫌なんですけど」

「俺の同行者を嫌とは言わないさ」

（言わせない……じゃないの？）

　笑みを浮かべるリエトの言葉に内心の声を吞み込んで、アイナはこっそりとため息をついた。

　リエトが立派な扉に取りつけられたノッカーをガンガンと鳴らすと、ほどなく扉が開かれる。

「リエトという。子爵に会いたいんだが」

「どうぞ、お入りください」

　そんな名乗りだけで、あっさり邸内に招き入れられる。彼が来たら取り次ぐように言われていたのかもしれない。

　本当に、この人は何者なんだろう。

　と思ったものの、それよりもアイナは緊張感に青ざめながら、リエトの後ろをとぼとぼとついていくしかない。

　邸内は華か美びではないが、家具や美術品などはいい物が使われているようだった。

　応接間に通されて、ソファをすすめられる。リエトが当然のように腰を下ろすのに続き、アイナもこわごわと座った。ふわりと体重を受け止める柔らかさと、それでも腰をしっかり支える張りがあり、とても落ち着く。

　革張りの表面はなめらかで、こんな高級なソファに庶民が座ってていいのかとか、アイナの首元に丸くなったままの獣の抜け毛が落ちやしないかとか気になって気になって、逃げ出したい気分だった。

　リエトをちらりと盗ぬすみ見ると、堂々として微み塵じんも迷いがない。

（慣れてるんだ……。この坊ぼつちゃん育ちの俺サマめ！）

　わけのわからない八つ当たりをした時、ノックとともに応接室の扉が開いた。現れたのは、執しつ事じが押す車いすに座った老人だった。きっと彼が、この屋敷の当主であるアルトザルツ子爵なのだろう。白しら髪がは丁寧に整えられ、しわが寄った顔は柔にゆう和わで、少しやせた顎には豊かな白いひげを蓄たくわえている。

「おお！」

　彼は、感激したように声を上げ、車いすを押してリエトの傍かたわらまで来ると、深々と頭を下げた。




「殿でん下か！　リエトハルト殿下、お久しゅうございます！」




　そう言うなり、彼は涙を流さんばかりにリエトの手を押し頂く。

　感激なのか、涙をこらえているのかわからないけれど、やせた肩が震えていた。リエトの手を包むしわがれた指に、ぎゅっと力がこもっているのがわかる。

　……アイナは。

「ちょ、な、ええええええっ!?」
















　と、ひっくり返った悲鳴を上げた。いや、それ以外にどう反応しろというのか。

　偉い貴族のはずのこの老人が、リエトに頭を下げているのはともかく。

（殿下ってなんだ、殿下って！　あなたどこの誰!?　偉い人なの!?　何様なの!?）

　パニックになった頭の中は、疑ぎ問もん符ふがぐるぐると渦を巻いている。けれどアイナの口ははくはくと動くばかりで、言葉が出ない。

　呆然と二人を見つめると、当のリエトは、困ったように老人の肩を叩いている。

「殿下はやめろ。既に王おう権けんを失った身だ」

「いえ、私にとっては、あなたはいつまでも殿下のままです。国を出られたと伺ってから、ずっと御おん身みを案じておりました。このような時に、私を頼っていただけるとは光栄の極きわみです」

「大げさな。しかし、車いすとは驚いた……。俺はかくしゃくとしたあなたの印象しかなかったからな。具合でも悪いのか」

「いえいえ、もう年でございますからなあ。足あし腰こしが大分弱ってしまい、このようななりで大変失礼を。情けない限りです」

　どう見てもつきあいが長そうな二人の様子に、アイナは声もない。それどころか、リエトの方が明らかに目上とわかる会話。もう何がなんだかわからない。

（誰か説明して！　というか助けて！）

　と部屋を見回してみるものの、子爵の車いすを押していた執事はさっさと茶と菓か子しを置いて引き下がってしまっていて、今は子爵とリエト、そしてアイナの三人のみだ。

　救いの手は、ない。かろうじて、獣が気遣うように、頰に頭を擦り寄せてくれたくらいだ。居心地の悪さでもじもじしながら、アイナは二人を見ていた。ひとしきり旧交を温めたところで、ようやく子爵がアイナを見る。

「殿下、この方は」

「ああ、ギルドに所属するガイドで、アイナという。道に迷っていたところを助けられた。命の恩人だ」

「そうでしたか」

　子爵は、黒目がちな目を柔らかく細めて、アイナを見た。

　リエトの説明を聞いて、庶民の自分は嫌がられるかと思ったが、そういうわけでもないようだ。老人特有の、何かかわいい動物でも見るような目に、あわててアイナは立ち上がり、頭を下げた。

「あの、アイナ・アルバックと申します！」

「私はアルトザルツ子爵家当主、クロード・アルトザルツだ。よろしく」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　差し出された手を、恐る恐る握る。骨ばっているけど、温かい手だった。力を込めてしっかりと握り返されて、嬉しくなる。学生で庶民のアイナだけれど、きちんとした握あく手しゆを返してくれたということは、一個人として認めてもらえた証あかしだ。

「クロード殿どの、早さつ速そくだが、こちらを改めてもらいたい」

　握手の手を解いた子爵が車いすの位置を変え、リエトの向かいに着いた。それを待って、リエトは背負い袋を持ち上げた。

　魔獣との戦闘時、アイナが預かったそれは、多少は手て荒あらく扱あつかったものの、被害はなく済んだのはラッキーだった。

「目的の本は見つけたし、たぶんお望みの絵画も持ち出せた。……ほら」

　そう言って、がさごそと背負い袋から引っ張り出したそれを、膝掛けをかけた子爵の膝の上に置いた。

「おお……エリザベス……！」

　その絵を見た途端、子爵は震える手で額を持ち上げた。

　額がく縁ぶちを指でたどり、姿すがた絵えの女性を何度も確かめるように見た後、額を抱き締めて涙を流した。

　リエトからは、絵姿はこれしかないと聞いている。唯ゆい一いつの奥方との思い出だったのだろう。しばらくはらはらと涙を流した後、子爵はすっきりした様子で顔を上げた。

「妻は絵を描かれるのが嫌いでしてな。あれの姿絵はこの一枚きりしかなかったのです。殿下、この老いぼれの心残りを満たしてくれたこと、お礼の言葉もありません。あなたがこの街にいる限り、私が後見となり、殿下への全面的な協力をお約束いたしましょう」

「そうか。そう言ってもらえるとこちらも助かる。ぜひ頼む」

「お任せください」

　再びリエトが差し出した手を、子爵はしっかりと握り締めた。

　事態を吞み込めずにリエトと子爵の間で視線を行き来させているアイナに気づいて、子爵はリエトを見た。

「殿下、この子には事情を話しておられないのですかな？」

「ああ……まあ、言い出しにくくてな」

　困ったように、リエトが頭をかく。途端に渋じゆう面めんを作った子爵に、リエトの唇の端がひくりと引きつった。

「あなたはまたそうやって、なんでも一人で抱え込んでおしまいになる。味方は多い方がいいと、常々申し上げておりますのに」

「わかっている、忘れているわけではないぞ！」

　歯切れが悪く、子爵に突っ込まれてたじたじになっているリエトに、さっきまでの堂々とした態度はまるでない。つい一分ほど前は、リエトが目上という上下関係がしっかり見えていたのに。今の二人は、まるで小言を言う教師と生徒のようだ。

　子爵は楽しそうに笑って私を見た。

「殿下、ご自分でお話しになりますか？　それとも、私が話してもよろしいのですか？」

「……いや、自分で話す」

　ダメ押しのように促うながす子爵に、観念したようにそう言うと、リエトはアイナに向き直った。少し迷ってか、うろうろと視線をさまよわせた後、意を決したようにアイナと視線を合わせる。

　けれど、揺れる彼の瞳に浮かぶ不安の影につられて、いったい何が飛び出すのかと、アイナも不安になってくる。

　膝の上に組んだ両手にぎゅっと力を込め、アイナはリエトの言葉を待った。

「ええと、な。実は俺の本名は、リエトハルト・ツェナーという。……西方の国、ツェナール王国の出身だ」

　ツェナール王国。ツェナー。殿下。

「まあ、要するに……ツェナール王国の王子だ」

「うっ、うそー!?」

　確かに、リエトは自分の身の上を『貴族のようなもの』と言ってはいたが。

　不意打ちを食らった気分で、ぱくぱくと開かい閉へいする唇からは、言葉が出てこない。アイナはただ戸惑いながら、リエトの顔を凝ぎよう視しするしかない。

　後こう悔かいか、羞しゆう恥ちか、はたまた安あん堵どなのか。量はかれない複雑な顔のリエトの、次の一言がアイナの混こん乱らんに拍はく車しやをかける。

「元、だがな」

「え、待って、どういうこと!?　え、え、確か、ツェナールの王太子様のお名前は……アレクハルト様、で……御おん年とし十九のはず……」

　記憶している限り、ツェナールの公式発表は王子一人、姫ひめが二人だったはずだ。リエトハルトという名前は、対外的に公表されている直ちよつ系けい王族の中には、入っていない。

　そこで、アイナは子爵の元屋敷でのリエトとの会話を思い出す。

『獣が憑ついた不吉な子供を当主にはできないと、ついに俺は廃はい嫡ちやくされたわけだ』

　はっとしてリエトを見ると、困ったような笑みを浮かべていた。

「まあ、そういうわけで、俺は対外的には既にいないことになっている。ツェナール国内では、一応王家の離り宮きゆうに隠いん棲せいしてることになってるな」

「え……じゃあ、どうしてここに？　隠棲してるってことは、簡単に外に出られないんじゃない？　まずくないの？」

「よくはないかもしれんなあ。どうせいないことになってるんだ、どこにいても一緒だろう」

「そういう問題じゃないと思いますけど……」

　鷹おう揚ようなリエトの回答に、アイナは思わず眉間を押さえる。これって外交問題とかにならないんだろうか？

　ふう、と息を吐くと、リエトはどこか遠くを見るような目をした。

「なんでこんなところで一生を終えなきゃならないんだって思ってな。それで、十六の時に出しゆつ奔ぽんして冒険者になったわけだ」

「いや、そんな軽く言わないでね!?　普通に考えて大ごとなんじゃないの!?」

「いいんだよ。どうせ表だって捜そう索さくはできないし、俺はこのとおりでどこに行くかわからんから、追いかけようもない。向こうは俺の不在を伏せておくしかないのさ。国にはずっと帰っていないし、対外的に発表されている以上の動向は知らない」

「いいの？　そんなテキトーで……」

　この短期間で彼の性格は多少わかったつもりだ。彼の今までの紆う余よ曲きよく折せつに、アイナの知らない苦労や苦悩、葛藤があったことはわかる。わかるが、この行き当たりばったりさ加減はどうにかならないだろうか。でも言ったら言ったで、行き当たりばったりじゃなくて臨りん機き応おう変へんとか言ってきそうだ。いや、絶対言う。

　若じやつ干かんイラッとした様子のアイナを見て、リエトは朗ほがらかに笑うばかりだ。

「既に国を出て五年もたっているしな、今更だ」

　そう言う彼に、悲ひ壮そう感かんはない。

　それまでは隠棲していたとはいえ、何不自由のない暮らしだったはずだ。けれど、十六歳で国を出て、身一つで冒険者になり、自分の腕一つで自分の生活を支えなければならなくなった。市し井せいの生活も知らない世間知らずが、獣と縁を切る方法を探しながら、各国を旅する日々。

　しかも彼は、冒険者としては致ち命めい的てきな、方向音おん痴ちという弱点を抱えている。文字にしてみると、ほんっとーに心の底から残念な単語だが。

　Ｅランクからスタートして、ランクを一つ上げるのに二～三年かかると言われる冒険者の世界で、これだけのハンデを背負って、たった五年でＡランクの冒険者になるには、並なみ大たい抵ていの苦労ではなかっただろう。

　彼が国に、為い政せい者しやに、王太子という立場に、並々ならぬ誇ほこりを持っていたこと。そこに立つことを求められ、自身もそれに応えて、努力していたに違いない。それがリエトの存在意義だったんだろう。でも、獣はそのすべてを、リエトから奪ったのだ。

　それは、使し役えき獣じゆうという強大な力を忌き避ひするほどに、根深いということかもしれない。

　彼の心情を思うと、胸が痛い。旧子爵邸でも、五年たってもまだ獣へのこだわりが捨てられないと言っていた。

　同情なんて失礼なことをするつもりはない。慰なぐさめとも違う。共感でもない。

　なんとも言いようのない哀あい切せつにも似た思いでリエトを見つめていると、彼はそれまでの明るい笑みを、いつくしむような色に変えた。アイナの髪に手を伸ばし、するりと指を通すと、そのまま口元に持って行って口づけた。

「獣が憑いたまま国には帰れないし、いつ帰れるかもわからん。今まで好き勝手にやってきたが、しばらくはここに腰を落ち着けて、今後のことを考えてみるのもいいかと思い始めたところだ」

「え、それって」

　リエトのような流れ者の冒険者は、一つ所に長居しないのが常だ。リエトもそうなのだと思っていたが、しばらくはここにいてくれるということだろうか。

　それをリエトに確かめる前に、弾んだ声を上げたのは子爵の方だった。

「おお、それはようございますな！　そうとなれば、この老いぼれが役に立つこともございましょう。なんなりとお申しつけください」

「そうだな。とりあえず、本名で呼ぶのをやめてもらおうか。殿下もダメだ。誰が聞いてるかわからん」

「む、それは難しいことをおっしゃる」

　途端に腕を組んで思案する子爵の顔は、ちっとも困っているようには見えなかった。リエトの方も、優雅な手つきで紅茶のカップを口に運び、香りと味を楽しんでいる。

　二人の言葉遊びみたいなものだろう。なんとなく浮いている空気を感じて、アイナは膝の上に視線を落とした。アイナの髪は奪われたまま、リエトの指の中で弄もてあそばれている。それが余計に恥ずかしいのに、取り返す気になれない。居心地が悪くて仕方なく、両手の指をもじもじと遊ばせていると、

「アイナ」

「はいっ」

　不意に呼ばれて、弾かれたように顔を上げた。

　と。

　すかさずその唇に、硬いものが押し込まれた。

「んぐっ!?」

　びっくりした拍ひよう子しに、さくりと口の中で砕くだけたものは。

（甘い）

　放り込まれたクッキーに目を丸くしていると、リエトは小さく笑った。

　クッキーはおいしい。でも、彼に手ずから食べさせられた上、目の前には子爵がいる。おまけに、リエトはまだ持ったままの彼女の髪に、今度は見せつけるように笑みを浮かべながら、ゆっくりとキスをした。

　みるみるうちに真っ赤になる頰を押さえて、アイナはリエトの手から勢いよく髪を取り返した。

「なっ、なっ、もおお～～～っ！　なんでっ、こうなのっ！　もう離してっ！」

「反応がかわいいから、ついな。怒るな」

「別に怒ってないですけどっ！　人前でしないで！　恥ずかしいから！」

「人前じゃなきゃいいのか」

「そんなこと言ってるんじゃありませんっ！」

　リエトに食ってかかるアイナの姿は、猛獣に果か敢かんに吠ほえかかる子犬のようにしか見えない。

　それを見守る子爵が、にやりと人の悪い笑みを浮かべていたことなど、知る由よしもなく。

「殿下、ずいぶんとお気に入りのようですなあ」

「殿下はやめろと言ってるだろ」

「これは失礼を。しかし、かわいらしいウサギを拾ったものですな」

「何を言う。拾われたのは俺だ」

「ああまったく、気の毒に。檻おりから放たれた猛獣を拾ってしまったと、お教えした方がよろしいですかな？」

「人聞きの悪い。まあ、そうだな……気に入りではあるな」

「それは重ちよう畳じよう」

　何やら暗号めいた話も、羞恥で舞い上がるアイナには聞こえていなかった。

　クッキーを紅茶で流し込んで（どちらもめったに口にできない高級品だと思うと、後からもったいないと思ったものだが）、アイナは二人を交こう互ごに見た。

「あの……」

「なんだね？」

　にこやかに返事をしてくれた子爵に恐きよう縮しゆくしながらも、アイナは疑問を口にした。

「ずいぶんと仲がよろしいようですけど、国も身分も年も違うのに、どうしてですか？」

「私がこう言うのもおこがましいものだが、私は殿下の年の離れた友人のようなものなのだよ」

　その子爵の言葉を肯こう定ていするように、リエトはうなずいた。

「子爵とは、俺がまだ王子だったころによく会っていた。外交官としてツェナールに来た折の晩ばん餐さん会かいで、いろいろな国を訪れた時のことを話してくれたんだが、これが面白くてな。子爵がツェナールに来るたびに、個人的に時間を取ってもらってはいろいろな話を聞いたものだ。俺はあまり城の外に出られなかったから、彼と話をするのが好きだった」

「あのころの殿下のお顔は、今でもはっきりと思い出せますな。私の話を、目をキラキラさせて、熱心に聞いてくれました。一度した話もちゃんと覚えていてくださって、『あの時の話を聞きたい』とねだられたものです。妻が早くに亡くなったこともあって、私には子供がいない。もし男の子がいたら、こんな感じだったのだろうかと……」

　そう言って、子爵はなつかしむように目を細めた。そこには、確かにただの王族と外交官という関係以上の、信頼や絆きずなと呼べるものが見える気がする。

「この爺じじいが生きているうちに再びお目にかかれて、まだまだ生きる気力がわいてまいりましたよ」

　そう言って、子爵は朗らかに笑った。

　リエトはソファの背もたれに寄りかかる。その眼は少し遠くを見ているようにも見えるし、なつかしむようでもある。吹ふっ切きれているのかどうかはわからない。

「まあ、不本意な形で俺は表舞台から退しりぞく形にはなってしまったが、国を出たあともクロード殿と手紙のやり取りは時々していてな。獣のことについても、この国は獣使いという者が存在しているだけあって、いろいろと調べてくれたんだ。その手紙の中で、ロゼッタ・カーンの魔術書のことを思い出してくれてな。それでフォルテックに来たんだ」

「獣使いのいるこの国ならば、殿下が廃嫡されることなどなかったはず。それを思うと、口くち惜おしくてなりません」

　わがことのようにうなだれる子爵は、本当にリエトのことを考えてくれていたのだろう。とてもいい方なのだということは、この短い時間でも理解できた。

　それに笑って、リエトは子爵の肩をポンと叩いた。

「仕方がない、それもまた運命。だが、俺はやすやすと受け入れるつもりはない。俺の命が尽つきるまで、力の限りもがいてみせるさ」

　決意するのは勝手だけれど、と、アイナは背中に冷や汗をかきながら内心でつぶやく。

　いくら「元」でも王子は王子。ため口に暴言に、挙げ句の果てに膝枕で眠るなど、今考えてみればずうずうしいというかふてぶてしいというか。

　いや、そもそも王子でなくたって、これは女子としていかがなものか。恥じらいとかつつしみとか気遣いとか思いやりとか、そういう女子力が決定的に足りてないのを思い知って、アイナは思いっきり床にうなだれたくなった。

「どうした、アイナ」

　その様子に気づいたリエトが顔を覗き込む。アイナはそろり、とソファの上でリエトから距離を取った。

「いくらなんでもいろいろ失礼というか、私の女子力が残念というか、王子様相手に何やってるんだっていう諸もろ々もろ自分のダメさ加減を反省してるところです」

　わざとらしく笑いでごまかして視線を逸らすと、リエトは呆れたようにため息をついた。

「今更何を言ってるんだ。廃嫡されてるし国も出ている。今の俺はなんの力もない一人の人間だ」

「でもそういうわけには」

「そういうつもりで正体をばらしたわけじゃないんだが」

　不機嫌に突き放されて、アイナはあ、と声を上げた。彼に誤ご解かいをされている。特別扱いとか、壁を作ったりとか、一歩引いたりだとか、手のひらを返したように敬うやまったりとかするつもりはまあ（それほど）なくて。そう言い返そうとして上げた瞳が、リエトを映す。

　その瞳が揺れていることに気づいて、アイナの心が罪悪感にちくちく刺される。

「ただ、知ってほしかっただけだ。それが迷惑だとか負ふ担たんだというなら、謝る。忘れてくれ」

「ごめんなさい、迷惑とかではないんです！　そういうんじゃなくて、つい……」

　ああ、どういえば伝わるんだろう。

　リエトと話すだけで、頭を撫でられるだけで、触れられるだけで。それだけでドキドキするし、嬉しいし、楽しいし、もっと一緒にいたいと思うのは噓じゃないし、別に離れるつもりも、迷惑とか負担に思ったことだって、まったくないとは言わないがほとんどない。

　そうじゃない、リエトが悪いんじゃない。だって、だって。




「だって私庶民なんだもん、仕方ないじゃない！　王子様っていう単語にも存在にも弱いもんなの！」




　挙げ句の果てに飛び出した言葉がそれで。いくらなんでもほかに言いようがあるだろうと、アイナは情けなさに死にたくなった。

　一瞬あっけにとられたリエトと子爵が、弾かれたように笑いだして、ますます身の置き所がなくなる。でも。

　リエトの大きな手が、アイナの頭をゆっくりと撫でた。

「すまない。今日はいろいろあったし、こんなこと急に言われても混乱するだけだったな。悪かった」

「なんとまあ、素直ないい娘さんだ。これはかないませんなあ」

「ご、ごめんなさい……」

　アイナは顔を真っ赤にしてうつむいたが、とりあえずうやむやになったようだ。リエトも気分を害した様子はなく、ほっとする。

　が、ずっと頭を撫でている手は、そろそろ外してほしい。

「だいたい、君はぼろぼろで腹をすかせて行き倒れていた俺を見ているだろう。君の目に映っている俺が、本当の俺だ。だからそのままでいてほしい。俺は何も変わらない。だからアイナにも変わらないでほしい」

　頭を撫でていた手が、するりとアイナの髪を取る。

　熱のこもった深いブルーの瞳に、吸い寄せられそうになった。そして、また髪の先に口づけられた。覚えのあるびりっという感覚は、もしかして視し覚かくから来ているのかもしれない。

「だからっ！　恥ずかしいからやめてってば！」
















　そんな、蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべながら見せつけるようにやられたら、こっちだって平気でなんていられない。アイナは真っ赤になったまま、髪を取り返した。

「そうだね、リエトさんはリエトさん。それが変わるわけじゃないものね！」

「そういうことだ」

　そう言ってふわりと笑い、彼は懲こりずにアイナの髪をくしゃりと撫でた。

（まずい、やばい、よろしくないわ、この感じ！）

　ただでさえ彫刻のように整った精せい悍かんな顔つきが文句なく好みなのに、その上女性の扱いに慣れているし、仕草もいちいち絵になるような相手だ。話せば気が合うし、おまけにやたらと距離が近くてスキンシップ多すぎ！

　かと思えば、森の中の古い屋敷で、アイナに胸の内を話してくれた。彼の弱さや葛藤をさらけ出してくれたことが嬉しい。──これで惹ひかれないなんて噓だ。

「俺は冒険者のリエトだ。それ以上でも以下でもない。……アイナ、俺の出自のことは、他言無用で頼む」

　穏やかに告げられて、アイナは胸の高鳴りをおさえながら、黙ってうなずいた。

「まあ改めて、なんだが、しばらくこの街にいることに決めた。獣を引き離すためには、まず獣について知った方がよさそうだし、獣に関する情報を集めるのに、アイナがいてくれたら何かと助かる。クロード殿が協力してくれるというなら、情報収集に便べん宜ぎを図はかってもらえることもあるかもしれないしな。クロード殿にもアイナにも、しばらく世話になる。それでもいいか？」

「異い論ろんありませんな」

　リエトの申し出に、アイナは子爵に続いて勢いよくうなずいた。

「もちろん！　だって、私がいないとすぐ迷うもの、目が離せませんから！」

「まあ、それも含めて……だな」

　お約束となったツッコミをもらって苦笑いをするリエトに、アイナは手を差し出した。

「これからもよろしくね、リエトさん！」

「ああ、よろしく頼む、アイナ」

　差し出された手をリエトはしっかりと握った。アイナの首元で、獣がふわりとしっぽを揺らす。彼がこの街にいるうちに、答えは見つかるだろうか。アイナの手のひらにじわりと移る熱に、自然と心臓が跳ねた。

　顔を上げると、リエトがじっとアイナを見下ろしていた。……なぜか、何かに捕まったような気がして、アイナはぱちぱちとまばたきをする。

　それを見て、リエトの大きな手に、ぎゅっと力がこもった。握手をするリエトの瞳に宿る熱に、アイナはまだ気づいていない。

　まだ出会って間もないアイナの存在が大きくなっていることに、リエトは照れくさいような気持ちになって、そっとアイナから視線を逸らしたのだった。





[image: ]






　今日は週末。晴れて、山がよく見える一日だった。既に日が落ちているが、学校で勉強しているのがもったいないくらいの冒険日び和より。

　学校を終え、いつものとおりにツアーガイド部の受付に座る。そろそろ彼が現れるころ合いかと思うと、アイナの唇には知らず笑みが浮かんだ。




　しっかりした石造りの階段を、規則正しい足音がトントンと上ってゆく。その足元にまとわりつくように、イタチのような猫のような、不思議な獣がついている。

　上り切って左に曲がると、そこには栗色の髪の少女が太陽のような笑みを浮かべて待っていた。

　真っ白い獣が、待ちかねたように飛び出して、定位置だというように少女の肩にのぼり、腰を落ち着ける。

「フォルテックシティギルド、ツアーガイド部へようこそ！　本日のご依頼を承うけたまわります！」

　目当ての少女の元にたどり着き、長身の見み目め麗うるわしい男は笑みを浮かべた。

「明日一日、ガイド一人の同行を希望する。指名は、アイナ・アルバックだ」

　リエトの声に、アイナはふふっと笑った。

「はい、承りました！」

　のちに、二人は『フォルテックの獣使い』と呼ばれることになる。

　それはまだ、もう少し先の未来の話だった。











おわり













あとがき






　ご無ぶ沙さ汰たしております。村むら沢さわ侑ゆうですコンニチワ。

　特に近況と言えるほどのものがない毎日です。流されるままに生きてます。激流ですけども。

　新作となりました『フォルテックの獣けもの使つかい』ですが、前作の戦うヒロインとは違い、十六歳の女子高生（？）が主人公です。

　元気で素直でかわいい普通の女の子が、ハイスペック残念なイケメンを調教する話……なのか？（笑）

　今回は『獣使い』というキーワードが最初に浮かんだので、獣使いが活躍する冒険者ものにしようかと思っていたのにどうしてこうなった。

　最初の方向性とは違ってしまいましたが、獣という存在を巡めぐって悩んだり迷ったりする二人を書くのはとても楽しかったです。




　さて、今回イラストを担当していただきました煮にたか様、本当にありがとうございます！

　某ぼう刀とう剣けんゲームをたしなむ方はご存知かと思いますが、まさか描いていただけるとは思わず……！

　あ、リエトが銃+剣のキャラだったのはたまたまです！　プロット出してキャラが固まってから担当者様がオファーを出してくださったので、そこは狙っていただけたものと（笑）。

　アイナちゃんがめちゃくちゃかわいくて、ラフが上がってくるたびに悶もん絶ぜつ……！　アイナかわいいよアイナ！

　いちゃラブな二人をぜひ堪たん能のうしてくださいね！




　出版に際しご尽じん力りよくいただきました皆様、本当にありがとうございました。

　担当者様、いつもながらご無理をお願いして本当にすみません。今回も大変お世話になり、ありがとうございました！　結局押せ押せのスケジュールになってしまって、ご迷惑をおかけしました。




　そして、この本をお手に取ってくださった皆様、最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございました。

　次作になるか別のお話になるかはわかりませんが、またお目にかかれればうれしいです。

　応援よろしくお願いします！








著

村沢侑

Yu Murasawa




自己分析をすると、熱しやすく冷めやすい、なのかなと思う今日この頃。いろいろ目移りして好きになってはマイブームが去るのが早い。でも書くのと体を動かすのだけは続いてるなあ。いいことだ。（自己満足）

今年は飽き性を治したいです。










イラスト

煮たか

Nitaka




青森県産。




電話に一発で出られません、毎回お風呂orスライド失敗します。

まともに電話に出られるようになりたいです。

おらおらイラストを描かせていただきました！

楽しんでいただければ幸いです！



















イラスト／煮たか

デザイン／永野友紀子












電子版　ビーズログ文庫







フォルテックの獣けもの使つかい




お仕し事ごと中ちゆう、迷まい子ごの俺おれサマ拾ひろいました！








村むら沢さわ侑ゆう
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『フォルテックの獣使い　お仕事中、迷子の俺サマ拾いました！』

2017年1月14日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/
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